

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









「くくく……いよいよ我が闇の契約の成就、その選択の時が来たようだな」

　俺は額に指先を当てた。そうして、視線を件くだんの者達に流す。口元には不敵な笑み。俺の中で、これは最高にイケてるポーズだ。そのはずだ。そう教わった。

「さて……しかし、まさか我が闇の契約における適格者が三人も、しかも同時に現れるとは……くくく、これも特異点という奴やつか……！」

　俺の目の前には、三人が並んでいる。全てが女の子だ。信じられない状況に内心戸惑っている。俺は今、かっこよく演じられているだろうか？　口調にぼろは出ていないか？

　そんな懸念もあるが、目の前の現実にはどうしても舞い上がらざるを得ない。

　だって考えてもみろ。女の子が三人も……！　しかも、みんな可愛かわいい……！　それが俺の前で、この俺がどんな選択を下すのかと期待と不安に胸高鳴らせているというこのシチュエーション……！　今、彼女達の主導権を握っているのは俺、という現実……！　……やばい、逆に俺の方が期待と緊張で強こわばってきた。こういう時は……！

「……くくく……ふわあっはっはっはーっ！」

　俺は内心の緊張を振り払わんと無意味に高笑いしてみた。

　たぶん、高笑いしている人ほど本心では緊張しているんだと思う。大魔王とか内心かなりビビってるからこそよく笑うんじゃないか。

　と、三人の内の一人、最も小柄で幼い少女が俺を見上げてきた。その眼まな差ざしは真摯だ。

「わたし、闇の契約とかはよくわかんないけれど……でも、先輩、わたし信じてますから！」

　きらきらと輝く瞳。俺はその瞳に内心どぎまぎしながら、それでもかっこよい自分を演じるのを忘れない。

「夢見る少女のあどけなさよ……！　その夢が悪夢と変じようとも、俺との契約を望むか……？　くくく……闇の眷けん属ぞくであるこの俺を信じるという貴様には、それほどの覚悟がある、と？」

　中学生のはずだが、まだ小学生にも見み紛まごうような彼女、中なか山やまアサミはツインテールの髪を揺らす。

「うん！　だって先輩は本当は優しい人だって、わたし知ってるし！」

「くくく、やめろ褒めるな褒めるな！」

「それに……」

　と、言い淀よどむアサミ。もじもじと、素肌を晒さらした左の二の腕に右手を添えて身を捩ねじる。顔がやや俯うつむいた。夏も間近で涼しげなその格好は、成熟しきっていない体の覗のぞく隙間を生じさせている。脇とかがよく見えた。別に脇とか見えても全然いいんだけど、ていうか超いいんだけど、俺は何だかそこに目線をやってはいけないような、でもガン見してしまうような……なんていうかその、

「……ぬぬっ……！」

　と、心と行動の矛盾を抱えて呼吸を乱してしまった。

　ただ何気なく晒している脇なのに！　その脇を注視してるとアサミに気付かれたら、きっともの凄すごく恥ずかしい。隠しといてくれよ！　でも隠してたら見られないし、どうすればいいのか。

　アサミのそんな様は子供っぽく、自分の仕草が男子にどのような作用をもたらすか（主に心臓をドキドキさせるといった循環器系異常を引き起こす特殊能力）まるで理解していないかのよう。言ってみれば肌色の隙。その無自覚さは変態紳士諸兄ちゃん共にとっては絶好のロケーションを提供しているのだろうが、いや、俺はそういうのとは違うし！　そう、俺は全然年下には興味無いので、そのような隙に気を取られることなどない。途中で何言ってるんだか自分でも見失うほど我を失うこともない。そういうことだ。

　俺は頑張ってかっこよさを保つ。

「くくく……それに、なんだ？　言ってみるが良い」

　ちら、と見上げてくるアサミの眼差し。それは、どこか熱を帯びている。

「……それに、わたし達は誰にも言っちゃいけない秘密を共有してる仲……ですもんね？　……わたしのこと、選んでくれますよね？」

　え……脅迫……？

　まじまじと見つめる俺に、アサミは口の端を僅かに吊つり上げて応える。共犯者のような笑み。しかも無言。やだ、怖い。

「な……いや、その……」

　しどろもどろ。アサミの小悪魔的な言動で、俺のかっこよさの仮面にひびが入りかける。と、そこへ、

「いや、ちょっと待ってもらおうか」

　そう割り込んできたのは凜りんとした声。

「選ぶなら私を選ぶべきだぞ、キミタカ」

　その声の主、嵯さ峨がカオルは実に堂々とした立ちっぷりで胸を張る。すると、堂々としたおっぱいが重力に逆らってみせた。うわおお!?　俺はその動きに目を奪われ、鼓動を速めてしまった。これは高度な視線誘導＆身体操作（主に心拍数）術……!?　ぷるん……るん……るん……ん……という余韻を感じさせる実に結構なお点て前まえでその趣はまさに、目には青葉　山ホトトギス　初はつ鰹がつお　それにつけても乳のたわわよ。ああ、日本人で良かった……！

　そのように恥ずかしげも無く胸を張っているカオルの姿は正義の女神のよう。なぜなら、おっぱいは正義だから。昔、偉い大統領がそんな趣旨のことを言っていた。確か16代目あたりの大統領。うん、そう教わった。はずだ。

　俺は息を呑のんで正義に熱い眼まな差ざしを注ぎ続けてしまう。正義って人を惹ひき付けるものだからね。……この張り、そうか、反重力おっぱいの使い手か……！　科学とおっぱいが交差する時、物語は重力の軛くびきから脱し敢然と天を目指す。そういうことか……！

　我ながらよくわからないが。とにかく感心してしまった。

　さすが、やるな……！

　だが、俺は女性の乳房に目を奪われるような浅ましい男ではない。という冷静沈着キャラアピールしたいので無む理り矢や理り平静を装った。女子の前ではいつも演じているクールな俺を継続する。

「くくく……ほう？　俺が貴様を選ぶべきだという、どのような理由があるというのだ？」

「だって私達は体の相性がとてもいいじゃないか」

「ぶっ!?」

　体……!?　何言ってんのこの人!?　鼻から液体が出た。急いで片手で顔下半分を隠し、スタ○ド使いっぽいポーズを決める。

「ククク!?　貴様は何を言っているのだ!?　そんなこと試したこともないのにどうやってわかる!?」

　カオルは目を瞬しばたたいた。

「ん？　だって、私が一番背格好ではキミタカに釣り合っているだろう？」

　俺より二つ年上のカオルは俺より２センチばかり背が高い。大体同じくらいと言っていいだろう。女子にしては背が高い。

「……え？　身長が同じくらいだから……って、それだけ？」

　カオルは満面の笑みで頷うなずく。

「ああ、ぴったりだろう？」

　と、少々顔を赤らめて、声を潜める。俺にだけ囁ささやくように、

「……キミタカが私の、む、胸を触る時も丁度フィットする位置にあるわけだし……」

「あ、あれは事故だって言っただろう！」

　カオルの囁きは他の面々には聞こえなかったようだ。危ない危ない。俺がえっちな男だと皆に誤解されるところだった。

　そんな俺の内心の焦りを知ってか知らずか、カオルは何事もなかったかのように良い笑顔で頷きかけてくる。

「それで、また一緒にいい汗をかこうじゃないか。今度はきっともっとうまくできると思うぞ。なにしろ、キミタカに耐えられるのは私しかいないんだからな！」

「俺に耐えるって……」

「キミタカが言ったんじゃないか。キミタカの闇の波動とか何とかに耐えられるのは私だけだって。つまり、キミタカには私しかいないんだろ？　しょうがないなあ」

　そう言ってまた胸を張る。そして揺れる。おおおおお……！

　一般的には、女の子は男の方が自分より背が小さいとあまりいい気はしないものだと思っていたが、偏見であったか。あとおっぱいとは尊いものであることだなあ。

　と、俺がまた夢の世界で戯れてしまっていると、それを引き戻すかのようにまた別の声がかけられる。

「ねえ、キミタカくん」

　柔らかで温かい声。俺はそれだけでドキドキして腹の奥が熱くなってしまう。……だめだ！　こんな狼狽うろたえてるところ見せたくない！　俺は必死でかっこいい自分を装う。

「……ククク、貴様も俺と闇の契約を結ばんと欲するか？　鴻こうの池いけエミリよ！　白銀の御み子こよ！」

「ええっと、さすがに白銀の御子はちょっと恥ずかしいけど……」

　僅かに首を傾かしげる彼女、鴻池エミリはさらさらとその髪を揺らす。銀の髪が流れるようだ。

「前に言ってくれたよね？　貴様こそが選ばれし者、闇の契約を交わして覚醒した自分と共に永えい劫ごうに続く闇と光の戦いの螺ら旋せんに身を投じよう、って……言葉の意味はよくわからないけれど、これはわたしを選んでくれたってことでしょう？」

　確かに言った。言ったが、今それを言われると……！

「へぇ……先輩、随分と手が早いんですね……？」

　地獄の底から響くようなアサミの声と、

「そうなのか、キミタカ!?　もうエミリに心を決めているのか!?」

　鳩はとが豆鉄砲食らったみたいな悲鳴めいたカオルの声が交錯した。

「い、いや、だが、それは……」

　言いかけた俺は、だが、俺を見つめるエミリの瞳に言葉を失う。吸い込まれそうな深い銀の瞳。どこか人知を超えた、神聖かつ冒さざるべき雰囲気がそこにはあった。そんな彼女が、俺とのデートでは笑って喜んでくれたのだ。俺といると楽しい、と……！

『キミタカくんと一緒だと面白いことばっかり！』

　そう屈託無く笑いを弾はじけさせるエミリの表情が脳裏によぎった。

　こんな俺を受け入れてくれた、認めてくれた、鴻こうの池いけエミリという存在。その彼女が、今、俺の前で照れたようにそわそわと身動みじろぎしている……！

「……あ、あの時は突然だったからビックリしちゃったけれど……」

　声も僅かながら震えているようだ。緊張している……？　この俺に……？

「う、嬉うれしかった……よ？」

　上目遣い。うわあああっ、ダメだ、このままだと顔が上気してきて舌がもつれるのを制御できなくなる！　バレてしまう！　俺が女の子に一々あがって挙動不審になるコミュ障のかっこ悪い男だって……！

「ん？　あれ？　どうしたのキミタカくん？」

　気遣わしげなエミリの声。俺は既に理性を保てず自我崩壊する寸前だ。かろうじて立っている状態。俺は喘あえぐのをかろうじて抑え、平静を装う。

「三人ともなんと恐ろしい攻撃力よ……！　これならば、誰が俺と闇の契約を交わそうと覚醒は間違いあるまい」

　だが、闇の契約までの期限も迫ってきている。

　俺は16の誕生日までに彼女……じゃなくて闇の契約者を見つけなければならない。そうしないと、俺は闇の眷けん属ぞくとして覚醒することなく終わってしまうのだ。普通の人になってしまう。闇の眷属としての力に目覚める猶予はもう僅かというわけだ。そのはずだ。そう教わった。

　俺には師匠がいた。女の子からのモテ方とかクールなポーズの付け方とか、大事なこと全てを俺に教えてくれた心の師匠。その師匠が、俺には闇の眷属として眠れる力があると教えてくれたのだ。それは危険な力でもある、と。だから決して軽々しく彼女作るべからず、わしより先に彼女作ったら破門の上爆発炎上せよ、というのが師匠の教えだった。

　俺はその教えに則のつとり、これまでは慎重に女の子を見定めてきたが……覚悟を決めるべきかもしれない。闇の眷けん属ぞくとして覚醒する俺の力を受け入れる覚悟を……！　その結果どうなるかを思うと俺はぞっとするが……でも、それを受け入れてもいいと思うほど、今回の適格者達はそれぞれが可愛かわいくて心惹ひかれる存在なのだ。

　だが、しかし……！

「さて、誰を我が闇の契約者と為なすべきか……」

　なんという悩ましい問題か。この中から誰かを選ばねばならないのだから。……俺のようなコミュ障が他ひ人と様さまを選別するなんて悪い冗談だ。かっこいい自分を演技しなければ女の子と話もできないような上がり症なのに。

　と、けたたましいアラーム音に、俺はびくっとしてしまう。それこそ子ネズミみたいに。かっこ悪い……！

　そのアラームは、三者三様、エミリ達それぞれのスマホから発せられていた。

「あ、時間でーす♪」

　スマホの画面を見ながら、アサミが可愛らしい声を上げる。

「レンタルフレンズのご利用ありがとうございました～」

　エミリは微笑ほほえみながら頭を下げてきた。

「でも、まだ延長してくれるのだろう？」

[image: ]

　まるで疑う素振りもなく、カオルが快活に笑う。

「延長……してくれますよね？　先輩？」

「これから始まるベストデートバウトに協力してくれるんだものね？」

　小首を傾かしげて（可愛かわいい）念押ししてくるアサミに、柔らかな微笑ほほえみのエミリがだめ押ししてくる。

　俺は額に指先を当てた。そうして、視線をエミリ達に流す。口元には不敵な笑み。俺の中で超クールなポーズを再び決め、決然と言い放つ。

「ククク……ですよね」

　だって彼女達はみんなレンタル彼女なのだから。一時間だけ、ワンコインで彼女になってくれる女の子達。

　その中で誰がナンバーワンか、それを決めるのは俺なのだ。なぜかそういう流れになっている。俺が決めなければならない。

　そして、時は遡る。






第１章　鷹たか司つかさ公きみ貴たかは闇の契約を交わすことで闇の眷けん属ぞくとして覚醒する









「……キーくん、それで闇の契約とやらはどうなったの？」

　従姉妹いとこのフミは遠慮の無い奴やつだ。今日も俺の家で晩飯を食べた後、当然のように俺の部屋でくつろいでいた。奇妙な冒険シリーズ今日中に読破する！とか言って寝そべって漫画を読んでいたところだ。俺のベッドで。それが、唐突にむくりと身を起こし、曰いわくありげな目線を俺に向けてきたではないか。

　俺はモンスター狩りの手を止め、額に指先を当てて応えた。

「くくく……刻限は近い。もう間もなくだ。間もなく俺との契約を交わすに相応ふさわしい適格者が自おのずと現れることになるだろう」

　フミは俺をまじまじと見てから、はあーっ、と息を吐いた。

「……わたしの前でまでそれやる必要ある？」

「なんだ、なんのことだ」

「女の子の前だとか都合の悪いこと言われると緊張しちゃうから変な喋しやべり方でそれを誤ご魔ま化かそうとする、その癖のこと！」

「お、俺は別にそんな癖なんか持ってないぞ！」

「コンビニのお姉さんにおつりを直接手渡しされた時、キーくん顔真っ赤にして、俺のミスだ俺の穢けがれを感染させてしまったとか変なポーズしてたよね？」

「し、知らないけどっ!?」

「若い女の人に駅までの道を聞かれた時もクククとか笑いながらしどろもどろになってなかった？」

「あれは駅までの道が急に思い出せなくなって……」

「頭真っ白になっちゃったからでしょ？　緊張のあまり。で、誤ご魔ま化かそうとして、クククもちろん知っているともだがタダで教えることはできんな、とか。見ず知らずの人に」

「……ぐっ……！」

「その変な癖、なんでわたしにまでやるわけ？　え？　もしかして、キーくん、わたしのこと女の子として意識しちゃった？　え、うわ……そ、それはちょっと……」

「いくらなんでも馬鹿にしすぎじゃない!?　誰がフミなんか……！」

「フミなんか!?　……まあ、その様子じゃ、高校生になっても彼女はいなさそうだね」

「彼女じゃないぞ、闇の契約者だってば」

　俺の訂正を、フミは慣れた様子で聞き流す。

「ああ、はいはい。しかも、その内彼女の方から現れるだろうとか……そんな向こうからやってきてくれると期待してるようじゃ、キーくんには一生彼女なんてできないね」

　俺は死んでいた。放置されている間に、画面内の俺のキャラクターはサイの魔獣に吹っ飛ばされ二転三転。手足が行っちゃいけないあらざる方向へ折れ曲がった後、ご丁寧に崖下へダイブ。今は潰つぶれたトマトみたいになっていた。

「ああっ！　せっかく揃そろえた鉄装備が全ロスト!?　もう、フミが変なこと聞くから……」

「別に変なことじゃないでしょ？　まだ闇の契約がどうとか言って現実逃避してるのかなって確認しただけ」

「ちょっ……！　何それ!?　俺、全然逃避なんかしてないし！　俺と闇の契約を交わす女の子は自然と現れる。そういうものなんだ。なぜなら、覚醒する俺の力を求めて世界の因果律が放っておかないんだから」

　そう教わった。俺はこれまでそう信じてきたし、これからもそうする。きっと俺と巡り会う女の子が今もこの世界のどこかにいるのだ。

「……もう、この人何言ってんだか全然わかんないんだけど」

　フミは肩を竦すくめて、ジト眼めで俺を見る。

「キーくんの言ってた、えーと、刻限？　16歳の誕生日だっけ？　それまでに彼女できなかったら、その闇の契約とかいう設定はどうなるの？」

「設定言うな！　俺は齢よわい16を迎える日までに適格者と闇の契約を交わすことで、闇の眷けん属ぞくとして覚醒する。いや、覚醒してしまう……！　そうなっては最も早はやありふれた、だが平穏で愛すべきこの日常を送ることなどできなくなってしまうんだ……」

　この退屈で、だが愛すべき日々とはさよならしなくてはならない。寂しいなあ。

「……だから、せめてその刻限ギリギリまで、闇の眷けん属ぞくたる俺には本来得がたい日常を味わうとしよう。そう心に決めたの！　よって！　俺はあえて闇の契約を交わさないままでいるってこと！」

　俺は早口で言った。

「ああ、はいはい」

「……闇と光の戦いの螺ら旋せんを永えい劫ごう巡ることになる者の悲哀……この世界のぬくもりのよすがが欲しいと願う俺の感情を、惰弱と呼ぶなら呼ぶがいい。だが、それこそが俺がまだ人間であるという証あかしに他ならないのだ！」

　俺はクールに決めた。

　が、フミには何の効果も無い。

「ま、これまではそう言って彼女できない言い訳してたわけじゃん？」

　言い訳じゃない！

「でも、実際16歳の誕生日が近付いてきて……どうなの？　刻限ギリギリなんだけど？　彼女は？　できたの？　できなかったら今度はなんて言い訳するの？」

　冷めた目で追い詰めてくるフミさんに、俺はもう挙動不審です。視線逸そらしてモゴモゴと、

「ま、まだ一年近く余裕はある……」

「そんなにないでしょ。それに一年だろうとあっという間だよ？　なのに……まだ向こうから彼女がやってくるとか言ってるの？　こんな有様じゃ、もう彼女ができるなんて無理だよ。間違いない」

　言い返せないの、ほんと困る。

　と、フミの冷ややかな眼まな差ざしが一瞬光ったように見えた。

「……それか、誕生日前に焦って無む理り矢や理り彼女を作ろうとして悪い女にでも引っかかるんじゃないの？　……あー、なんかそれ、一番ありそうな気がしてきたー」

　フミはしかめ面になって頭を抱える。

「はっはっは、俺が騙だまされるわけないだろ？　慎重で思慮深いこの俺が！」

「詐欺師に引っかかる人って大抵自分は大丈夫って思ってるらしいからね。キーくんもコロッと騙されそう。ちょっと優しくされたらすぐその気になっちゃうでしょ？　もう、我が従兄弟いとこながら、ほんとバカなんだから……」

　すごいディスられてる気がするが、そういう時こそクールであるべきだ。俺は、ふっ、と口元を緩めた。

「まあ、フミには理解できないだろうな。この俺の人知れぬ苦悩ってやつを」

「彼女できなくて辛つらいってこと？　だからそれは自分から積極的に動かないと……」

「そうじゃない。俺はな、もし許されるなら、このまま闇の契約を交わさずに刻限を迎えてもいいと思っているんだ」

「ふうん？」

　フミは眉間に皺しわを寄せた。不審そうな顔。

「俺は意外にここの生活が気に入っているし、性にも合っている。前世では戦いしか能の無かった俺だが……」

「またどうでもいい設定加えてきたよ、この人」

　フミがなんか言ってるが無視する。

「……このまま闇の契約を交わさず、因果律の軛くびきから外れることを夢見ないではないのだ。そうなれば、俺は闇の眷けん属ぞくとして覚醒せず強大な力を発現させることもないが、その代わり平凡で平和な日々を送ることができるようになるのだから」

「へえ。つまり、一生彼女作らないで平々凡々、穏やかに、けどずっと一人で生きていく、と」

「え？　いや、16までに彼女を作らないことで闇の眷属としての能力覚醒を取とり止やめるだけで、その、きっと20くらいになったら普通に彼女？ができてるんじゃないか？」

「あるわけ無いでしょ、そんなこと」

　フミは言下に切って捨ててくる。

「その内女の子の方から寄ってきて彼女になってくれるなんて虫のいいこと夢見てる男に彼女なんかできるわけ無いって。もう、ほんとにキーくんは考えが甘くてしょうがないなー」

　言いたい放題抜かしてくれる……！

「まったくほんとに……」

　忌々しげに、フミは自らのこめかみをぎゅっと押さえる。頭痛を堪こらえるかのようだ。そのポーズだとフミの目線が隠れる。と、そのまま低いぼそぼそ声で、

「……あのさあ、どうしても、どーしても彼女ができないっていうなら、わたしがその闇の契約者とかいうバカな話に付き合ってあげてもいいよ？」

「はあ？」

　そこでフミは猛然と頭かぶりを振り、俺に人差し指を突きつけてきた。

「ただし！　わたしは従姉妹いとこだからね。キーくんの彼女ってわけじゃないから！　彼女にはなれない、無理！　無理無理絶対無理！　そこら辺、誤解しないでよね？　キーくんがバカなことしでかさないように仕方なくなんだよ!?」

　俺、めっちゃ侮られてる!?　なにこの上から目線!?　そんなのこっちからお断りだ！

「勘違いするなよ」

「な、なにがよ？」

「誰が一生一人だと？　……さっきも言っただろう。俺も『許されるなら』闇の契約を交わさないことを夢見ている、と。許されるなら、だ。だが、そんなわけがない。俺を闇の眷けん属ぞくとして覚醒させようとする因果律の軛くびきから逃れる術すべなどないのだから」

「はあ？　また、何言ってるかわからないけど……」

「……いるんだよ」

「え？」

「ちゃんといるんだ。えっと、その……俺を覚醒させようと目もく論ろむ因果律がこの世界に配置した、ええと、なんだ……適格者？　……うん！　その適格者とおぼしき女の子がついにできて……ああ、いや、ここ最近ついに姿を現してな。いよいよ俺も闇の契約を結ぶことを迫られているようだ……！」

「ええっ!?　それって……キーくん、彼女いるのっ!?」

「彼女じゃない。闇の契約者……いや、まだ契約を交わしてはいないから適格者、だな」

「そんなの聞いてない」

　初めて言ったのだから当然だ。そもそも口から出任せだし。

「まあ、そういうわけでフミに心配してもらわずとも俺の覚醒は近い……。フミとのこんな日常ももうすぐ終わってしまうだろうな」

「……本当？」

　やべぇ、完全に疑ってやがる。

「その、もちろん事実だ。ま、まあ、正式な契りはまだだが、いずれ近いうちに……」

　と、フミからもの凄すごく低い声と険しい眼まな差ざし。

「……証拠見せて」

「ふあっ!?　しょ、証拠!?」

「彼女がいるって言うなら、その証拠見せて！　どうせ苦し紛まぎれのウソなんでしょ？　そうでしょ？」

「い、いるわい！」

「じゃあ、もちろん彼女の写真とかあるよね？　見せて」

「そ、それは……ま、まだ会ってからそんな時間経たってないし……ちょっと今手元にない」

「へえー？　……いいの？　ウソついてごめんなさいするなら今だよ？　今ならキーくんが三日間奴隷になることで許してあげる」

「奴隷!?」

「そう、わたしの言うことなんでも聞いてもらうから」

　ひい、そんなの認めたらきっと全財産むしり取られる……！

「う、ウソなわけあるか！　こ、今度の休みにでも、その子が本当に俺に相応ふさわしい適格者か否いなか見極めてやるつもりだから、その時に証拠の写真を撮ってきてやるよ。それでいいだろ？」

「無理しちゃって。キーくんってそうやって自分を追い込んでいくよね」

　いっそ哀れみの混じった目でフミから見られて、俺は額に指先を当てた。追い詰められた時こそ、このかっこいい演技だ……！

「ククク……その子、すっごい可愛かわいいんだからな！　それ見て吠ほえ面づらかくなよ！」

「吠え面て……」

　言い合いながら、動揺で俺の指先は震えていた。やべえ、フミにばれる。

　と、そこへ俺の窮地を救うべく、この世界の因果律が働いた。いいぞ、因果律！

「きみたかー！　ふみちゃーん！　桃剥むいたわよー」

　階下からの母親の呼びかけ。ありがとう、マイマザー。それで俺達の言い合いは中断され、今度は桃を巡る知力と体術を駆使した熾し烈れつな争奪戦が繰り広げられることになるのだがそれはまた別の話。まあ、俺の負けだったんだが。





　　　　◆






　翌日。

　俺はクラスの一番後ろ窓際席という、まさに俺のためにあつらえられたような席に座り、悩んでいた。

　さて、どうやってフミを納得させられる彼女……いや、闇の契約の適格者、か。それを探し出すか。

　これはなかなかの難問だ。

　俺は愁いを帯びた目でクラス内を見回す。

「おはよー」

「おはよ。今日、なんか寒いね」

「知ってる？　大阪に天使が出たって！」

「さくら、それマジで信じてるの？」

　クラスの女子達が姦かしましい。

　いっそ彼女達の中の誰かに頼んでみるか……。

　うん、無理だ。

　俺はこれまで身近な人間を俺の覚醒に安易に巻き込まないようにと注意してきた。つまり、わざと、あえて、自らの意志で、気を遣って、彼女達との接触を避けてきた。

　故に、今更彼女達と接触する方法がわからない。決して俺が女子に対して緊張してしまうからではない。

「おう、鷹たか司つかさ。どした？　女子の方をエロい目で見て」

「誰がだ！　人聞きの悪いことを言うな、高たか橋はし。エロいのはお前の方だ」

「いや、今日はまだ清いぜ？」

　クラスメートの高橋が俺の前の席に座りながら声をかけてきた。この男は俺にも女子にも区別無く話しかけてくる。顔の広い男だ。

　そうだ、高橋という手があったな。

「高橋、ちょっと教えて欲しいんだが……」

「おう、なんだなんだ」

「その……どうしたら女の子に今週末付き合ってもらえると思う？」

「お？　それは好きな子と付き合いたいから、その方法を教えてくれってことか？　誰だよ、俺の知ってる子？」

　高橋が野や次じ馬うま根性丸出しで身を乗り出してきた。

「いや、好きとかじゃなくて、ほんと、ただ、週末一緒に出かけてくれる女の子がいてくれたらいいだけなんだが」

「なんだ、誰でもいいのかよ？　見損なったわー。鷹司って、そんな女の子なら誰でも良い的ないい加減な奴やつだったん？」

　高橋は肩を竦すくめて身を引いた。

「だから！　そういう好きとかじゃないんだって！　一緒に出かけて、ついでに証拠写真撮らせてくれるだけでいいんだって」

「証拠写真？　なんかエロい証拠写真か！　お前ってやつぁ……」

「違うっつってんだろ！」

「なんだよ。まあ、だったらそんなの誰かに声かければいいんじゃねえの」

「……やだ、恥ずかしいし」

「乙女おとめか。いや、俺だって二組の中なか山やまさんとかすげえランク高くて声かけづらい女の子は無理だけど、うちのクラスの女子なら優しいし見知った仲だし気楽なもんだろ」

「気楽？　自慢じゃないが、俺はこのクラスの女子の前だと緊張のあまり地蔵と化す自信あるぞ」

「だいじょぶだろー？　頼むくらい。そうだな、尾お崎ざきさんとか話しやすいし、声かけてみたらどうよ？」

　事も無げに言う高橋は、いっそ眩まぶしいくらいだった。俺は目を眇すがめつつ言う。

「……高橋、お前、結構リア充なんだな……」

「へ？　普通じゃねえの？」

　俺はその普通のことができないんだが……まあ、仕方ないか！　闇の眷けん属ぞくだからな！（ヤケクソ）　だが、今はその普通のことができなくてはならない。さもないと、フミに何を言われるか。

　俺が額に指先を当ててスタイリッシュ悩みしていると、高たか橋はしは首を捻ひねりながら言った。

「うーん、クラスの女子に声かけられないなら、いっそレンタルとかしてみたらどうよ？」

「レンタル？　それはどういう……？」

「彼女をレンタルするんだよ。そういうのあるらしいぜ」

「そんなことできるのか」

「本番のデートの前に練習として付き合ってもらったり、女の子との会話に慣れるためだったり……。あと、レンタル後に女の子から見て自分のどこが良い点でどこが悪い点か客観的な意見を言ってもらえたり、色々勉強になるんだって聞いたな。まあ、何事も予習復習は大切だってことじゃね？」

「彼女をレンタル……か……。うーん……そういうのって女の子を物扱いしてるみたいで、そこに気持ちが通っていないって言うか……ちょっと気にかかるんだが」

「めんどくさいな、お前。別に俺も無理には勧めねえよ。俺だってレンタルとかしたことねえし。ま、どうしても手がなかったらってことで覚えとけばいいんじゃね？」

「なるほど……ありがとう高橋」

「いいってことよ！」

　そしてあっという間に日々は過ぎ。

　もう週末だ。

　成果はなかった。

　俺と闇の契約を交わすに足たる適格者、その存在をフミに信じさせる。そのためにクラスの女子に協力を求める試みはことごとく失敗していた。それは、こんな感じだった。

「ククク……ちょっといいか？」

「あれ、鷹たか司つかさくん？　なに、どしたの？」

　くりっとした目を俺に向けつつ、尾お崎ざきさんは応えてくれた。

　高橋の助言に従い、クラスでも面倒見が良いと評判の尾崎さんに声をかける。もちろん、女子の前ではかっこよくなければならない。女の子になんか本当はまるで興味無いといった風にクールな俺を演じて臨む。じゃないと、緊張で喋しやべれないし……。

「ククク……本来ならこのようなこと、俺は女子に頼んだりしないのだが……さる事情があり君に頼みたい。どうだ、話を聞く気はあるか？」

「うん？　いいよ、なになに？　鷹司くんから話しかけてくれるなんて珍しいね」

　明るく笑いながら、俺に頷うなずきかけてくる尾崎さん。

　この時点で俺の心拍数は上がり、血圧に異常を来し始めている。

「クッ、ククク……と、突然だが今度の土日空いてないだろうか」

「あー……ごめん、今週部活あるんだわ」

　かーるく断られた。クク、ククククッ！

「ククク、なるほど、やはりそういうことか……邪魔したな」

「あー、待って待って。じゃあ、その後とかなら……」

　俺は最後まで聞かずにその場から退散する。なぜなら、それ以上あそこに留とどまれば心が折れて死ぬ恐れがあったから。

　このように何か、この世界の因果律が俺の行動を阻害しているかのようだ。具体的に言うと、クラスの女子に声をかけると息が詰まりそうになり、異常なプレッシャーを感じてしまう。この精神攻撃は俺が女子から離れるまで継続ダメージを与えてくる。

　くそう、因果律め！

　やはり、本物の適格者が相手でないと接近は許されないらしい。つまり、俺が非適格者に接近すると、それは俺が闇の眷けん属ぞくとして覚醒することへの妨げであると見み做なされ、その子との仲がうまくいかないように運命的な見えざる力が働いてしまうのだ。

　うん、因果律って怖いね！

　……決して俺のコミュ力に問題があるとかではない。そう信じよう。

　こうなっては、高たか橋はしに勧められた最後の手段を取らざるを得ない。週末に俺と付き合ってくれる女子をレンタルするのだ。そうして一緒に写真を撮るだけなら因果律もそこまで悪さはしないだろう。そして、その様をインスタにでも上げれば、フミも納得して黙るしかない。

　俺は闇の眷属として、インスタとかそういう陽ひの当たるコンテンツ上に自らの情報を発してしまい、光サイドからの干渉を招くような真ま似ねはあえて避けてきたのだが……事ここに至っては、インスタデビューも受け入れるしかなさそうだ。この俺も遂ついにインスタをやる、か……。今までフォローしてくれる人がいないからやってなかったわけじゃないぞ。その点は強く主張しておきたい。

　……よし、覚悟は決まった。

　強いて問題を挙げるなら、どこで女の子をレンタルすればいいのか俺は知らないということだ。

　……どうすればいいんだ？

　アキハバラとか行けばそういうお店があるのだろうか。あそこならなんでもありそうな気がする。とはいえ、俺もアキハバラのそういうお店に詳しいわけではないし……。

　スマホ片手に高橋へ聞いてみたところ、ググれば？との返しをもらったのでそうする。『彼女　レンタル』、これでいいか……？

　検索。

　と、俺は突然のめまいに襲われる。スマホ画面が一瞬歪ゆがんだように見えたのだ。視界が一瞬おかしくなった。別にこれからレンタルの手続きをしなくちゃいけないから緊張し過ぎてしまっている、とかではないと思う。……違うよな？　こんな程度でくらくらしちゃうなんてそこまで上がり症じゃないはずだ。……はずなんだけど……。

　俺は目を瞬しばたたいて、めまいを抑えようとした。

　すぐに収まった。

　息を吐いて、首を振る。意識をしっかり保たねば。いくらプレッシャーが強かろうと、これで命まで取られるわけではない。……たぶん。……もの凄すごい額を請求されるかもとか……怖いお兄さんが出てくるかもとか……い、いや、それでも命まで取られるってわけじゃないんだから！

　スマホには検索結果が並んでいた。

　レンタル彼女サービス１時間８０００円～。た、高いがこれなら今の俺には不可能な数字ではない……一緒に写真を撮るだけで８０００円……いや、８０００円出せばフミの奴隷にならずに済むのだ。安い！　……はず。

　可愛かわいい女の子の画像も出ている。それを見ているだけでプレッシャーを感じ鼓動が早くなった。……こんな可愛い子達と一緒に写真を撮ることになるのか。……おや？　18歳未満および高校生は利用できません……。

　ダメじゃないか!?

　そんな……！　なぜだ!?　くそう、ここにも因果律の魔の手が……！

　と、検索結果の一つが急に七色の光を放った、ような気がした。なんだ？　俺を呼ぶかのように急にフォントもでかくなったような……。

　俺はそのサイトを開いてみる。

『中学生・高校生限定！　レンタルフレンズ！』

　そんな文字が躍っている。

『友達が欲しい、なんでも話せる彼女が欲しい……そんな中高生のお客様のために、レンタルフレンズのキャストは全員中学・高校生です！　中には小学生も！』

　え、いいのか、それ。小中学生とか働かせて大丈夫なのか。

『ご注意：レンタルフレンズのお客様は中学生・高校生に限定させていただきます』

　なんかヤバそうな気が。でも……ここなら俺でも利用可能のようだ。となると、あとは料金だが……。

『中高生はお小遣いが厳しいもの。そんなお客様のために当レンタルフレンズではワンコイン彼女、ワンコインフレンズ制を採用しています』

　画面では５００円玉が一枚、くるくる回転している。

　……超優良コンテンツじゃないか！　５００円でお手軽に彼女や友達をレンタルできるとは。まるで、俺のためにあつらえたかのようなサービスだ。

　これはもう決まりかな。俺は早速このレンタルフレンズサービスとやらの入会手続きに移ろうとし……そこで闇の眷けん属ぞく特有の危険感知を発動させた。

　いや、待て。こんなうまい話があるものか？　何か罠わながあるのでは……？　だって５００円でレンタルできるって……安すぎだろう。これでは、キャストの子達の時給だって払えないだろうに。

　小学生とか中学生ならお小遣い稼ぎ程度の金額で丁度いいのかもしれないが、高校生で５００円は安すぎだ。普通に別のバイトした方がいい。

　……怪しい。この俺を陥れようとしているのだとしたら、見くびってもらっては困る。うかうかと罠にかかる俺ではない。

　そう、例えば５００円は５００円でも１分５００円とか……キャストは中学・高校生だと言っておきながら実際には怖いお兄さんがやってくるとか……。そうだ、本当にキャストとして女の子に来てもらえるのか……？　ムキムキの男の子が来て『５００円です』と言われたらその威圧感に気け圧おされて払わざるを得ないのではないか。ていうか、小学生のレンタルってどんな子が来るんだ？　現代日本でそんな危険なファンタジーが許されるのか？　10歳くらいとかだったら流石さすがに通報されるんじゃ……いずれにせよ参考画像がないことには判断しかねる案件だ。

　と、そこで俺はキャスト一覧という項目を見つけた。

　ぱっと見て、その中にある本日のお勧めキャストとやらの画像を開いてみる。

　天使がいた。

　シルバーブロンドの少女がにこやかに微笑ほほえんでいる。穢けがれない笑み。髪は腰まで届こうかという銀の滝だ。

　こんな瞳があるものなのか。瞳も銀だ。日本人離れした顔立ち。実際、外国人かもしれない。どことなく近寄りがたい雰囲気を醸し出している。それは神聖な、手を触れるのも畏れ多いという気持ちを抱かせた。本来なら、俺にはとても手が届かない。そんな彼女が俺を誘うかのように笑いかけてきているとは……！

　鴻こうの池いけエミリ。

　それが彼女の名前だった。

　……エミリ、か。いい名だ。サバンナを駆け抜ける一陣のハイエルフみたいな風を感じさせる。まあ、適当に言っただけだが気に入った。シェフを呼べ。

　しかし、俺はレンタルとはいえこんな可愛かわいい女子相手に上う手まく話せるだろうか。また緊張のあまり……いや、緊張するからなんだっていうんだ。むしろ、こんな子と知り合えるなんて、今までの俺だったらあり得ないじゃないか。そんな俺でも……くくく、やったー！　盛り上がってきたああ！　なんだかこれ、上手くいく気がする！　そういうことにする！

　そういうわけで、俺は光の速さでレンタルフレンズサービス入会手続きを完了した。





　　　　◆






　雑多な人通りを見送りながら、俺は決然と立っている。

　時は夕刻、場所は魔都アキハバラ。複数ある改札口の一つの前だ。

　これからの邂かい逅こうを前にして、俺は不敵に笑みを浮かべる。

　ふっ……やばい、帰りたい。

　あんなにドキドキ期待していたのに、いざ会う段階になると気後れしてしまうという現象だ。極度の緊張から逃げ出したくなる。

　勢いでレンタル申し込みをした後、流れるようなメールのやり取りを経て、あっという間に俺のレンタルデートの段取りは決められてしまっていた。

『鴻こうの池いけエミリです。レンタルしてくれてありがとう。予約は明日だね？　キミタカくんはどこか行きたいところはある？』

　入会メールを送って即返事が来たのにもビビったが、女の子から下の名前で呼ばれる、その一点だけでも俺の心臓へのダメージは甚大だ（フミは女の子に含まないものとする）。

『くくく……闇の眷けん属ぞくたるこの俺は現世のことには少々不案内でな。そういう些さ事じはそちらに任せよう。好きにするがいい。よろしくお願いします』

　急にメールが来たので、俺は慌てふためいていた。直接面と向かっているわけではないのだから普通にメールすれば良いのに、ついいつものように返してしまう。送信してから気付いて、一瞬立ちくらみ。やらかしてしまった。足下が崩れ落ちるような感覚を味わったが、きっと何者かからの幻覚攻撃であろう。そんなもの、大した攻撃ではない。俺はすぐに立ち直る。というのも、エミリからの即答にこうあったからだ。

『いいね！　そういうノリ嫌いじゃないんだ。キミタカくんに会うの楽しみになってきたよ』

　どうやら受けている……。やっちゃったかとも思ったが結果は吉と出た。……やったー！

　続けて、着信。

『わたし、アキハバラ行ってみたいんだけど、それでもいい？』

　レンタルデートについて、プランなどに自信が無ければキャストにお任せください、と入会時の案内に書かれていた。レンタルではない本当のデートの時にも役立てられるようなデートプランを提案してくれるという。だから、俺は全てを任せることにする。なにしろ、俺はこの件に関して経験値ゼロだからだ。

『くくく……それで構わない。その手並み、期待している。好きにするがいい』

『まかせて！　じゃあ、待ち合わせ場所と時間は……』

　と、さくさく決まって今や俺はこの地に降り立っているわけだが、正直恐ろしいプレッシャーに晒さらされている。期待と不安。アキハバラに足を踏み入れた瞬間から、足に僅かな違和感があった。……震えているだと！　この俺が!?

　どうやらここは呪われた地で、結界が張られているようだ。それとも毒の沼か。ここにいるだけでスリップダメージ溜たまっていく感が半端ない。つまり……なんかお腹なか痛い……。

　……一刻も早くこの瘴しよう気き溢あふれる地を離れるべきだ。俺の体はそう告げている。だが、それは俺が敗北することを意味していた。なにに？　……えーっとなんだろう……そう、因果律に、だ！　あと、フミにも負ける気がする。くっそう、それだけは……！　フミに勝ち誇られてこのネタでしばらく弄いじられ続けるとか、絶対避けたい……！

「キミタカくん？　だよね？　早いね」

　葛藤に打ち震える俺になんの躊躇ためらいもなくかけられる声。俺は振り返る。

　レンタルフレンズの画像で天使を見たといったが、アレはウソだった。

　大天使だった。

　ふんわりとした銀の髪を揺らしながら、エミリが小首を傾かしげていた。切れ長の目が困ったように細められている。その仕草一つ一つが可愛かわいい。手を後ろで組み、体を僅かにくの字に撓たわめていた。

　肩を出したワンピースが眩まぶしい。それに負けず劣らずの陶磁の肌。すべすべした手触りが感じられるかのようだ。おまけにひんやりしてそう。そして、この薫る花のような香りは……？　……どうやら彼女は花の精霊を守護者としてその身に纏まとっているらしい。おそらくキンモクセイの精であろう。さながらこれはキンモクセイのオーラといったところか。などと思わずポエムしてしまうようないい匂いです。
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「ごめんね、待たせちゃったかな？」

　銀の眼まな差ざしが俺を上目遣いに覗のぞいてくる。その艶のある唇から漏れ出す声といったらもう、なぜか腹の底にヒットした。なんかわさわさする。俺の場合、可愛かわいい声は腹にクるようだ。

　スマホで見た画像からだけでは到底読み取れないものがそこにあった。現実から得られる圧倒的な情報量……！　現実の彼女、エミリを前にして俺は圧倒的何かに……何かを……なんかもう……。

　あ、ダメだ。動どう悸きがすごい。顔が強こわばる。緊張で固まりかけてる。頭はぐるぐる、緊張するな緊張するな、と同じフレーズばかり。

　このままだと地蔵みたいに固まって、あ、とか、う、とかしか喋しやべれなくなる。単なる挙動不審になっちゃう。

　そうなる前に、何か喋らなければ……！　固まる前に……！　なんか会話しないと……！

「ク……ククク、いつから俺がここで待っていると勘違いしていた？　俺はたった今この地に足を下ろしたばかりだ」

　……やってしまった。俺の悪い癖が出た……。俺はどうしていつも……。

「あ、そうなの？」

　エミリの表情が安心したように和らぐ。

　ん？　あれ？

「時間通りに来たつもりだったけど、もしかして遅れちゃったかと思って焦っちゃった」

　おお……！　エミリは全然普通に返してくれた……！　よかった……！　怪け訝げんな顔されなかった、それだけで俺は安心の深い息を吐く。

　が、これで終わったわけではない。

　エミリに応えなければ。

　安心しただけで終わったら結局会話が途切れてしまう……！

　なにか……何か言うのだ。なんでもいい、俺……！

　俺は額に指先を添える。手首は直角、いつものポーズで決めた。

　メールでも受けてたし、このノリで行くしかない……っ！

「ククク……それにしても……どうしてここアキハバラで待ち合わせを？　この地に蔓延はびこる七大罪が一つ暴食に己おのが身を捧ささげるつもりか？　具体的に言うと、何か美お味いしい店でも？」

「あー……それは、えーっとね……」

　エミリは視線を逸そらし、右上虚空を見上げる。それから、きりっとした表情で俺に向き直った。

「ねえ、メールしてた時から思ってたんだけど……キミタカくんって闇の眷けん属ぞくなんだよね？」

　え！　今、そこを突っ込んでくるか……！　ウケてくれてたんじゃないの!?　しかし……ここまでこれでやってきた以上、このまま行くしかない！　今更引けるか……！　あとは野となれどうとでもなあれ！

「……ククク……だとしたら、どうした？　怖おじ気けづいたか？」

　エミリの表情が一瞬悪戯いたずらっぽく笑みを形作る。が、すぐに取り澄ました真顔になった。決意の表情だ。

「なら……わたしはあなたを止めてみせる！　光の者として！」

「な、なにぃっ!?」

　何を言いだしてるのこの人!?　俺は驚きで変な声を出してしまった。だが、エミリはそれを笑うでもない。きりっとした、それこそ光の戦士に成り切っている俳優のような生き真面目まじめさだ。うん？　なぜ今、俺は俳優のようだなどと感じたのか？

「今日一日、ここアキハバラでわたしと勝負して。そして、わたしが勝ったら、キミタカくんには闇の眷属であることを止やめてもらうから！」

　エミリはなんの照れも見せず、きっぱりと言い切った。おまけに大仰なポーズで俺に人差し指を突きつけてくるではないか。背景に流れる効果音はいかにもドドドドドドドドドって感じだ。

　これは、演じている？　……信じていいんだな？　この流れに乗っかっていいんだな？

「くくく……何を言い出すのかと思えば……貴様に俺を負かすことが可能だと思うのか？」

「勝てると思うから勝負するんじゃないもの。あなたを止めたいから……だからやるのよ！　闇に呑のまれないで！　わたしの全てを賭けるわ！」

「ほう……くくく。大した覚悟だ。そこまでの覚悟があるならば、俺が勝った時はなんでも言うことを聞いてもらうというのはどうだ？　それでも構わんのだろう？」

「それは嫌」

　ですよねー。

「くくく、面白い。俺にメリット全くなくて嫌だけど、いいだろう！　受けて立つ！」

　と、そこでエミリは顔を綻ばせた。心底嬉うれしそう。

「そうこなくちゃ！　ふふっ、キミタカくんなら乗ってくれると思った！」

　喜んでもらえたみたいで何より。良かった。

　こうして俺達は早速アキハバラで闇と光の命運を賭けた勝負を開始した。

「まずはアキハバラ随一と言われるクレーンゲームタワーでどちらがより良いプライズを取れるか勝負しましょう！」

「クレーンゲームタワー？」

「１Ｆ～20Ｆまで全てプライズゲームで占められているという理外の塔なんだって。隠された21Ｆでは人間をプライズにした闇のＵＦＯキャッチャーが夜な夜な繰り広げられているという噂うわさもあるそうよ」

「なんか、ざわ……ざわ……してくるな」

「いいプライズを取れた方が勝ち、それでいい？」

「くくくっ！　俺にプライズゲーム勝負を挑むとは身の程知らずにも程がある！　５００円ゼロゲットのキルレシオを誇るこの俺に！　では勝負！」

「有名ネズミぬいぐるみ！」

「ちくわ！」

「鉄アレイ！」

「それを見つけてくるとはやはり天才か……というか重っ!?　え、これ持って帰るの……？　こんなものどうやって取った？」

「結構有名だもの。動画サイトで攻略法見たの」

「くくく……よかろう、ここは鉄アレイに免じて貴様に勝ちを譲ろう。だが、次はそうはいかん。さあ、次はどんな勝負だ？」

　エミリは充実した笑みで深く頷うなずく。

「ハニトーカフェへ行きましょう。ハニートーストで勝負！」

「ほう？　というと？　というかハニートーストって何？」

「熱々のトーストにとろーり蜂蜜とバターをたっぷりかけてるの！　その中でも、なんかめっちゃ分厚くて甘そうなアキハバラ・ハニトーカフェのハニートースト、一度食べてみたかったんだ！　それに今、ネコ目錦きん糸し町ちようとのコラボイベント開催中なんだって！　これはもう行かなきゃでしょ？」

「ネコ目錦糸町？」

「知らない？　錦糸町に住まう魑ち魅み魍もう魎りよう達との絆きずなを描いたアニメ」

　錦糸町の魑魅魍魎……ヤクザかな？

「くくく、なるほどなるほど……で？」

「以上だけど？」

「クククっ!?　いや、それでどう勝負するのだ？」

「そんな些さ細さいなことを気にしたら負け。つまり、キミタカくんは今、戦う前に負けていたのよ……！」

「バカな……！　これも因果律に織り込まれた結果だとでもいうのか……！」

　茶番を繰り広げつつ、ハニートーストを平らげる。うまい。

「次は神かん田だ明みよう神じんで勝負！」

「くくくっ、よし、今度は些さ細さいなことは気にしないので負けはないな！」

「有名アイドルアニメにすごく縁のある神社なんだよね？　ちょっと今から芋ジャー着て石段ダッシュするから写真お願い！」

　あ、そうだ。写真撮らなきゃ。そもそもの目的はそれだった。つい調子に乗って忘れていたが……俺と闇の契約を交わすに相応ふさわしい適格者が現れたという、その証拠写真をフミに見せるのが大本の話だ。

　というわけで、俺達は神田明神で一緒に特訓シーンのポーズをして写真を撮った。

「あ、これよく撮れてるね！」

　エミリが撮った画像をきゃっきゃしながらスライドして眺める。本当に楽しそう。まるで本当のデートみたいに……。

「……くくく……見えた！」

「え、なに？」

「貴様がなぜこの呪われた地アキハバラを邂かい逅こうの舞台に選択したのか、その理由だ。……貴様、自分がアキハバラを楽しみたかっただけだな？」

「……そこに気付くとは、やはり闇の眷けん属ぞく……」

　エミリは眉を顰ひそめたが、すぐに肩を竦すくめる。

「わかっちゃったか。まあ、隠すつもりもなかったけれど……。その通りよ。わたし、アキハバラ、すっごく来てみたかったの」

「わからないでもないが、なら俺とのレンタルデートではなくプライベートで来れば良いだけの話だろうに」

「わたし、こっちに来てまだ日が浅いのよ。そんな初心者の女の子一人でアキハバラに？　ちょっとハードル高いでしょ？」

　アキハバラに来るのに初心者もベテランも無いと思うが……。だが、エミリは溜ため息いき交じりに首を振るのだ。

「今までのレンタルデートのみんなもおしゃれな街や自然の綺き麗れいな場所に行きたがって、ここに一緒に行ってくれる人なんていなかったの……でも、キミタカくんならＯＫしてくれそうだなって思って」

「ほう、なんでそう思った？」

「キミタカくん、闇の眷属だし」

「……つまり、ちゃっかり俺を利用した……？」

「おかげですごく楽しい！　ありがとうキミタカくん！」

　屈託のない笑顔。

「キミタカくん、面白いし。特にその喋しやべり方とか！」

　くそう、楽しいのなら良かったじゃないか。俺も楽しいし。

　これまで、俺のこのノリに一緒に付き合って盛り上がってくれる女の子はいなかった。

　というか、相性がいいんじゃないか、俺とエミリは。

　……あれ、これもしかすると……ただのレンタル彼女というより、エミリの方も喜んでくれてるわけだし、普通の彼氏彼女みたいな……？　え、そういうこと!?　実は本当に俺と付き合ってしまうことになる的な……え？　え？　いけるのか？　いけてしまうのか？　エミリが俺の本物の彼女……い、いや、契りを結ぶべき闇の契約者として……つまり、これって運命的な出会い……あー、というか因果律に仕組まれた皮肉なパズルというやつか……！

「じゃあ、次は……」

「待て。決着をつけよう」

「え？」

　俺は額に指を添え、手首を直角にする。

　決めなくちゃ……！　この俺のかっこよさ全開で一気に決める！　何を躊躇ためらうことがある。俺の今のノリならエミリも気に入ってくれてるみたいだし、うまくいくに決まっている……！

「エミリ」

　下の名前で呼びかける。本来の俺ならとてもできないことだが、今の俺ならうまく演じて、いける！

「エミリ、認めよう。貴様はまさしく俺と闇の契約を交わすに足たる力量を示した」

「うん？　……いえ、光の者であるわたしには闇との契約は決して許されないの。それよりむしろ、キミタカくんこそが闇の眷けん属ぞくから身を引くべきよ。そういう約束だったでしょ？」

　ぐっ……鎮まれ、鎮まれ、我が闇の波動よ……！

　胸の奥が脈打ち、俺の呼吸を荒らげさせた。いや、普通に胸がどくどくいってて、マジちょっとやめろ。苦しい。

「ク、ククク……そうではない、俺は今、本気で貴様を闇の契約者として迎え入れようと言っているのだ。貴様こそ選ばれし者、俺と闇の契約を交わし、そうして覚醒した俺と共に永えい劫ごうに続く闇と光の戦いの螺ら旋せんに身を投じるのだ……！」

「え、それってつまり……」

　事ここに至って、ようやくエミリは生き真面目まじめぶった光の者の表情を崩し、目を丸くした。早口になる。

「え、え、それは、えー？　いや、ちょっと待ってちょっと待って、それはその急に言われるとなんていうかどうしよう、え、ほんとに？」

「俺は本気だ」

　クッ……鎮まれ！　鎮まれっ！　心臓が破裂しそうだ……っ！

　やばい、目がちかちかしてきた。

　エミリは俺から視線を逸そらした。目を泳がせつつ、

「……えーっとね……その……あっ！　もうレンタル終了の時間じゃない！　ごめんね？　今日はここまでってことで……」

「え、ここで？」

「ちょ、ちょっと時間を置いて落ち着こ？　ね？　わたしも急に、その、ドキドキしてわからなくなっちゃうし……はいっ！　ワンコインレンタル、ご利用ありがとうございました～！　えっと、料金は５００円で……」

　確か１時間につき５００円のはずで、

「もう３時間くらい遊んでいるのだけど、５００円でいいの？」

「え？　あ？　そうだっけ？　時間過ぎてるの全然気付かなかった……て、ていうか、そんなお金とか本当はどうでもいいし……」

「うん？　なに？　どういうこと？」

「な、なんでもないよ？　と、とにかくサービスで５００円！　そういうこと」

　サービス？　それはつまり俺だけ特別だったり……？

　てことは！　マジでワンチャンあるのではっ!?　やったー！　くくっ、鎮まれ鎮まれって言ってんだろ！　闇の波動、恋の風雪暴れ太鼓。

「く、くくくっ！　で、では、レンタル延長する！」

　エミリは顔を赤らめながら、俺を押おし止とどめるかのように両手を前に伸ばした。

「あ、あの……！　きょ、今日はこのあとレンタルフレンズでミーティングがあるから……延長は無しなの！」

　く、くそうっ！　因果律め……っ！　こんな大事な時にエミリにミーティングなんか入れやがって……！　延長を許さないとは、本当に因果律とは嫌な奴やつだ……！　俺の、俺のこの猛たけり暴れる闇の波動はどこへ持って行けばいいのだ……！

「そ、それでは５００円頂きます……」

「あ、はい……」

　エミリは急によそよそしい態度になった。敬語になっている。右手を差し出し、金の要求だ。

　俺はこういう運命的な意地悪をする因果律に呪いをかけつつ、５００円玉をエミリの手に載せた。その時、エミリの手に指が触れる。

　びりっとした……！　心臓が口から飛び出そうだ。変な叫び声上げそう。やばい。

　エミリは火傷やけどでもしたかのように手を引っ込めた。そうやって、しっかりと５００円確保。それから、俺の方を見ないで独り言を呟つぶやく。

「さ、さーて、ハッピーハート……ええと、キャンディーは貯たまったかな～」

　エミリはまるで俺など気にしていないかのように、自分のバッグの中を確認。中から小さな瓶を取りだした。何かきらきらした綺き麗れいな小瓶だ。が、俺は瓶の美しさよりもその中身に目を取られた。

　鮮やかな色をしたハート型のものがぎっしり詰まっている。いや、詰まっているどころか、俺が見る間に溢あふれ出し、地面にバラバラと転がっていくではないか。

「ええっ!?　なにこれ!?」

　エミリが慌てて、零こぼれたハートを拾い集めていく。

「おい、大丈夫か？」

　俺も慌てて鮮やかなハート型の何かを拾っていく。綺麗な輝きだが、ガラス玉ではないらしい。手触りがしっとりしている。キャンディー？　飴あめ玉だまなのか？　そして、そのどれもが微妙にピンクがかっていた。

「ハッピーハートが瓶から溢れるなんて……！　いつもはせいぜい１個か２個なのに……！」

　エミリは瓶に入りきらないハートのキャンディーを片手に載せて、数を数えているようだ。

「……26、27……！　こんな……こんないっぺんにたくさん……！」

　そうして、エミリは俺をまじまじと見つめてくる。

「……もしかして……キミタカくんは伝説の……」

　エミリは唾を飲み込みつつ、言った。

「……まさか……ゴールデンチェリー？」

「ちょ……っ!?」

　なんかちょっと看過し得ないワードが出てきちゃいませんか!?　何だかわからないが、すごくプライドに関わる問題のような気がする。

　だが、エミリからは悪意など微み塵じんも感じない。目を大きく見開いて驚嘆するばかり。そして、思い出したように言う。

「あ、そうだ！　ねえ、キミタカくん。ライン交換しとく？」

「え！　いいの!?」

「……本当はこういうの教えちゃいけないんだけど……」

「やったー！　やったよ！　俺初めて……！　あ、えっと……くくく……いいだろう。我が闇の契約者たらんとする者に、我が秘せられしコードを授けん……！」

　個人的に女の子とライン交換とか、そんなファンタジーが俺の身に起きるとは……。やったぜ！　世界って思ったより良いところなのかも！　なんか頭がふわふわする。チュ○ルを舐なめ舐めしたネコみたいな幸福感……！　チュー○ハッピー舐め舐めタイムって感じ！　これもみんな因果律のお陰です。やるな、因果律。その調子だ。

　と、エミリが再び慌て出す。

「え！　また!?」

　例のきらきら小瓶から、再びハートが零こぼれ落ち始めたではないか。最も早はや、エミリの手は小さなピンクのハートでいっぱいだ。それを見るエミリの目は銀のように輝いていた。それから、熱に浮かされたように早口で、

「すごいすごいすごい！　ライン交換しただけでこんなに！　これならノルマなんて……。こんなにあれば、こっちで好き勝手遊んで暮らしててもオーケーじゃない！」

「それは一体何なんだ？　なにか大事なものなのか？」

　俺はエミリの手にあるハートをさして問うた。

「これはハッピーハートっていう、キミタカくんの感情が……ううん、ただのキャンディーだよ？」

　エミリはにっこりと微笑ほほえむ。そして、その嬉うれしそうな、まるで宝の山を目の前にした冒険者のような表情を俺に向けてきた。

「ねえ、キミタカくん。あの、もしよかったらまたわたしと一緒に付き合って……」

　と、そこではっと何かに気付いたように口ごもる。

「……その、またわたしのことレンタルしてくれる？」

「くくく……また!?　それはつまり、実質、我が闇の波動がほんとは効いててもう一度会いたいと……！　くくく、俺は寛大だ！　いいだろう！」

　俺の返答を聞いて、エミリは顔を輝かせた。

「ほんと!?　じゃあ、お値段はお安くしておくからね♪　正直、お金とかほんとはいらないくらいだし」

「早くも特別扱いか……くくく、闇の波動、我ながら恐るべき威力よ……！」

　どうやら、俺は本当に闇の契約者を見つけてしまったようだ。

　俺の覚醒も近い。
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　その日、俺はぐうの音も出ない人を目の当たりにした。

「……っ！」

　俺の従姉妹いとこ、フミは硬直している。

　小気味よい気持ちの高ぶりを言葉に乗せて、俺は言った。

「どう？　俺の言った通りでしょ？」

「……こんな……！　キーくんが女の子と仲良くしてるなんて……！」

　フミは手にしたスマホを震わせながら、その画面を凝視していた。

「ここに一緒に写ってる子、本当にキーくんの彼女なの？」

「そうだよ。あ、いや、彼女じゃなくて、闇の契約者だった。ほんとはまだ契約していないけど、まあ、時間の問題だな。実質、契約しているも同じだし」

　俺はこのためだけにインスタに登録して、俺とエミリとのアキハバラでの画像を上げておいた。フミに見せつけてドヤするだけなので、かなり適当だ。それでも、フミに大きなダメージを与えることができたようだ。後はフミからの敗北宣言を受け入れてやればミッションコンプリート。

「それで、何か言うことはないのかな？　俺に何か、疑ってごめんなさいとか、わたしが間違ってました、とか言うべき言葉が？」

「……本当の本当に本物？　お金でも払って彼女の振りしてもらったんじゃないの？　彼女の振りをしてもらっても、それは本当の彼女じゃないんだからね？　仕事だから付き合ってくれただけなんだよ？」

「し、失礼な！」

　鋭すぎるだろ、こいつ!?

「どうしたらそこまで人を疑えるのですか？　まったくほんとにもう大変遺憾に思います。俺はフミのそんな心の闇が怖いよ！」

　合ってるんだけどね。

　でも、さすがフミだな……勘付きかけてる。これ、下手にバレたらめっちゃ怒りを買うやつだ……！

「で、でも、そうでもしなきゃキーくんが女の子と一緒に遊んだりなんてできるわけが……」

「ま、まだそんなことを！　認めなよ。俺も日々リア充へと進化しているんだ」

　俺も必死だ。バレたらおそらく魂が殺されるくらいの責め苦を受けることになるだろう。ここはとにかく大おお袈げ裟さに煽あおってでもフミの追及をかわさねば……！

「ほら、俺達のこの仲むつまじいツーショットを見よ！　こんなイチャイチャしている二人が本当のカップルじゃないように見えるだなんて、フミの恋愛経験値も大したことなさそうだな！」

　フミがいかに言い募ろうと、俺とエミリが仲良く一緒にポーズ取ってる画像を前面に立てて押し通す！　論より証拠というやつだ。インチキな証拠でも強い！

「……くっ」

　フミは押し黙り、歯は軋ぎしりせんばかり。

　よし！　このまま押し切る！

「まあ、素直に過ちを認められないとしても俺は寛大だ。許してあげるよ。俺は次のステージへと上るので忙しいからな」

「キーくんのくせに……！」

　すごい理不尽な言われようだが、今は受け流す。

「俺の心配をするより、自分の心配をしたらどう？」

「は？」

「フミも俺と同い年なんだし、いつまでも従兄弟いとこの家に入り浸っている場合じゃないだろ？　彼氏でも見つけて、楽しい毎日を過ごしたら？　あ、フミにはまだそんなことできないかなー？　ごめんね？　俺の方が先に幸せになっちゃって」

　フミの顔色が朱色に染まった。

「な……っ！　キーくんの分際で……っ！　わたしはずっとキーくんの……！」

　途中で絶句してしまった。そこで俺はわざと上から目線で提案してやる。

「なんなら俺が手を貸してやってもいいんだけど？　フミに見合う男子を探してあげようか？」

「……っ！　……っ！」

　最も早はや言葉にもならない様子。これならフミも冷静な判断は下せまい。ふう……どうやら誤ご魔ま化かせるか？　ここで、もう一押し。

「なんだフミ、泣いてるのか？」

「な、泣いてるわけあるかっ！」

　なんかまなじりをごしごししながらフミが叫んだ。

　よし、あんまりやると後が怖いので、ここら辺で煽あおるのは止やめておこう。

　と、そこでフミは妙に覚悟を決めた眼まな差ざしを俺に向けてきた。

「キーくん、今からでも遅くない。キーくんは彼女なんて作っても将来傷つくだけだよ。止めた方がいい」

「はあ？　何を言ってるんだ？」

「だって、その、絶対うまくいくわけないし……」
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「失礼すぎるだろ!?　なんで破局前提なんだ！」

「べ、別にやっかみや意地悪で言ってるわけじゃないんだからね!?　キーくんは一生彼女なんか作らないで一人で生きるべきなの！」

「ひでぇ！」

　フミは視線を落とし、語気も落とした。

「……だって、キーくんが傷つくところなんて見たくないし……」

「フミ、俺の彼女……闇の契約者のことよく知りもしないくせに、俺がこっぴどく振られるとでも言いたげだな？」

　その言葉に、フミははっとしたようだ。ああ、そうだ、とばかりに手を打つ。

「そうよ。この画像の子に会わせて」

「は、はあ？」

「こんな綺き麗れいな子がキーくんのどこを気に入ったのか、わたし直接問とい質ただしたい。キーくんが言うように、その子のことをもっとよく知らないとね」

「……まるで俺には気に入られる要素が皆無みたいに言いおってからに……！」

「だって、おかしいと思わないの？　こんな綺麗な子なら他にもっともっとかっこよかったり優しかったりする人とだってつきあえるはずなのに、なんで、どうして、あえて、よりにもよってキーくんを選んだりしたのよ」

「ぐっ……そ、それは彼女が俺と闇の契約を結ぶべく、因果律によってこの世界に配置された約束の存在だからに決まっている」

　レンタルしたとは言えないから、かっこよく言うことで誤ご魔ま化かすことにした。

　結果、無効。

「運命とでも言いたいの？　運命だから一ひと目め惚ぼれ？　そんな話あるわけないじゃん！」

　フミはばっさりと俺の言葉を切って捨てた。そして、続ける。

「ともかく、わたしはこのままだとキーくんが傷つくだけだと思う。このエミリっていう子と直接会って、その真意を確かめさせて。もしかすると、キーくんを騙だまして利用してるのかもしれないし！」

　マズいことになった……！　このままフミをエミリに会わせるのはＮＧだ。レンタルしていたことがばれてしまう。口裏を合わせてもらうように、エミリに話を通しておかねば……。

　いずれにせよ、フミを納得させるためにはもう一度エミリをレンタルしなければならないわけで、いやあ、仕方ないな。

　またレンタルしなければならない理由ができてしまった。

　最初はレンタルだったかもしれないが、今度は料金サービスしてくれると言っていたくらいだし、きっとエミリも俺との再会を仕事抜きで喜んでくれるはず。ふっふっふ、なんか楽しみになってきた！

　ただ、今日レンタルしたばかりなのにまたすぐレンタル予約するのは、ちょっとかっこ悪い。こっちがエミリに夢中でがっついてるみたいに思われる。恋愛頭脳戦的に言うなら、好きだとバレたら負けというやつだ。少し……そう、一日くらい時間を空けるか。

「……よし、わかった……。いいだろう。そこまで完全な敗北を知りたいのであれば、叶かなえてやろうじゃないか。近いうちにエミリに会わせてあげるよ。……フミが打ちひしがれ俺に許しを請う姿が目に浮かぶようだ」

　フミは口をへの字にしている。じっとりとスマホ画面を見つめながら、呟つぶやいた。

「……それにしても、インスタにこんな画像を上げるとはね」

「ふふん、俺のリア充っぷりに驚いたか」

「いいの？　これ、この子の知り合いに見つかって、なんか炎上したりしない？」

「うん？　どういうことだ？」

「キーくんが彼氏面してるのが気にくわないっていう、怖いお兄さんが出てくるかもっていうこと。この子から、画像アップしないで、とか言われなかった？」

「い、言われるわけないだろ。エミリと俺は闇の契約を交わす間柄になるのだから、そんな画像アップについて制限する必要ないし。アイドルがお忍びでデートしてるわけじゃないんだぞ」

「でも、綺き麗れいな子に彼氏の影が見えただけで嫌がらせしてくる奴やつもいるかもしれないでしょ？」

「フミ、おまえ、やなこと言うな……！」

　だが、わかる。

　リア充を見せつけられると、闇の波動が増大する感覚……！　俺がそうだったからな！　その俺が逆に非モテ達にストレスを与える立場になるとは……。

「つまりは非モテ共の怨えん嗟さの声がより俺の闇を成長させ深めるだろう、ということ……実にいい気分だ！」

「また強がって……ほんとはビビってるんじゃないの？」

「そ、そ、そんなことない！　全然気にならないし？　……防犯ブザー今度買うし？」

　フミはその後もぶちぶちとぶーたれきっていたが、とにかく近いうちにエミリと会わせてやると約束した結果、ようやく帰って行った。

　俺は再びエミリ宛にレンタルの連絡をすることを頭に描きながら、うきうきと床につく。





　　　　◆






　翌日、週明けの学校で、俺は授業中も上の空だった。

　エミリのことを考えていたからだ。

　昨日のレンタルデートをしてからラインがきている。

『楽しかった！　またよろしく！』

　短くても、俺にはその真意が深く読み取れた。

　また、と言っているのだからもう遠慮無くレンタルしていいし、むしろレンタルという枠組みなど不必要な魂の共鳴的なものを求めている。楽しかった！という強調が実に明確にそれを表している。

　このエミリの思いに俺は応えるべく、どう返答するか心砕いていた。

　すぐには返答しなかったのは俺が闇の眷けん属ぞくとしてエミリの願いを易やす々やすと叶かなえることを潔しとしなかったからだ。決して、どう返答するのが正解で嫌われないで済むかとかビビって引き延ばしていたわけではない。

　既読スルーかましてしまっている時点でかなりヤバい気もするが、もう遅い。今更時は取り返せないのだし、ここは熟慮に熟慮を重ね、今打てる最善手を模索するべきだろう。

　用件だけ、手短に、クールに送るべきか。

　我が召喚に応じよ、来週末、とか。

　でも、あまり短いと俺にその気が無いのかと誤解させて、エミリの心を傷つけてしまうかもしれない。

　では、俺の真意を十二分に伝えられるようにレポート用紙３枚分程度みっちりと連続送信すべきか……。

「おう、どうした、鷹たか司つかさ。エロい妄想で上の空みたいな顔して」

「誰がだ！　……高たか橋はし、エロい妄想ではち切れんばかりなのはお前の方だろ」

「今日はまだそこまで膨らませてないぜ？」

　昼休みになり、高橋がしれっとした顔で話しかけてきた。

　丁度いい。

「ところで、ありがとう。丁度礼を言ってやろうかと思っていたところだ」

「ん？　なんだ？　俺、またなんかやっちゃったか？」

「この前、レンタル彼女のこと教えてくれただろう。お陰で事なきを得た」

「え？　まさかお前、本当に彼女レンタルしてみたのか？」

　高橋は目を見開いて、俺をまじまじと見た。

「お前、すげーな」

「……今頃俺の価値に気付くとはな……というか、なにがすごいって？」

「いや、ほんとにレンタルするとか、怖くなかったか？　度胸あるな。それに、見も知らないよくわからない奴やつと一緒に過ごすとか、結構ハードル高くね？」

「そうか？　……あんまり気にならなかったが……」

「お前、たまにすげーメンタル強いとこ見せるよな。エロ漫画売り場に平然と踏み入っていくような勇気とか」

「誰がそんなことした!?　……まあ、俺もやる時はやる男だからな、小さなことには動じないさ。それに同じ趣味嗜し好こうの相手とだったら、初対面でも盛り上がれるものだろう？」

　高たか橋はしは俺の言葉に感じ入ったようだ。へえ～、と長く嘆息し、

「なんだよ、いいな。随分うまくいったみたいじゃん。俺もレンタルしてみようかな」

　高橋もレンタルに乗り気なのを見て、何だか俺は複雑な気分になった。

「なあ、鷹たか司つかさ。お前が使ったとこの名前なんていうの？」

「……レンタルフレンズってやつだが……」

「レンタルフレンズね……」

　高橋は早速検索している。

　……これでもしエミリが高橋にレンタルされてしまったら……そう思うと、なにやら少し胸の奥がざわめく。快か不快かで言ったら、不快、だ。

　ううん……そりゃ、エミリはお仕事なんだから高橋から依頼があればきっちりレンタル彼女をするんだろうが……想像するとなんか嫌だな……。でも、だからって止やめろという権利、俺にはないだろうし……。ああ、もやもやする。

「なあ、鷹司。本当に名前それであってる？」

　高橋は難しい顔でスマホとにらめっこしている。

「ググっても全然ヒットしないんだけど」

「何？　お前が名前を打ち間違えただけだろう」

「いや、何度も確かめてるけど……間違えてねーよ。鷹司もやってみ？」

　まったく、高橋は何を言っているのやら……。

「ほんまや」

　俺も自分のスマホで探してみたが、レンタルフレンズのサイトが出てこない。この前はあんなに目立っていたのに、今はレンタルロマンスとかレンタルプリンセスとかそれっぽい別のところばかりが引っかかる。

「……おかしいな」

「もう営業終了しちゃったとかか？」

「なっ!?　それはマズい……！」

　俺がラインの返しに時間をかけている間に事態は急転直下していたのか？

「それとも、そこ、やべーやつで警察の手が入ったとか、有害コンテンツとして検索できないようにされたとか？」

　む……あり得る。小学生レンタルとかもあるみたいだったし、かなり非合法の香りはしていたが……。いや、困る！　それでは、俺はもうエミリをレンタルできないっていうのか？　もう会えない？

「……それにしても、レンタルフレンズ評判、とかで検索しても全然引っかからねーな……本当にあったのか、それ？」

「はあ？　どういう意味だ？」

「だって検索しても噂うわさの一つも出てこないし、誰かが感想とか上げてても良さそうなのに、それだって皆無なんだぜ？　痕跡すらねーし。ソース無しじゃあ本当にあるのかどうか、存在しないのも同然じゃん」

「……俺がウソを言っているとでも？」

「そうは言わねーけど、なんか記憶違いしてるんじゃねーの？」

　一体どうなっているんだ？　首を捻ひねる俺に対し、高たか橋はしは言ってくる。

「なあ、そのレンタルした女の子の画像とかねーの？　どんだけ可愛かわいいのか見てみたいんだけど」

「……それならこれを見るがいい。ほら」

「え、マジか！　すげーレベルたけーな！」

「これで俺がウソや夢幻を見ていたわけではないことが理解できたろう」

「ていうか、これ二人でなんで腕立てしてんの？」

「特訓シーンだからな」

「へえ～？　よくわからんがわかった」

　その後も高橋はレンタルフレンズにアクセスできないかごちょごちょと試していたようだがうまくいかず、遂ついにはスマホを投げ捨てたようだった。





　　　　◆






　高橋のことなどどうでもよかった。もっと喫緊の問題がある。

　学校が終わり、俺はエミリにラインを入れようか迷っていた。

　レンタルフレンズがどういうわけか本当に終了してしまっているのだとしたら……もう、エミリとは連絡が取れないかもしれない。それを確認してしまうことになる。

　俺にとって不都合な真実を知る羽目になるのだとしたら……。

　ええい、何を迷う必要がある？　本当に、エミリが俺のことを気に入ってくれているなら、これで縁が途切れるわけはない。連絡がつくに決まっている。きっとそう。因果律もそう言ってる。

　……などと、考えながら学校から駅まで歩いている途中、俺の中で突然プレッシャーが高まった。この緊張感……！　長年こつこつ鍛えてきたこの人見知りスキルでわかること……！　いる！　近くに俺を緊張させるような何かがいる……！

　具体的に言うと、誰か俺の後をついてきてる……！　足音がずっと俺の背後から聞こえてきているのだ。

　フミの言っていたことが脳裏に蘇よみがえってきた。

『……彼氏面してるのが気にくわないっていう、怖いお兄さんが出てくるかも……』

　俺のインスタを見て？　そういうことなのか？

　覚醒前に襲撃だと……？　ふっ、面白い、助けてくれ。

　俺は慌てず騒がず、鼓動だけは乱打させながら、先に進む。俺が気付いたと相手に気付かれてはならない。自然に歩まねば。と、道の先にカーブミラーが設置されているのを見つけた。

　これは、勝機！　自然な感じで、そのカーブミラーを覗のぞき込むのだ。俺の背後に何者が潜んでいるか、それでわかる……！　通学路でそうやって背後を探るのはよくやっているので手慣れたものだ。誰かにつけられていたらこうやって回避しようとか、いつも楽しく想像しながら歩いているからな。よかった！　妄想が役に立った！

　で、そうやって後ろにばかり気を取られていたら、前が疎おろそかになった。

　どーん。

「げ、ごっ！」

　俺はみぞおち辺りに衝撃を感じて息を詰まらせる。よろめいた。完全に不意打ち。

「いった～……」

　俺の目の前には女の子が尻餅をついていた。ツインテールの小さな子だ。黒っぽい制服の中学生……いや、小学生か？

　少女はへたりこんだまま、目を瞬しばたたいている。頭でも打ったのか、衝撃に驚いて体が竦すくんでしまったのか。

　実に子供らしく、自分の今の格好に無自覚なようだ。地べたにお尻をつけてへたり込んでいる以上、太ももとかパンツが見えそうになっているのだが、全然気にしていない、というか注意がそちらに及んでいない。頭を押さえて、うーん、と唸うなるばかり。逆にこちらがはらはらする。

　無防備な足と、その奥の影。

　子供相手とはいえ、チラリと見えそうになっているなら目を逸そらさざるを得ない。俺はそういうところに配慮するのだ。

　未いまだ起き上がれないでいる少女に、俺は手を差し伸べた。

「……だ、大丈夫……か？」

「あ、ありがとうございます……」

　声をかけられ、それで少女はようやく我を取り戻したようだ。

　顔を赤らめ、俺の手を取った。そして、立ち上がる。俺の手の中で、少女の手の温かさがじんわりひろがる。少女の髪の匂いが、ふわっと俺の鼻に入り込んだ。爽やかな柑かん橘きつ系の香り。

　……あ、やばい。

　こんな年下の子相手にまで緊張してきた……。

　俺はどれだけ女の子に慣れていないんだ。

　舌がもつれて喋しやべれなくなりそうな予感がひしひしとする。意識すまいと思えば思うほど、無防備な少女の有様に意識がいってしまう。

　これは……かっこよく乗り切るしかない！

　そう！　エミリの時と同じようにすれば、きっと大丈夫だ！　それで一回うまくいっているわけだしな。

「す、すみません。わたし、ぼうっとしていて……」

「くくく……怪け我がはないか？」

　かっこいい自分をイメージしつつ、俺はイケボで応えた。

「え……」

　俺を見上げる少女は、まじまじと俺の目を覗のぞき込んできた。そのあまりの真まっ直すぐさに俺は内心怯ひるむ。くりっとした可愛かわいい目だが……無防備すぎる。

「ククク……どうした？　俺の顔に何かついてでもいるのか？」

　少女の沈黙に俺はドキリとする。

　……あ……やばい？　この俺のノリ……失敗だったか？

「あ、あのっ！　助けてくれてありがとうございます！」

　いや、助けるも何もぶつかって転ばせたのは俺なのだが……訴えられたら、まだ訴状が届いていないのでコメントできない、とコメントするレベル。

「わたし、アサミって言います！　中なか山やまアサミ、中学二年生です！」

　その少女はどこか上気した顔を俺に向けながら、はっきりとした声を上げた。

　俺はその勢いに戸惑う。

　なんだなんだ？　何が起きている？　衝突した女の子が突然自己紹介してきた、だと……？　こんなラノベのような出来事……。不自然じゃないか？

　そこで俺は闇の眷けん属ぞく特有の洞察力を発揮する。思い込みとも言う。

　これって主人公属性みたいな何かが俺にも身についたということか？　モテ期的な？　これならレンタルとか関係なく彼女……いや、闇の契約者が俺にもできるんじゃなかろうか。おおお！　ついにきたか……！

「ほう……アサミ、か。くくく……いい名だ。まるでウユニ塩湖に舞い降りた双子神ジエミニの煌きらめきを彷ほう彿ふつとさせる……」

「え？　わ、わー！　何だか難しいこと知ってるんですね！」

　アサミは一瞬目を瞬しばたたいたが、すぐに嬉うれしそうに笑った。それから、小首を傾かしげつつ、

「……あの、お名前教えてもらってもいいですか？」

「くくく……鷹たか司つかさだ」

　この子も闇の契約を交わすに足たる適格者なのだとしたら、名乗っておいて構わないだろう。というか、女の子と知り合いになれるなら喜んで名前くらい教える。

「高校生……ですよね？　なら、先輩ですね！　鷹司先輩！」

　と、アサミは無邪気な笑みを浮かべた。なんか眩まぶしい。すごく嬉しそうなのだ。

「くくく……何がそんなに嬉しいのだ？」

「あの、えへへ、ちょっと恥ずかしいんですけど……占いが本当だったから、です」

「ほう、占い？」

　占いを信じているのか。可愛かわいいな。

「今日、わたしに運命的な出会いがあるって……先輩のことだったんですね！」

　運命的な出会い？　あの衝突が？　だが、これが因果律の仕組んだ必然なのだとしたら、そういうことなのだろう。

「くくく……だが、俺が運命の相手ということは、アサミにとって幸いなことではないかもしれないぞ」

「え？　それはどういう……？」

「君も、闇と光の永えい劫ごうを巡る……いや、これ以上は語るまい。知らなければ災いに巻き込まれずに済むこともある。今はまだ何も知らない方が良いのだ」

「……わ、わあー……か、かっこいいー……」

　アサミの口から思わずといった風に感嘆が漏れ出す。

「くくく……よせ、褒めるな褒めるな！」

　なんかノッてきたぞ！　いけるいける！　俺はクールな自分を演じるのが楽しくなってくる。

　と、そのアサミの表情が曇った。

「……先輩は、わたしの運命の人……なんですよね？」

「アサミが因果律に導かれているならその通りだろう」

「……でも、先輩は全然余裕なんですか？　クールでかっこよくて……わたしに会っても少しも動じてない……」

「くくく……何を言いたい？」

「先輩、わたしと一緒だとドキドキしませんか？」

　そう言いながら、俺を上目遣い。少し不満そうに頬ほおを膨らませている。自分に魅力が無いのかと拗すねているその様が可愛い。少しばかり、俺の鼓動が速ま……闇の波動が脈打ち出す。

「ク、ククク……アサミは可愛かわいいとも。が、俺は年少者に手を出すことを潔しとしない質たちでな。あと、二、三年もしたらアサミのことを誰も放っておかないだろうが」

「年上ぶって、わたしばっかりドキドキさせてずるいなぁ……」

　と、アサミの上目遣いに熱っぽいものが篭こもる。

「……ほら、先輩。わたしは今、こんなにドキドキしてるんですよ？　……触ってみます？」

　アサミは背伸びして、胸を差し出すようにしてきた。膨らみのないぺったんこだが、女の子のおっぱいはおっぱいだ。

　ぎゅっと目を瞑つぶり、精一杯の背伸び。

　これは……触らねばアサミの矜きよう持じを傷つける、ということか？

　俺は冷静沈着に右手を上げた。鎮まれ、俺の右腕……っ！　震えるな……っ！　まだ……まだだっ！

　と、アサミは目を開けた。無邪気そうに破顔し、背伸びを止やめる。

「なーんて、冗談です。触っちゃアウトになっちゃいますよね」

「クククもちろんだ知ってた」

「……あれ？　先輩、その手は……もしかして……」

「いや？　ちょっと腕を前に振り上げて背伸びの運動しようかと思っていただけだが？」

　背筋を伸ばすのは闇の眷けん属ぞくとして当然の嗜たしなみだ。

「そうですよね！　まさか、わたしの運命の人が女の子の胸を触ろうとするはずなんかないですよね？」

　きらきらと俺を信じ切ったような瞳で見上げてくるアサミ。

　はふぅ……純真な少女にここまで信頼を寄せられるとは……俺が本当は女の子の前だと情けなく緊張してしまうコミュ障だと知ったら、アサミは裏切られたように感じてしまうだろうか？　そのことを考えると今後が憂鬱ですらある。

　しかし、この唐突な出会いとグイグイ来るアサミの積極性……普通じゃない。やはり、これまでとは違う何かが起こっているとしか思えない。これまで生きてきて、こんなことはなかった。

　なんだろ？　マジで俺の覚醒が近いのかな？

　なんてことだ……いよいよ、俺の平和な暮らしも終わりか……こうなると寂しいものだな。

　と、俺が無常感から黄昏たそがれっぽさを醸し出していると、柔らかな感触が俺の手の中に生じた。アサミが俺に寄りかかり、手を握っている。

「ちょ、なっ」

　余裕なんか一気にぶっ飛んで口ごもってしまった。

「……先輩、手、大きいですね」

　伏し目がちにアサミは呟つぶやく。

　指を絡めてきた。

　そして今、必殺の上目遣い。

「……どのくらい大きいのか、手を合わせて確かめてみてもいいですか……？」

　て、手を握られている、ただそれだけなのに……！　こんないたいけな少女に、覚醒させられそうだ……っ！

　ぴったりと俺に寄り添っているから、彼女の熱い体温が直じかに伝わってくる。

　潤んだ瞳で俺を見上げるアサミ。浅い息遣いが耳をくすぐる。

　こんな無自覚にボディタッチをしてくるとは……無む垢くな少女ゆえの無防備さ。なんて危ういんだ、この子は。マジで危ないよ！

　俺がロリ属性に脆ぜい弱じやく性せいを持つ闇の眷けん属ぞくなら問答無用で大変なことになってしまうところだ。俺はそうではないので全然平気だが。

　全然平気な俺は、噴き出そうになる汗を鉄の意志でコントロールする。

　背中だ！　背中に意識を集中しろ！

　顔や首筋に流れそうな全ての汗を背汗に変換。冷や汗を気取られないようにするためだ。

　俺ほどの闇の眷属ともなれば自律神経とかなんかそういう系？の肉体操作もできるはずだ。落語家もこうやって背中で汗かいてお客に汗を見せないようにしていると聞いたことあるし、俺にできないはずはないのだ。
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　と、俺を見上げていたアサミが、くすっ、と笑った。

「……ふふ、どうしたんですかぁ？　そんなに汗をかいて」

　俺にできないはずがないというのはちょっと間違ってた。

　アサミの悪戯いたずらっぽい笑い。

「……えへへ、もしかして、先輩やっとわたしにドキドキしてくれました？」

　嬉うれしそう。

　その悪戯な眼まな差ざしは俺の内面を見抜くかのようだ。

「い、いやあの、そ、そんなことは……」

　俺のかっこよさの仮面はひび割れ寸前。

　と、俺の背後から大声が上がった。

「ええい！　もう見てられないぞ！」

　そう言って姿を現したのは、女騎士かと見み紛まごうような偉丈夫（女だけど）。

　金色の流れるような髪を後ろでまとめてポニーテールにしていて、いかにも活発そうだ。

　その青い瞳はきりっと凜り々りしく、悪を射い貫ぬかんばかり。

　悪……。え、俺か!?

　俺と同じか、少し高い目線から俺を睨にらみつけてくるではないか。

「さっきから見ていれば、小さな女の子相手に君は何をしているんだ！」

「お、俺が何をしたって!?」

「少女の胸を触ろうとしたり、ぴったりくっついてべたべた触ったり！」

　ああ、客観的に言われてみるとこれは普通に逮捕だな。

　いやいやいや！　逮捕されてたまるか！

「か、勘違いしているのではないか？」

「誤ご魔ま化かすな！　私はずっと見ていたんだぞ」

「見ていたならわかるはずだ。これはただ、その、この子にぶつかって倒してしまったから助け上げただけで、疚やましいことはしていない」

　ウソは言ってない。疚しいことをちょっと、まあ、百歩譲ってほんの１ミリばかりしようとしたかもしれないが、手は出してない（出せてない）ぞ。

　と、俺はふと引っかかる。

「ん？　俺をずっと見ていた、と言ったか？」

「そうだ！」

　その背の高い少女は胸を張る。そしたら、あんた……！　ぶるんって……！

　おおう……。

　すごいボリュームが眼前に広がっている……。

　催眠術にかけられたかのように視線を一点に集中させてしまった俺に対し、背の高い少女は指を突きつけてきた。

「君が学校を出てからずっと様子を窺うかがっていたんだ。言い逃れはできないぞ」

「……いや、ちょっと待て。ということは、俺が先程背後に感じた不穏な気配は……つまり、貴様、俺を闇の眷けん属ぞくと知って覚醒前に始末しようと放たれた刺客……っ!?」

　くくく、遂ついに敵がその姿を現したか……！　誰か助けて。

　背の高い少女は目を瞬しばたたいた。

「うん？　何を言ってるんだ、君は？」

「貴様……刺客ではないのだとしたら、一体何の目的で俺に近付く……？」

「君に私の初めての相手になってもらおうと思ってやってきたんだ。なのに、こんなふしだらな奴やつだったとは！」

　いや、何言ってんだこいつ!?　性的な話？　変態か!?　痴ち女じよなのか!?

　俺が鼻白んだ様子なのを見て、背の高い少女は慌てて頭かぶりを振る。

「い、いや、勘違いするなよ!?　別に経験が無いわけじゃないからな！　むしろ何度もやってるんだ。私は素人じゃない」

　俺は今の俺の正直な気持ちを表すべく、声を低めた。呟つぶやくように。

「……どういうことなの」

「私だって経験が無いわけじゃないが……でも、誰も私相手に出してくれなくてな……」

　大丈夫なのか？　この子、ちょっともう、色々な意味で大丈夫なのか？

　俺の懸念をよそに、背の高い少女は力強く言うのだ。

「……でも、君ならきっといっぱい出してくれるだろ？　もの凄すごい量、溢あふれんばかりに注ぎ込んでくれると……！　ああ、それを思ったら私……！」

　おいおい、目がハートになってるぞ。頬ほおも上気させて。そんなに出せって……ほんと何をだよ!?　金か？　それとも何か別の……非合法的な何か？　エッチな気持ちになっちゃうイケないおクスリとか……おいおい、ガチ通報案件じゃないか！

「お、おう……」

　俺は汚いお汁（汗です）を顔面から一筋垂らしながら喘あえいでしまう。そんな俺へ決意の眼まな差ざしと共に少女は言った。

「だ、だから、私が初めてハッピーハートを出してもらう相手を君にお願いしたいと思ってたんだ。なのに……小さな女の子相手にいやらしいことをしようとするような奴だったなんて！」

「い、いや、だから、それは誤解だ。おい、アサミからも言ってくれ！　……って、あれ？」

　俺は辺りを見回す。いた。さっきまで俺に寄り添っていたはずのアサミが、顔を逸そらしながら俺からそっと離れて行くではないか。なんなら吹けてない口笛を吹くみたいにそっぽを向いて。

　背の高い少女が、おや？　と首を捻ひねる。

「あれ？　よく見たら君、アサミくんじゃ……」

　アサミがぱっと表情を明るくした。

「あれぇ～？　カオル先輩じゃないですか！　こんな所で会うなんてすごい偶然ですね！」

「うん……？　二人は知り合いなのか？」

「え、えっと、カオル先輩はその……仕事っていうかバイト先の先輩でして……」

　バイト？

「そうだ。私達は一緒に働いている仲間なんだ。私は嵯さ峨がカオル。今後よろしく！」

　働いている……？　こんなアサミみたいな子供でも働けるものって……？

「二人は一体どんなバイトをしてるんだ？」

「まあ、バイトと言っていいものか……私達はフレンズのキャスト同士なんだ」

　カオル先輩と呼ばれた背の高い少女が答える。アサミの目が見開かれるのが見えた。

「……キャスト、だと？　ということはエミリの同僚……？」

　と、アサミが俺の呟つぶやきを遮るように感嘆の声を上げた。

「え、ええー!?　エミリ先輩のこと知ってるってことは、じゃあ、もしかして先輩があの、エミリ先輩の言っていたゴールデンチェリーの人なんですね！」

「な……っ！　何だか意味はわかんないけど、ゴールデンチェリー言うな！」

「すごい偶然ですね！　不思議なこともあったもんです！　たまたまぶつかった人がゴールデンチェリーの人だったなんて！　レアですよレア！　あ……もしかして、これって運命……？」

「くくく……。ふむ、因果律が俺に適格者を引き寄せているのかもしれない、とは常々思っていたところだが、よくよく考えてみれば……あれ？　……これって営業……？」

「何言ってるんですか？　本当に偶然ですよ？　ほら、わたしの目を見てください」

　アサミからきらきら輝く瞳で上目遣いされ、俺は心拍数を跳ね上げる。

「ほら先輩、これが嘘うそをついている目ですか？」

「ククク……そ、そうですね……」

　俺とアサミの両方をきょろきょろ見比べていたカオルが首を捻りつつ、

「……よくわからないが……ともかく、アサミくんもこの彼からハッピーハートをもらえたのか？　どのくらい？」

「え。えーと……あ、あれぇ？　本当ですね。わたしのハッピーボトル、いつの間にかこんなにハッピーハートが……！」

　そう言って、アサミがどこからか取り出したきらきらしたガラス瓶。それはエミリが持っていたものと同じように見えた。あの時のガラス瓶と同じように、中にはハート型のキャンディーのようなものがぎっしり詰まっている。

「わあ、こんなになってるなんて、全然知らなかったー」

「ああ！　なんていっぱい出してもらってるんだ……！　いいなー」

　と、物欲しそうな顔のカオル。俺に向き直ってぎこちない笑みを浮かべる。

「な、なあ？　君がアサミくんに下劣な欲情を剥むき出しにしていたことは水に流そう。だ、だから次は私にハッピーハートをいっぱい出してくれないか？　もう零こぼれちゃうくらいぱんぱんに！」

「ま、待て！　というか、さっきから何を言ってるんだ？　ハッピーハートとかゴールデンチェリーとか……何なんだ？　どういう意味なんだ？」

「そんなことはどうでもいいだろう？　それより私をレンタルしてくれ！　きっと君を気持ちよくハッピーにしてみせる！」

　カオルはそう力強く約束した。

　それを聞いてちょっと慌てたようにアサミが口を開く。

「あ、あの、ちょっと待ってください。これだけだとエミリ先輩にはまだ負けて……いえ、あの、わたしのことレンタルしてくれませんか、先輩？　さっきまでのことで思ったんですけど、わたしと先輩ってすごく相性がいいと思うんです！」

「いや、しかし、俺は……」

　エミリをレンタルしようと思っていたわけで、この子達までレンタルする必要は……。というか、待てよ？　そういえば……。

「というか、レンタルフレンズはまだやっているのか？　先程サイトを見ようとしたら見られなかったんだが……もう閉鎖してしまったのでは？」

「全然問題なく営業してますよ？」

「たぶん、あれだな。レンタルフレンズを利用する条件に合わない者がサイトを見ようとしたから、弾はじかれたんだろう」

　アサミとカオルが流れるように答える。

「弾かれる？　どういうことだ？」

「レンタルフレンズのサイトには特殊な安全機構が備わっていて、レンタルフレンズや私達のようなキャストに迷惑をかけそうな利用者には開けないし、関連情報も一切表示されなくなるようになっているんだ」

「迷惑？」

「レンタルフレンズのことを拡散・炎上させたり、キャストにつきまとったり、だ。この安全機構は、誰か別の者がレンタルフレンズのサイトを開いて閲覧していたとしても、条件に合わない者が横からサイトを閲覧しようとすると自動的に遮断してくれる。それくらい徹底したものなんだ」

　カオルが得意げに言った。

　あの時は、高たか橋はしがレンタルフレンズを検索していた。つまり、高橋はレンタルフレンズ利用者として相応ふさわしくないと判断されたのか……？　で、俺はそのとばっちりで一時的にアクセスできない状態になった、と。まあ、高橋はエロいことばっかり考えてるからな、さもありなんというやつだ。が……。

「いや、しかし、そんなことどうすれば可能なんだ？　特定の個人だけに検索不可能とさせるとか」

「それはもちろん、魔……ＡＩとかなんかが陰でこう、ちょこちょことうまくやってくれるんだ……ぞ？」

　カオルが急に覚おぼ束つかない口ぶりになる。

　と、アサミが俺の手を握ってきたのでどっきりしてしまった。

「じゃあ、早速わたし達を順番にレンタルしてくれますか、先輩？」

「あ、いや、でも、レンタルフレンズって結局、一体どんな……」

「あれぇ？　先輩、わたし達と楽しみたくないんですかぁ？」

　アサミの何か含むところのありそうな笑顔。

　やだ、なんか期待しちゃう……。

　……まあ、ともかくレンタルフレンズは潰つぶれたわけではないらしい。一安心だ。

「で、どうします先輩？　もちろん、まずは、わたしから一番に、ですよね！　わたし達の出会いが本当に運命なのかどうか、試しちゃいましょ？」

「え、そうなのか？　まあ、仕方ない。どうやってアサミくんがハッピーハートを出させるのか、勉強させてもらおう」

　アサミとカオルのやり取りを目の前にして、なんか一安心できない気がしてきた。主にお財布的に。

「ククク……まあ、待て。そんなに何人もレンタルできるほど余裕は……」

「あ、わたしの方からもう登録しちゃいましたよ、先輩？」

　アサミが自分のスマホを操作しながら、無邪気に微笑ほほえんだ。

「ワンコインでレンタルできますし、ちょっとだけですよ、ちょっとだけ！」

「そうは言うが……」

「あーあ、先輩とデートしたいなぁ……」

　ちら、と俺を窺うかがいつつ言うアサミ。

「今日の占いの運命の人が誰か……デートすればわかるのに……」

　ちら。

　そこへカオルも訳知り顔で頷うなずいてみせた。

「きみの言うことが正しいのなら、私達は出会うべくして出会ったんだろう？　なら、これもきっと同じだ。きみは私達をレンタルすべくしてレンタルするんだ。意味はわからないが」

「くくく……そうか。そこまでして俺を闇の眷けん属ぞくとしての覚醒へと導きたいか……！　ならば……俺はもう、どうなっても知らんぞ……！」

　主に俺の財布の中身がどうなっても知らんぞ……！

　俺のこの決意表明を、アサミが軽く受け流す。

「はい！　というわけで、まずはわたしから先輩の彼女しますね？」

　早速、アサミが俺の脇に張り付く。ぴったり密着。女の子の温かさが伝わってきて、それだけで闇の波動が再び脈動し始めた。

「ちょ……ちょっと近くないか？」

「今、わたしは先輩の彼女なんですよ？　彼女ならこんなの当たり前ですし……もっと近くになりたいなぁ……」

　腕組みしながらカオルは重々しく告げてきた。

「よし、続けたまえ」

「ククク……ちょっと待て。これ、ずっと見られてるのか……？」

「順番待ちしている間、そのやり方をじっくり観察させてもらう」

　至極真顔でカオルが言い、一方アサミは目からハートを飛ばさんばかりの笑顔で俺の脇腹をつんつんする。

「せーんぱい？　わたし達のいちゃいちゃをいっぱいカオル先輩に教えてあげましょうね？」

「ククク……いちゃいちゃと言っても、君ぃ、ど、どうしろと……？　ただくっついていればいい、ですか……？」

　俺が闇の眷属として覚醒さえしていれば、いちゃいちゃとはどのようにすればいいのかきっと手に取るようにわかるはずだが、今はまだその時ではない。星せい辰しんが巡るまで、俺はいちゃいちゃを知るべきではないのだ。

「あれぇ？　先輩、わたしがくっついてるだけじゃ足りませんかぁ？」

　俺を上目遣いで窺うかがうアサミ、その口の端はわずかに上向いている。

「……もっと彼女っぽいこと、して欲しいんですね……？」

「ククク……いちゃいちゃの要諦、我が身に刻みこめるものなら刻むが良い……！」

「……じゃあ、わたし、やりたかったことがあるんです……付き合ってくれます？」

「くくく……レンタル中の行動は任せる。それが俺のやり方だ。信頼という名の、な。我が背中、預けてやろう。光栄に思え？」

　アサミは頬ほおを上気させている。

「……いいんですね？　じゃあ、ついてきてください。これから行くところで、まず服を脱ぎます」

「な、なん……っ!?　ククク……！　逮捕だけは勘弁してもらえるのだろうな？」

「えー？　わたし、裸になるんですけど……見たくないんですか？」

「いや、ちょっとマジでどうするつもりなんだ!?」

　俺の中で闇の波動が高まる一方、これがいわゆる幼い少女に対する『事案』に該当するのではないかという懸念もまた急速に高まりつつあった。





　　　　◆






「ここでーす！」

「まあ、そんなことだとは思った」

　アサミが嬉うれしそうに紹介してくれたのは、水着ショップ。俺の学校からの最寄り駅、そこの駅ビル内に数多あまたあるショップの内の一つだった。

　プリティピンクという店名にちなんだのだろう、ＰＰというロゴが店先に躍っている。

「彼女の水着を買うのに付き合うっていうシチュエーション、どうです？　先輩、何だかドキドキしませんか？」

　まあ。試着するのに服は脱ぐだろう。

　夏も近いし。

「先輩には、わたしが水着に着替えたところを見てもらって、レンタル彼女の楽しさを堪能してもらおうかな、って思います！　先輩、こういうの嫌いじゃないですよね？」

「くくく……俺はアサミが着替えるのを待っていればいいのか？」

「えへへ、期待して待っててくださいね？　可愛かわいい彼女がいつもと違う大胆な水着を着ているのを見て、ドキドキしちゃう……漫画やアニメと違って、そういうのってなかなか経験できませんよ？」

　……いつもと違う大胆な水着、か……。

　そもそも俺はアサミのいつもをよく知らないからなんとも言えないが。今日、会ったばかりだしな。

　そういう点では、俺はドキドキなどしない、クールなままだ。エッチいことで心乱されるなどありえない。ふう、やれやれ。

　アサミが悪戯いたずらっぽく笑いながら、俺の二の腕あたりに「の」の字を書いてくる。

「それに……こういうところに来たら、大体ポロリがあったりしますよ……ね？」

　ほう？　面白いじゃないか。俺を挑発しようというのか？　そんな子供のような体型で？

　……というか、よく考えたらむしろそんな年下相手だからこそ普通の女の子相手にやらかすよりも遥はるかにやばいわけで。この場合のポロリは完全なる事案になってしまう。

「どうです？　期待しちゃいます？　ドキドキしちゃいます？」

「ククク……別の意味でドキドキしてしまうんだがな」

　エロ＆逮捕のコンビネーションを思えば、俺だって心乱される。

　頼むから変なことしないでくれよ……？

「えへへ、じゃあ、ちょっと待っててくださいね！　試着してみますから」

　アサミは何点かの水着を手にし、フィッティングルームのカーテンの奥に消えた。

　と、すぐに顔だけ出して悪戯いたずらっぽく笑う。

「覗のぞいちゃダメですよ？」

「ククク……誰がそんなことするか！」

「えへへ、前フリですよ、前フリ。こう言っておいて覗かれないことなんて絶対に無いんですから」

「……それは俺が絶対覗くと予想しているのか？」

「先輩自身の意志で覗くか不可抗力で覗くことになってしまうか……それはわかりませんけどね？　じゃ、待ってまーす！」

　アサミは屈託なく笑いながら、今度こそカーテンの奥に引っ込む。

　いや、本当に俺は覗いたりなんかしないし。ああまで言われたら、意地でも覗いてたまるものか。

　大体、他人の目があるのにそんなことできるわけがない。俺達のすぐ横で、カオルがじっと腕組みしながら俺達のやり取りを聞いていたのだから。

　……というか、アサミはカオルが側そばにいるから絶対に覗かれないとわかっていて、あんなこと言ったのではないか？

　単に俺、からかわれただけだ、これ……！

　と、大きな溜ため息いきが聞こえてきた。

　カオルが腕組みを解き、頭かぶりを振りながら呟つぶやく。

「私にはとてもこんな発想はできないな……」

「……何が言いたい？」

「君はこういうのが嬉うれしいのか？　私は……そういうのがよくわからない。ここの男の子達にとって幸せを感じる物が何なのか……理解が足りないんだ」

「ふむ？　それはつまり、レンタル彼女としてお客を楽しませることができない、ということか」

　カオルは肩を落とす。

「そうだ。だから全然あれを出してもらえない。私は本当にダメだな。姉上のようにはいかない」

　カオルは力なく笑った。それから、俺に縋すがるような眼まな差ざし。

「……なあ、教えてくれ。私もここで水着に着替えたら、君は嬉うれしいか？」

　そう言って、カオルは手近にあった白い、透けそうな程白い、ホルターネックビキニを手に取った。

　俺はカオルの弾はじけんばかりの胸に視線を動かす。

　これがこのビキニに包まれたら……たぶん、溢あふれる。

　はみ出る。

　何だかすごく肉にくしいことになるだろう。

　下乳横乳全部盛り。つんと突き出た、透けて見えそうな突起物。

　イマジン、想像してごらん？　胸のてっぺんだけがかろうじて隠れている乳の世界を。

　オッパイガン見スタイル。

　うっ！　アホなこと妄想してたら、急速に意識し始めてしまった……！

　胸の鼓動がどくどくと……あ、かっこよく言うなら俺の内なる闇の波動が目覚めかけている……！　想像しただけでこれだと……!?

　──四の五の抜かすな、お前も想像してやろうか？──

　そう、俺の中の闇が囁ささやくようだ……！

「ク、クククッ！　それではアサミの二番煎じに過ぎん。俺はそんなもので喜びはしない……闇の眷けん属ぞくだからな！」

　闇の眷属はやせ我慢でできている。

「そうか……そうだな。アサミくんと同じことをしても喜ばれないだろうな」

　そう言って肩を落とすカオル。

　その様子を目にして、俺は落ち着かない。何か言わなければならない気がした。

「くくく……だが、それほど難しく考えることもあるまい……。貴様が楽しいと思うことをそのまましてみたらどうだ？　少なくとも、貴様が楽しいと思わないものを人に見せたり勧めたりしたところで誰も楽しいとは思わないだろう」

「私が楽しいと思うもの……か。ならば、参考に教えて欲しいんだが、君は何を楽しいと思うんだ？」

　俺はぼうっとカオルの胸の辺りを見ていて、会話に集中していなかった。

「は？　その……俺が楽しいと思う……？　女の子と触れ合えればなんでも楽しいだろうな」

　言ってから、すぐに補足する。

「というのは、一般的な男子の話だが」

「触れ合うか……なるほど！」

　そこで、カオルの表情がぱっと明るくなった。

「……わかった！　うん、これならいい！　よーし、これで私は君を幸せな気持ちにしてあげられるぞ！」

　カオルは一人で納得しているようだ。

　まあ、少しは元気が出たようなので良しとするか。

　と、フィッティングルームの奥から声がする。アサミだ。

「せんぱーい。ちょっとこっちに来て、見てもらえますかぁ？」

「くくく、そして逮捕か……？　そんな罠わなに引っかかる俺ではない」

「えー？　そんなんじゃありませんよ。試着してみたんで、先輩の感想を聞かせて欲しいんです。だから、安心してどうぞ？」

「くくく……もう着ているんだな？　まだ着替え途中で、カーテン開けたらロリポロリで通報じゃないだろうな？」

「何わけのわからないこと言ってるんですか？　いいから早く感想を聞かせてください」

　ここまで確認したのだ。さすがに事案にはならないだろう。

　俺はフィッティングルームのカーテンを開ける。すると中から同時に、

「あ、下の水着が落ちちゃった……！」

　そんなアサミの声がして、俺の目の前にいるのはぺたんこの胸に赤いビキニを着けて下半身まるまる肌色のアサミ本人。その足下には赤ビキニの下半分が絡みついている。

　……っ！　これは因果律の罠か……っ！　そんな……ここまでやるとは……！　カーテン開けたと同時にビキニの下半分が落ちる可能性など皆無……！　なのにこれは……理外！　圧倒的理外の光景……ッ！

　俺はよろめいた。この場を離れなければと後ずさり、だが、視線はアサミのつるんとした、どこか光沢のある股間に釘くぎ付づけになっている。

　これは筋が通らない。

　思うに、人は見てはならないものを目の前にするとそれから目が離せなくなるらしい。

　恐慌をもたらす怪物を前にして、逃げ出すこともできず立ち竦すくむ探索者とはこういう気持ちなのか……！

　そして、俺の耳をくすぐる含み笑い。

「えへへ、どうしたんですかぁ？　先輩、ドキドキしちゃって声も出ないんですかぁ？」

　アサミが口元を隠すようにして笑っている。

「アサミ……まずは下を隠せ！」

「えー？　何を慌ててるんですかぁ？　変な先輩」

「変なも何もお前……っ！　丸出し……！　下が丸出し……！」

「えー？　丸出しですかぁ？　先輩？　よーく見てください？」

　と、アサミはつるっとした股間を俺の前で堂々と晒さらしてきた。

　はしたない……！　パンツをはけ……！　……て、あれ？

　アサミはパンツをはいていた。

　肌色のショーツだ。

　ぐにゃあっ。視界が歪ゆがむ。

　バカな……そんなバカな……！　これは一体……!?　理外理外理外……！　水着が脱げた。なのに裸ではなく、すでにショーツを身につけている……!?　筋が通らない！　どうやった!?　瞬間移動？　物品引き寄せの能力者……!?　この事態、どういう理屈で引き起こされたというのか。ここにあるべきはずの合理的な筋は……？　筋はどうなっている？　一体どういう筋でこうなった……っ!?

　アサミは楽しげだ。

「あれぇ？　先輩、何だか残念そうですね？」

「ク、ククク!?　何をバカな……というか、どうしてパンツを身につけている……？」

「えー？　水着を試着するのに、直じかになんかしないですよ。これ、売り物なんですから。だから、はじめからショーツをつけたまま水着をつけるんです」

「なん、だと？　では、下着の上からビキニをはいていた、と……？」

「そうですよ？　水着試着の時は、実際に身につけた時と色合いとかあまり違いが無いように肌色の下着をつけるようにしてます。だから、水着の下が脱げても全然何でもないのに、先輩、なに慌てちゃってるんですかぁ？」

　得意そうな笑み。

「もしかして……わたしの丸出しの裸が見れると期待させちゃいましたぁ？」

「……でも、パンツは丸出しなわけだが……」

「あ、これは見せてもいい用のショーツなんで、大丈夫です」

「……見せてもいいパンツとかあるのか」

「だって、この下にほんとのパンツはいてますし。上にはいてるのは短パンみたいなものですよ」

　ということは、アサミは二重三重に下をはいていたということか。すごく窮屈そう。

　……まあ、本人が見せパンだからと堂々としているなら、それでも構わない。闇の眷けん属ぞくは見せパンにも寛容だ。

「……しかし、上は？　上は直につけているよな？」

「上はしょうがないです。ブラジャーの上に水着つけるとかさすがにサイズが合わせられなくなっちゃいますし」

　俺はアサミの胸に目をやりつつ、

「……ブラジャーは元からつけてないのでは……」

「えー？　こういうのの方がお好みじゃないんですかぁ？　小さい女の子にもどきどきしちゃう先輩？」

　アサミは上のビキニのヒモをくいっと肩から外す。それだけで、ひっかかりがなくてすとんと落ちてしまいそう。

「どうします？　捕まっちゃいますけど……触ってみます？」

「ク、ククク！　子供相手に何をバカな……！」

「えー？　……わたし、そんな子供じゃないかもしれませんよ……？」

　俺はかっこよく身を翻し、アサミに背を向けた。

「もう水着の試着をするという用件は済んだのだろう？　では、レンタルはこれで終了だ」

「え、もう終わりですか？　もっとわたしで楽しんでくださいよ、先輩」

「いいから着替えて終わりにしてくれ、アサミ」

　俺は内心の動揺を押し隠して、そう打ち切ろうとする。

　と、ぱぁん！　鋭い音が響き渡った。

「……っよしっ！　次は私の番だな！」

　カオルが自らの頬ほおを両手で叩たたき、気合いを入れている。

　助かった。カオルのお陰でうまく一区切りついた感じになった。アサミはチェッとばかりに口を尖とがらせながらも、それ以上は言ってこなくなる。

　まあ、一区切りついただけで、まだ終わりではないのだが。こっちが残っているわけで。

「さあ、鷹たか司つかさくん、来たまえ！　君に楽しい思いをさせてあげよう！」

　不穏。

　この力の入りよう。こんな真剣勝負の前のようなレンタル彼女、嫌な予感しかしない。

「あ、あ、ちょっと待ってください……」

　一方、思ったより着替えるのにもたもたしているアサミがカーテンの奥に隠れて言う。

「今度はわたしが立ち会いますから……ま、待って」

　そうして、俺達は駅ビルから離れる。

　しばらく歩いて、

「……よし、ここでいいか……」

　カオルはそう言って、小さな公園へと入り込んでいった。遊具も無く、人もいない。

　街中で拳を交えるには絶好の場所、というところか。

　……ていうか、なにこれ？

　実戦派古武術の立ち合い？

「ふむ……公園デート……にしては物寂しいな」

　カオルは公園備え付けの石のテーブル台へと近付いていく。そこに片肘をついた。俺に手を差し伸べるようにする。

「……さあ、腕相撲をしよう」

　そら来た。

「……ククク、ちょっと待て。えっと、これレンタル彼女と楽しい時間を過ごす的なイベントだよな……？　彼女と腕相撲って……楽しいか？」

「楽しいとも！」

　カオルは力強い笑みで俺を誘う。

「女の子との触れ合いを喜ぶ……それがここの男の子というものなんだろう？　思いっきり手を握ってくれていいぞ」

　手をワキワキして俺を呼ぶ。

「私も難しいことを考えるより、自分の体を使って男の子を喜ばせる方がずっと好きだからな！」

　言い方が酷ひどい。

　だが、俺はそんなことを指摘してやろうにも、眼前に広がる光景に息を呑のんでしまい言葉が発せられない。

　腕相撲の構えで待つカオル。前まえ屈かがみで腕を構えており、そうなるとその胸が並んだ大福みたいにもう、ぼてっ、とテーブル上に積まれてしまっているのだ。

　で、なんかすごいの。

　谷間になってるし、柔らかいもの同士が押しつけられてて弾はじけそう。少なくとも服からこぼれ落ちて、なんか見えるんじゃないかという期待が膨らむ。

　腕相撲的にはすごく邪魔になりそうだが。

「さあ、どうした？　合法的に女の子と手を繋つなげるぞ？」

　すごく柔らかそうだ。カオルの手を見て、俺はそう思う。

　少し背は高いが、やはり女の子の体だ。どこか線が細く、滑らか。

「……くくく……女子相手に力比べなど大人げない。そんなことは闇の眷けん属ぞくの為なすべきことではない」

「逃げるのか？」

「先輩？　なに恥ずかしがってるんですかぁ？　女の子と手を繋ぐのも意識しちゃいます？」

　カオルとアサミから交互に煽あおられた。

「本気になれないと言っているのだ」

「じゃあこうしましょう！　先輩が勝ったらカオル先輩はなんでも一つ言うことを聞く、っていうのはどうです？　これなら……本気にならざるを得ないんじゃないですかぁ？」

　アサミは含み笑いしながらなおも食い下がる。

「私はそれで構わないぞ。さあこい！」

　カオルはやる気満々だ。

　と、アサミが俺に囁ささやく。

「……ほら、カオル先輩の胸とか……勝てば触っても罪にならないですよ？　マシュマロみたいですよ？」

　ク……ッ！　俺はその手触りを想像してしまう。

「あとマシュマロって食べ物ですよね」

　俺はその味を想像してしまう。

　クク……ッ！　闇の……闇の波動が……ッ！

「……仕方がない。そこまで言うなら、付き合ってやろう……っ！　なぜなら、闇の眷けん属ぞくたる者、挑戦されたからにはたとえ相手が女子供でも全力で叩たたき潰つぶすが流儀だからだ……！」

　定めとでもいうか、挑まれたら断れないのが闇の眷属の辛つらいところだ。

　本意では無いんだけれどなー。仕方ないなー。

「なんだかさっきと言ってることが違うようだが、やる気になったならそれで良し！　さあ、一緒にいい汗をかいて嬉うれしい気持ちになろう」
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　カオルはうずうずしている。

　なんか楽しいデートをするとかよりも腕相撲することが目的になっているような……。

「くくく……自信があるようだな？」

「レンタルフレンズのキャストの中では、私が一番腕相撲が強いからな」

「先輩、頑張ってくださいね？　カオル先輩、わたしの倍は強いですよ」

　アサミの倍って、じゃあ、大したことなさそうじゃないか！

　強そうオーラとか出してフラグ立てて負けるパターンだろ、これ。

　仕方ない、少しばかり花を持たせてやるか……自信満々で挑んできて負けたら心に傷を負うだろうし……。

　俺とカオルはテーブル台を挟んで対たい峙じした。

　手をがっちりと握り合う。

　予想通り柔らかい。ほのかに温かく、何だか幸せな気分になる。

　こんな柔らかくておっぱい大きい以外は華きや奢しやなくらいの女の子……いかん……っ！　俺の中の獣が……力を解放し蹂じゆう躙りんしてしまいたくなる……っ！

「じゃあ、準備はいいですか？　レディー……」

　握り合った俺達の手の上に、アサミが自らの掌てのひらを重ねる。

　俺は必死に自分の中の闇を抑えようとする。

　そして、

「ゴー！」

「おりあぁぁっ！」

　マジ気合い一いつ閃せん。

　俺の体は肘を支点に宙を舞っていた。

　瞬間、俺は無重力の世界にいる。

　そして、背後から車ではねられたような衝撃。息を吐くばかりで吸い込めない。

　俺は背中から地面に激突していた。

　すごいパワーを感じる。いや、感じた。あの柔らかい手のどこからこんな膂りよ力りよくが……！

　目が回っていた。

　脳が揺れたらしい。

　くくく……ついに俺もマンガなんかでよくある脳のう震しん盪とうに……かっこいい！

「お、おい、大丈夫か？　立てるか？」

　上擦ったような声と共に、カオルの手が差し出された。

「くくく……なかなかやるな……だが、俺は半分の力も出していないぞ。今のはお前を試しただけだ。お前が俺と共に戦うだけの力量を持っているかどうかをな……！」

「いいから立て、ほら大丈夫か」

「……くくく、いらぬ世話だ。自分で立てる」

　頭がグラングランして立てない。

　何だか見える光景も色がおかしいようだ。ちかちかしている。陰影の加減がいつもと全然違う。

　これが本物の脳のう震しん盪とう……！　あんまりいいもんではないな。

　カオルは俺の様子を見て察したらしい。

「こういう時は頭を高くして、安静にしておかないと……なにか、なにか枕になりそうなもの……」

　そう上擦った声で言い、俺の後頭部に何か柔らかなものをあてがってきた。俺はそれに頭を預け、大きく息を吐く。目のちかちかが収まってきた。

「……くくく……大分楽になってきたぞ」

「すまない、つい力を入れすぎてしまった」

　カオルの謝罪に、俺は肩を竦すくめる。

「いや？　別に全然効いてないからな？　昨日からちょっと寝不足で、それに良い枕があったからこうして横になってるだけだし？」

　俺はそう言って、俺の頭を支えている枕に手を添えた。ふっかふか。その柔らかさを確かめるために揉もんでみる。どこまでも指先が埋もれそうだった。

「ジャストフィットだな。これなら俺が頭を預けるに相応ふさわしい」

「あ……ん……」

　妙に艶っぽい声がして、

「……くっ……これも私が招いたこと……甘んじて受け入れ、くぅ……ん……」

　もーみもーみ。

　ぼうっとした頭でも感じ取れる予感があった。うん、これは、あれだな。

「す、す、すまない……わ、私が悪いのだからキミタカのやりたいようにしていい……していいんだが、その、えっと、あ、あんまりされると……や……」

　頭のグラングランも落ち着いてきて、俺はようやく状況を把握し始めた。

　俺はカオルにもたれかかって座っている。リクライニングシートにもたれかかっているような体勢だ。心地いい。カオルというリクライニングシートに支えられているのだから当然か。で、この体勢だと丁度おっぱいが枕になってくれているわけだね、やった！　カオルが気を遣ってそういう体勢にしてくれたようだ。変な気遣い。で、枕の位置を整えようと、俺の手はわしわしカオルの右乳を今なお揉んでいる……。

　段々状況がわかってきて、俺は首をぐりっと回した。近くにカオルの赤らめた顔がある。下唇を噛かんで小刻みに震えていた。

「あの……もうそろそろやめ、て……んんっ」

　俺の右手は機械的に、ふかふかとした心地よい感触を求め続けて動いている。

　……俺の右手が暴走している、だと……！

　より、意識がはっきりしてきた。

　俺はすっと起きて、かっこよく額に指先を添えた。

「終了だ。レンタルは終わり」

　俺の右手の暴走から解放されたカオルは、まだ赤らんだ顔のまま目を瞬しばたたいた。

「え、まだ全然楽しんでもらえてないんだが……」

「いや、十分堪能しました」

　敬語になってしまった。

　横で見ていたアサミが頬ほおを膨らませる。

「ちょっと先輩。本当にレンタルフレンズのキャストに手を出すなんて、完全アウトですよ！　ダメじゃないですか」

「……腕相撲に勝ったらオッパイ触っても無罪とか、アサミも煽あおってたじゃないか」

「それで本当に触ったらダメです！　そもそも負けてるし！　あくまでそういうのはお遊びであって、本気にして手を出したらどん引きですよ！」

　ぷりぷりしている。

「大体、先輩はわたしにだけ出してくれればいいんです」

「何を!?　手を!?」

　俺をどうしても逮捕させたいのか。が、俺の言葉など無視するかのように、ぷりぷり。

「……なのに、なんでカオル先輩にまでドキドキしてるんですか。いやらしい。そんなに胸が好きなんですか」

　カオルがはっとしたように目を見開いた。

「そ、そうだ！　ハッピーハート！　これで私もついにハッピーハートを……！」

「あ、カオル先輩、ちょっと！　声が大きいですよ」

　なんだ？　アサミがなにやらカオルに目配せした。と、二人でひそひそ話し始める。

「……おおっ！　いっぱい入っている！　こんな……こんなたくさんの……」

「……ん……あれ？　カオル先輩、これ……？」

　どこからか、カオルもきらきら光る瓶を取り出していた。ピンク色に染まったハート型のキャンディーがざくざく入っている。それを見たカオルは小躍りせんばかり。

「やった……やった！　ありがとう、キミタカ！　ついに私も初めて手に入れられたぞ！」

　何を？　よくわからないが、わかったような口を利くことにする。

「くくく……俺は何もしていない……。何か変化があったのだとしたら、それは貴様自身の手によるものだ」

　俺はクールに言い放つ。

「いや、これらは紛まごうことなくキミタカから生み出されたものだから。キミタカが感情を昂たかぶらせてくれたお陰で……」

　言いかけたカオルの声を、アサミが遠慮がちに遮る。

「……あのー、カオル先輩……喜んでるところなんなんですけど……」

　その表情は複雑そうで首は僅かに傾いている。

「それ……ピンクすぎませんか？」

「うん？」

　カオルは指摘されて、瓶の中のハートを見直す。

　ピンク。ただのピンクというより毒々しい真っピンク。

「この色だと、下心が強すぎてハッピーハートとは認めてもらえないんじゃ……」

「え？　え？　ダメなのか？」

「女の子に直接手を出したり、あまりに下心が高まってしまった感情は喜びよりも邪念が勝ってしまって、ハッピーハートとして納品できないと思います」

「えー!?　そんなあ！」

　カオルは叫んで、天を仰ぐ。

「こんなにあるのに……これ全部ダメなのか？」

「みんなすっごくドピンクですし……これも先輩が下心強すぎて、いやらしいことばかり期待した所せ為いですよ」

　そう言って、アサミは俺をじっとりと粘つくような眼まな差ざしで見上げてきた。

「ククク……いや、俺が悪いのか？」

「そうですよ！　邪よこしまな目でカオル先輩のことを見すぎです！　……ていうか、なにカオル先輩でこんなにドキドキしてるんです……！」

「しかしそれは、貴様らが俺を刺激しようと攻めすぎたからだろう」

「そうですか。……つまり、わたし達が魅力的すぎたのがいけないんですね？　それで先輩も下心を抑えられなかった、と……ふふん」

「……なに満更でもない、みたいな顔してるんだ」

　アサミが得意げに少々鼻孔を膨らませているのを見て、俺は言った。

　アサミは得心したように何度も頷うなずく。

「まあ、それだけ魅力的なわたし達なんですから……先輩、またレンタルしたくなりますよね？　特にわたしのこと……エミリ先輩よりもこのわたしを！」

「そ、そうだ！　今度はちゃんとしたハッピーハートを取り出してみせる。だから、また私をレンタルしてくれ！」

　食いつくように言うカオル。

「くくく……貴様らそこまで俺の中の闇を求めるか……！　俺が欲しくてたまらない、と。……闇の波動、罪な力よ……！」

「お仕事ですからね。ワンコイン、５００円くーださい」

　アサミは無邪気そうに微笑ほほえみ、手を差し出してきた。

「それにまたレンタルしてくれるって約束してくれるなら、次はもっとサービスしてあげますよぉ？　お値段だって内容だって……ね？」

　カオルは無邪気とはいえない。必死さを感じさせる表情だ。

「う……っ。わ、私も次にレンタルしてくれるなら……その時はサービスしてもいい。……でも、今回は、今回だけはレンタル料５００円で頼む！」

「な、なんだ？　随分切羽詰まった顔して……」

「うう……ハッピーハートを集められない天……キャストはこちらでの活動費が少なくされてて……でも５００円あれば一週間は食べられる！」

　どういう食生活送ってるんだ。ブラックバイトなのか？　レンタルフレンズって。

　俺も乏しい財布の中からアサミ達に５００円ずつ支払って、心がさもしくなりそう。

　とはいえ、女の子二人からここまでお願いされると気分は悪くない。

　だが……いくらこれが彼女達の仕事といえど、どうも色々様子が変だ。

　なんでそこまで俺に固執する？　この子達なら、他にいくらでも熱を上げるお客がいるだろうに。……やはりアレか？　俺が闇の眷けん属ぞくだからか？　闇の波動が女の子を勝手に引き寄せてしまう……そういうことか？

　参ったな……！　覚醒を間近にして、闇のモテ期に入ってしまったとは……！

「……くくく……正直に言えばどうだ？　貴様ら、本当はただ俺と一緒にいたいだけなのだろう？　俺と闇の契約を交わしたい、と」

　俺のこの言葉に、アサミの眉がピクリと動いた。

「あれあれぇ？　違いますよね？　先輩が、わたし達と一緒にいたいんですよね？」

「どういう意味だ？」

「先輩の方がわたし達……わたしのこと好きなんですよね？」

「うん？　……そんなこと言った覚えはないが」

「むっ……。……へぇぇ？　わたしは別にいいんですよ？　ただ、先輩はわたしにまた会ってドキドキしたいんじゃないんですかぁ？　ほら、こういうの好きでしょう？　小さい女の子にときめいちゃうセーンパイ？」

　アサミはくるっとその場で一回転。柔らかな風が生じ、ふわっとアサミのスカートが浮かびかかる。絶妙の角度で中が見えそう。

　つい、目でそれを追ってしまっていた。

　そんな俺の様子を、アサミはしっかり見ていてほくそ笑む。

「……見ますぅ？」

「ククク……ッ！　勘違いするな……！　今のはただ目の前で生じた動きに目が反応しただけのこと……！　眼前に羽虫が飛んでいれば、それを追うようなものだ……！」

　つまり、俺は全然そういう趣味などなく、下心のある目でスカートのひらひらを見てなどいない、ということ……！

　だが、アサミはしたり顔で頷うなずいてみせる。

「でも、今のでドキドキしちゃったんでしょう？　……もっとドキドキさせてあげましょうか……？」

　そう言って、アサミはいたずらに笑う。スカートの端を掴つかんで、そっと持ち上げ始めた。俺だけにその奥を明かすかのように。

「ククク……パンツをひけらかす女子なぞ、はしたないだけだ……！　恥じらいもなく、何も心に響かんな……！」

「……これでも……？」

　アサミは更に限界まで裾を広げる。貴婦人がスカートの裾を持ち上げ優雅に挨拶するがごとく。見えそうで見えない限界。

　だが、一瞬の光景。

　ぱっ、とスカートは元に戻された。どこか勝ち誇ったような顔でアサミは言う。

「ほぉら、先輩ったらドキドキしちゃった顔してますよぉ？　どうせ見えてもいいショーツはいてるのに！　こんなのでドキドキしちゃうんだから、先輩、チョロいですよね？」

「……クマ、か」

「……はい？」

「意外だな。キャラクターものをはいているとは」

「……え？　え？　あれ……？」

　アサミは口ごもった後、息を呑のんだ。

「あ……！　さっき水着から着替えた時……急いでたから一緒に脱いで……！」

　アサミの顔が朱色に染まる。そして、両手で口元を覆った。

「そんな……！　わたし……！」

　俺を見上げてきた。羞恥に塗まみれた表情で、

「み、み、見たんですかっ!?」

「……見せられたのだ」

「そ、そんな……もう……やだぁ……恥ずかしい……！」

　ぽろぽろ泣き出したではないか。

「お、おい。お前が自分でやったことだろう」

「だ、だって、本当に見られるなんて……そんなつもりじゃ……」

　見せパンとかは全然平気でＯＫなのに、その一枚下を見られたら大打撃という、その線引きが俺にはわからない。わからないが、アサミが傷ついているのはわかる。

　そんなアサミを見ていると……なぜだかわからないが、俺は思ってしまう。俺が悪者になろう。アサミが悪いのではなく俺が悪いのだ。そういうことにしたい、と。

「……これこそ我が闇の力……不用意に近付くべきではなかったのだ……！」

　カオルが眉間に皺しわを寄せた。

「なに？　キミタカが何かしたのか？」

「俺が直接手を下したわけではない……。その、なんだ。俺から発せられる闇の波動をその身に受けた者は、過去のトラウマというか羞恥心というか……そういう心の柔らかい部分を刺激されてしまうのだ。……くくく……その刺激、アサミにはまだ早かったようだな」

　うむ、この言い分で誤ご魔ま化かそう。きっと、そんなに遠くないこと言ってるはず……！

「なんだって!?　キミタカの側そばにいるとそんな副作用が……!?　……でも、私は別になんともないが……？」

「まあ、そこはそれ、貴様はなんというか空気を読む力とか、繊細な機微とか……そういうのを突き抜けてタフだからじゃない？　精神の強度が高いから影響が出ないのだろう」

「そうなのか？」

「誇るが良い……！　貴様には俺の側にいてもダメージを負わないという特別な力があるのだから……！」
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「そ、そうか……うん、いいことなんだよな？　……ふふふ」

　首を傾かしげながらもカオルは頷うなずき、笑う。

　ようし、無む理り矢や理り褒めてそれまでの話を曖昧にするという高度に政治的な手法を駆使して事なきを得たな！

　こうしてすっかりアサミの涙の理由のことなど忘れたカオルは、俺に気がかりそうな目を向けてきた。

「けれど……キミタカ、そんな力を持っていると日常生活が大変だろう？　闇の力とか言っていると、みんな、キミタカを避けたりするのでは……？」

　一方、アサミが目をぱちくりして俺を見ていた。

　なんで？　というかそんな話をして何の意味が？　という目。俺が突然闇の波動云うん々ぬんを語り出した意味がわからないのだろう。

「……俺はただ俺のやりたいようにやる。それだけだ。そこに意味など無い」

「キミタカはたとえみんなから避けられて一人になっても構わない、と？　うーん……」

　カオルは唸うなるように言い、

「……そんな君の側そばにいられるのは、君からダメージを受けない私だけということだな……よし、わかった！　これからは私がいるから、いつでもレンタルしてくれ」

　たぶん、何もわかってないが善意で言っているのだろう。

「……ちょ、ちょっと待ってください。わ、わたしだってこれからもレンタルしてくれていいんですからね？」

　アサミが慌てたように口を挟んできた。

「でも、アサミくんは彼の側にいるとダメージを負って辛つらいんじゃないのか？」

「え、いや、それは……そんなことは……ないので……」

　呟つぶやきつつ、俺を見上げ、

「……さっきの、なんですか？　助け船でも出したつもりですか？　全然意味わかんない。バカみたい」

「意味など無い。強いて言えば、俺の持つ闇の波動がいかなる力を持つかアピールしたかっただけだ」

「……本当に先輩ってバカなんですね。あんなの意味不明です。恩に着せようとか思ってるならほんっとバカ。そうやって、わたしの気持ちをコントロールしようとでもしてるんですか？　バカですね、コントロールするのはわたしの方なんです」

　年下の少女にバカバカ言われる闇の眷けん属ぞく15歳。そんな俺を不機嫌そうに見上げるアサミの眼まな差ざしはじっとりとしたもの。

「……なんか先輩、心の中でドヤ顔してそうでムカつくんですけど」

「言い掛かりも甚だしい」

「ふん、だ。もう、先輩、わたしをレンタルしないではいられない体にしてあげますから、覚悟しとくといいですよ」

　捨すて台詞ぜりふめいたことを、頬ほおを膨らませて言う。

「……先程から疑問なのだが……なぜだ？」

「何がですか？」

「どうしてそこまで、俺にレンタルされることに拘こだわる？　俺の闇の波動に惹ひかれて、というわけではないのか？」

「それは、君がすごくハッピーハートを出してくれるからに決まっている。他の男の子だと一回のレンタルで出してくれる喜びの感情、ハッピーハートは普通１個か２個なのに、君は一回で山ほど出してくれるんだからな！」

　カオルがにこにこで応えた。

「ちょっ……！　カオル先輩!?」

　アサミが目を丸くしてカオルを見る。

「うん……？　あ……っ！」

　にこにこしていたカオルがはっとしたように口を押さえた。俺は眉を顰ひそめて言う。

「そう、それだ。時たま話していたな、そのハッピーハートとか……一体何のことだ？」

「どうするんですか、カオル先輩？」

「……うっ……」

　カオルは言葉に詰まっていたが、ぐっと下唇を噛かんだ。何か心を決めたようだ。

「……いや、もう、ここはキミタカには話しておいてもいいんじゃないか。これからもわたし達に協力してもらうことになるだろうし」

「そうですか？　うーん……仕方ない……ですね」

　二人のやり取りを聞きつつ、俺は額に指を添える。考えをまとめようとした。

「……先程から聞いていると、レンタルフレンズのキャストはハッピーハートとやらを集めたいが、それはお客が楽しんだ時にしか手に入らないのか？　あのハート型のアメみたいなやつのことだろう？　あれは結局なんなんだ？」

「……あれは人間の幸福感や喜びの感情が具現化したものなんだ」

　カオルは神妙な様子で答える。

　俺は眉間に皺しわを寄せた。

「具現化？」

　感情が物体化して目に見えるようになったとでも言うのか？　なにそれ？　そんなバカな。だが、あのアメは瓶の中から湧いて出ていたように見えた。無から湧き出すように。その理屈も、目に見えない感情が具現化したからなのだとしたら、まあ、わからないでもないか……。

「……しかし、なぜ俺だけがそんな大量の感情……ハッピーハートを？　俺が闇の眷けん属ぞくであることと何か関係があるのか？」

「うん？　それはよくわからないが、たぶん、君が伝説のゴールデンチェリーの魂の持ち主だからだろうな」

「そのゴールデンチェリーというのがなんか心に刺さるんだが……なんなんだ」

　悪口？

　カオルは小首を傾かしげながら口を開く。

「うーん、感情の振れ幅が＋プラス方向にすごく大きい人、というところかな？　ちょっと女の子と触れ合ったり関わったりすると、それだけで舞い上がって喜びの感情が急上昇。それでハッピーハートをいっぱい出してくれる、そんな人のことだ」

「……女子に慣れてない男子……ということか？」

「それもただ事ではないくらいにな！　なんといってもゴールデンチェリーなんだから！　女の子とみればいつもドッキドキに胸高鳴らせて何かを期待してしまうような、そんな純な心を持っているんだろうな、君は」

　……あれ？　なんかこれディスられてない？　俺が内心首を傾げているとも知らず、カオルは続ける。

「喜びの感情を好む天界……というか私達の業界にとっては極めて価値が高い逸材なんだぞ？　君は。私の周りではゴールデンチェリーは、約束されし童貞、生涯童貞であることを期待される聖人の卵、と賞されていたな」

「ククク……ッ！　それ、褒められてるのか……っ!?　というか……では、なにか？　俺が女の子にドキドキしやすい体質だから、貴様らは俺と一緒にいたいだけなのか？」

　俺、闇の眷属なのに……その実、女の子の側そばにいるとすぐ舞い上がっちゃう体質とか、かっこわるくない？

　俺は更に問いかける。

「……それで、どうして貴様らはそんなにハッピーハートを欲するんだ？」

「レンタルフレンズのキャスト達の中で誰が一番ハッピーハートを集めることができるか、今そういうレースがあるんだ。これで一番になれれば、私は家名に恥じない実績を上げることができる。だからどうか頼む。私をレンタルしていっぱいハッピーハートを出してくれ」

　みんな、俺のハッピーハート目当てなのか？

　……エミリも？

　あんなに俺とアキハバラを楽しんでいたエミリも、あれはポーズで、実際は俺から出るハッピーハートが欲しかっただけ……？

「うん？　どうしたんだ？」

「……あのカオル先輩、喋しやべりすぎじゃ……」

　カオル達のやり取りを聞きながら、俺は告げた。額に指を添え、きっ、と斜に構えた眼まな差ざしで、

「……どうやら、俺はもっと知らなければならないようだな……！　この因果律によって仕組まれた絡から繰くりの裏側を……！　さあ、語るが良い……！」

「うん？　なに？　何言ってるんだかわからないが」

　カオルが首を捻ひねったので、俺は噛かんで含めるように言い直す。

「レンタルフレンズのこと、もっと教えて？」

[image: ]






第３章　ハッピーハート１００パーセント伝説









　俺はやっと家に帰り着いた。

　いつもより随分時間がかかったものだ。

　アサミ達があの後もなかなか俺を解放してくれなかった所せ為いだ。




「……つまり、わたし達レンタルフレンズが色々と先輩に関わりたいのは、ずばり先輩がかっこいいから！　なんですよ！」

「な、なにぃ……！　薄々そうかなとは思っていたが……！」

「というわけで先輩、もう少しいいでしょう？　レンタルしてくださいよぉ」

「今度こそうまくハッピーハートをいっぱい出させてみせるから。もう一度、頼む！」

「セーンパイ、お願い♡」

　そんな風に可愛かわいらしく懇願されて、常人なら悪い気分はしないだろう。

　だが、俺は決然としたものだ。

「くくく……やめろやめろ、俺の乾いた心には、そのような情に訴えようという試みは無意味というもの……！」

「とかいって、ドキドキしちゃってるんじゃないですかぁ？」

「キミタカ、どこを見てるんだ？　なぜ目を逸そらしている？」

「……ククク、近い、近いって……！」

　そうやって鋼鉄の意志を見せつけた俺はそれ以上レンタルはせず、ようやく彼女達を諦めさせることに成功した。今日のところは。

「あ、そろそろ門限ですね。じゃあ、今日は帰りますね、先輩」

「なあ、キミタカ。私は待っているからな。なにしろ、君の側そばにいられるのは闇の波動に耐えられる私しかいないんだから……困った時はいつでも相談に乗るぞ！　また明日会おう！」

　なんか盛大に勘違いしているカオル。

　そこら辺、是正するのも面倒そうだったので、そのまま俺はクールに立ち去った。




　こうして疲ひ労ろう困こん憊ぱい、家に着き、自室の扉を開けたら、フミが正座してる。部屋の真ん中、俺を真正面に見据えて。

「……随分遅かったね」

「お、おう」

「……ちょっとそこに座んなさい」

　低い声。

　嵐を含んでいる。

　俺の心はざわついた。すごく嫌な予感。

　……なんだ？　何か俺、怒らせるようなことしたか？

　……緊張してきた。俺はその緊張感を緩和すべく、ポーズを決めて言う。

「ククク……俺の聖域に無断で侵入するとは……禁を冒した罪、自覚しているのだろうな？」

「キーくんの部屋に上がり込むのなんて、いつものことでしょ」

　フミはショートパンツにランニングというだらしないくらいラフな格好。俺の部屋で室内着に着替えているのが当たり前なくらい、いつものことではある。

「それより……こんな遅くまで何やってたの？」

「……貴様は知らずとも良いことだ。知ることで災厄を招くこともある……」

「女の子と遊んでた？」

「ちょ、なんだよ、フミ!?　見てたのか!?」

「……やっぱり……っ！　帰りが遅いし、嫌な予感がしたと思ったら……！」

　フミはむーっと頬ほおを膨らませて、腕を組む。

「あんな綺き麗れいで可愛かわいい子、絶対キーくんには釣り合わないんだから、キーくんが悲しい思いするだけだって言ったでしょ？　傷つくのはキーくんなのに……！」

「フミ、実際に彼女と会ってみないと俺と釣り合うかどうかとかわからないんじゃなかったか？　だから、今度会わせろって言ってたくせに……。それにそもそも今日会ってたのはその子じゃないし」

「は？」

　フミの目が見開かれた。

「なに？　キーくん、それって……二股してるの!?」

「な……っ！　違うわ！」

　三股になるのか？　いやいやいやいやアサミ達はそういう対象じゃないし！

「うっわ、最悪っ！　それ、キーくん大変なことになるよ!?　刺される案件じゃん！　キーくんが死んじゃう！　もう、もう、早くなんとかしないと……」

　フミは親指の爪を噛かむみたいな素振りで考え込む。そして、名案。

「そ、そうだ！　わたしが本命の恋人役になってあげるから、その子達とはもうつきあえないって断るって言うのはどう!?　そうすればどちらからも呆あきれられて、綺麗に別れられるんじゃ……」

「何言ってんだフミ」

「え……あ……」

　フミは真っ赤になりながら頭かぶりを振った。

「ち、違くて……！　そういうんじゃなくて……！」

「なにが、そういうんじゃない、というんだ？　フミはたまに意味わからんことになるな」

「むううう……っ。と、とにかく……っ！　キーくんがそんなあちこちの女の子に手を出すとか信じられない！　何してるの？　何があったの？　そんなんじゃなかったでしょ？　キーくんはもっと……もっとボッチじゃなきゃダメ！」

「相変わらずひでぇこと言うな、フミ!?」

「もうー、ダメだってば、キーくん……」

　フミは項垂うなだれる。

「彼女作ったり、そんな風に変わって……わたしの知らないキーくんに……そんな、一人で行かないでよ……置いてかないで……」

「あのな!?　なんか誤解してるだろ？　今日会ってた子達は、その、この前の子、エミリの友達というか知り合いみたいなもので、別に二股とかそういうんじゃないから！」

　レンタルフレンズのキャスト仲間だ、と言えるわけもないのでそこはぼかした。

「……インスタに上げてた子の友達？　で、なんでその友達と今日一緒だったわけ？」

「それは……その、エミリが俺のことを彼女達に話して、それで興味を持って俺を見に来たんだ」

　そう、カオルが言っていた。

『エミリが教えてくれたんだ。ゴールデンチェリーを見つけたかもしれないって』

　レンタルフレンズのことを詳しく聞いた時のことだ。

　フミが眉を顰ひそめる。

「へええ？　……友達の彼氏がどんなものか、興味があったから実際に会いに来たってわけ？　……どうしてキーくんがそんなに気になったのかしらね？　キーくんに女の子を引き寄せる何があるって言うのかしら？」

　何があるって、俺がゴールデンチェリーの魂の持ち主でハッピーハートとやらがいっぱい取れるから、ということらしいが……。

『……そうやって今、レンタルフレンズのキャストの中で誰が一番ハッピーハートを手に入れられるか、レースをしてるんだ』

　特に俺を客として狙う理由をカオルはそう言った。

『そのレースで優勝すれば、特別ボーナスで一つ願い事を叶かなえてもらえることになってるから、みんな頑張ってるんだぞ』

　結局、俺が女の子にドキドキしやすくて、すーぐ舞い上がって喜んでしまう体質だからこうなっている。闇の眷けん属ぞく的に、あんまりかっこよくはない……いや、そうではない！

　つまりは俺から溢あふれ出す闇の波動（ドキドキとか心拍数）が彼女達を吸い寄せてしまうということ。

　やった！　これ、もう能力者じゃないか？　女の子（特殊な職に就く者限定）を引き寄せる能力。

「……闇の眷けん属ぞくたる俺は、否いやが応おうでも、適格者を引き寄せざるを得ない……。これは闇のモテ期なのだ……！　我が波動は人を常闇へと誘い魅入らせてしまう。くくく、俺という存在、実に罪深いとは思わないか？」

　己おのが背負いし罪の重さに美しく震えながら、俺はフミに問いかける。

「……はぁぁ……」

　なにか全てを諦めたような、命の抜けるような溜ため息いきをフミは漏らした。

　どうやらフミでさえ、俺の波動を感じて気け怠だるげな溜息を吐つかざるを得ないほど惹ひかれてしまうようだな……！

「……どうしてキーくんはそんななの……？　で、どうしてそんなキーくんに女の子が……」

「……まあ、あまりにも俺がモテすぎるせいで、誰もが俺のことを噂うわさせざるを得ないとなると少々鬱陶しいことになるがな……！　しかしそれも受け入れるしかない、闇の眷属としての宿業というものか……。エミリでさえ、友人達に俺のことを吹ふい聴ちようしないではいられないほどだ。それほど俺は突き抜けてしまったか……！」

「ああ、はいはい」

　まったく熱のない声で返事をするフミ。

　元気がないようだ、心配だな。

　俺は顎を上げ気味に、目線は見下し気味に、フミに尋ねた。

「なあ、どう思う？　わざわざ俺のことを友達にまで自慢……おっと、話してしまう女の子の心理……これってどういう意図があるのだと思う？」

「くっ……！」

「それで話を聞かされた女の子達が、実際に俺を崇あがめに来てしまう……あれ？　これ、もう偶像崇拝かな？　闇の神？　そこまで興味を持たれる俺という存在には確かな吸引力があると思わないか？　くくく……っ！」

「バカじゃないの？　何自惚うぬぼれてるの？」

「敗者の遠とお吠ぼえとはいつ聞いても俺の心を豊かにする！　俺は今モテている……！　そこは認めてはどうだ」

　フミは下唇を噛かんでいたようだが、急にその目に光が戻った。

　なにか悪口を思いついたらしい。

「そのエミリって子がキーくんのこと友達に話したのって、全然逆の意味だとは思わないの？」

「なに？」

「キーくんがあんまり酷ひどいから、自分で相手したくないんじゃないの？　だから、友達に押しつけようとしてるとかさ」

「な！　言うに事欠いて……！　エミリはそんなことするような子じゃないぞ！」

「へええ？　ほんと？　そこまで信用してるの？　……その自信はどこから来るわけ？　その子に、好きだと告白でもされた？」

　探るように、フミは視線を俺の上から下まで彷徨さまよわす。

　俺は口の端を片方だけ吊つり上げて、クールな笑みを形作った。

「告白……まあ、されたようなものかな」

　俺と闇の契約を交わすよう要請されたその上で、エミリはまた自分をレンタルしてね♡と目をハートにして言ってきたのだ（一部誇張表現あり）。これはもうエミリの方から俺に告白してきたも同然ではないか。告白並みの好意の表れだ。うん、そう。絶対そう。

　告白されてはないけど、実質告白されてる。

　だから、俺は自信を持ってフミを見返した。

「告白……されたの？」

　フミは呟つぶやくように言葉を漏らす。そして、目を伏せた。

「あのね……一般論を言うよ？」

　俯うつむいたまま、フミは言葉を続ける。

「本当は愛していなくても愛しているとは言えるの。逆に、本当に愛していると素直に愛しているとは言えないの」

「うん？　つまり……？」

　俺は突然フミが何を言い出したのかよくわからず、じっとかっこいいポーズで見つめる。

「……告白されたからってそれが本当とは限らないし……むしろ、告白しない、できない子の方が本当はキーくんのこと……」

　と、そこでフミは怒って顔色を赤くし鋭く吐き捨てた。

「……なによ！　一般論だって言ってるでしょ!?」

　何で急にキレるの!?

　えっと、つまりなんだ？　告白されてない方が本当は好きだと思われてるってこと……？　だとしたら、実際告白してないが実質告白しているエミリはますます俺のことが好きなのか？　……何言ってるんだか自分でもこんがらがってきた。

　フミのふくれっ面は収まらない。

　どうも俺の理解が足りないことに立腹しているようだ。難儀だな。俺は一生懸命考えて、フミの言いたいことを当てようする。

「一般的に、か……。つまりこんな感じか？　息を吐きながら愛しているとは言えるが、息を吸いながら愛しているとは言えない……と」

「全然違うけど!?」

「……では、ちくわを咥くわえながら愛してるは言えるけど、ちくわぶを咥えながらだと愛してるとは言えない、的な？」

「……また変なことを言う……」

「つまり、この話から導き出される結論としては、ちくわは愛していると言える側の勢力……光の存在ということ……！」

　ちくわはリア充。

「……キーくん、未成年は酔っ払っちゃダメだよ？」

「酔ってなどいないが……」

「真面目まじめに言ってるんならもっと悪いよ！　最悪だよ！」

　フミは頭を抱えながら吐き捨てた。

「あー、もう！　そうやってなんでも困ったら光とか闇とかこじつけようとする……！　そこだよ、きっと！」

「何がだ？」

「その子にも闇の眷けん属ぞくとか言ったんでしょ？　……普通の女の子はね、俺は闇の眷属だー、なんて打ち明ける男の子とは付き合いたくないと思うよ」

「エ、エミリはそんなことないし！　ノリノリだったし！」

「その子、キーくんが闇の眷属だって友達にも言い触らしたんじゃないの？　自分の手には負えないと思ってさ」

　おいおい！　エミリが俺のことを手に負えないと投げ出したなどと、そんなことあり得るはずがない。もしあるとしたら……。え、そうなの……？

　……だとしたら、俺はなんと罪深い……俺は存在自体が罪だというのか！

「……なぜだと思う？」

「え？　なにが？」

「フミは、俺がエミリに絶望を与えてしまったと言いたいのだろう？　その絶望故に、エミリは俺を諦めて人に譲ることにした、と……」

「いや、絶望とかそういう大げさな話じゃなくて、失望とか面倒くさくなったとか……」

　俺は我が身を呪う。

「なぜ、エミリは絶望に塗まみれてしまったのか……それは俺の所せ為いだ。闇に染まりし俺とエミリとでは住む世界が違う……違いすぎる二人、決して一緒にはなれないのではないか？　そう、その決して交わらぬ俺達の将来をエミリが悲観したとしても……全然不思議ではない！」

「いや、そういう壮大なことじゃ絶対無いと思うけど。単にうざがられただけだと思う」

「俺が闇の眷けん属ぞくであるばかりに……闇の眷属だと言ってしまったから……」

　俺は天を仰ぐ。

「あのね、キーくん。さっきから言ってるけど、そういうところが……」

　と、フミは口を閉ざし、しばらく無言。

　それから急に猫なで声を出してきた。

「……キーくん、傷ついてるの？」

「……ああ、言わなければ良かったって後悔してるよ」

　俺のかっこよさが受け入れてもらえていなかった。通じていなかった。喜んでくれていると思ったのは俺の勘違いだった。本当は住む世界が違う者同士なのだと悲しませていた。そうだったのかと思うと、俺は目の前が暗くなる。

「そうだね、キーくんが闇の眷属だって知って、その子は引いちゃったんだよね。でも、普通はそうだよ？　キーくんが自分のこと闇の眷属だって言い出したら、大抵の子はキーくんのこと受け入れてくれなくなる」

「……くっ……」

「でも、キーくんはそれでいいんだよ。誰からも受け入れてもらえないキーくんで」

「フミはまた酷ひどいことを言うな！」

「キーくんはぼっちでいいの！　どうせ誰かに期待しても傷つくだけなんだから……」
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　と、フミが俺に寄り添ってきた。頭を俺の肩に預けてくる。

「わたしだけはずっといてあげるからさ」

　嗅ぎ慣れた、日向ひなたみたいな香りがした。心が安らぐ。常に変わらない、いつもの場所に戻ってきたような安心感。

「キーくんが傷ついたって、夢破れたって、病気で弱ったって……わたしだけはずっと、ずーっと側そばにいてあげるよ、従姉妹いとこだからさ。そんなしょうがないキーくんの面倒を見てあげられるのは、わたししかいないんだから……しょうがなくなんだからね？」

「フミ……」

　家族同然であるが故の揺るぎない安心。

　俺にはいつでも帰る場所がある。そう思うと、俺は穏やかな気持ちに包まれていく。

「……キーくんとずっと一緒にいられる人なんていないんだよ。わたし以外」

　そう、傷ついても、病に倒れても、俺にはフミという家族が待っていてくれて……。

　うん？　ずっと一緒にはいられない……？　病……？

　と、そこで俺ははたと気付く。ある可能性についてだ。

「……どうしたの、キーくん？　急に難しい顔して？」

「……まさか……そういうことなのか……？」

　俺は天啓に打たれたように身を反り返した。かっこいい海え老び反り。

「ああ、なんということだ……！　そんな真意があったとは……！」

「ちょ、ちょっと、キーくん？　え？　なに？　なにまた絶対的外れで余計なこと思いついてるの？」

「……病気だ」

「キーくんが？」

「俺ではない。今まで何を聞いていたんだ。エミリに決まっているだろう」

「すごく理不尽。ていうか、何を言っているの？」

「エミリが俺のことを友人達に話して、彼女達を俺にあてがおうとした真の理由、それに俺は気付いてしまったんだよ。彼女は病気なんだ！」

「それ、エミリって子の悪口言ってる？」

「なにが？　エミリは俺の見たところ、おそらく不治の病に冒されている……！」

「また……何をトンチンカンなことを言い出すのやら……」

「そうとしか考えられないだろう？　おそらく、エミリは不治の病とかでもう先が長くない」

「人様を勝手に殺そうとするな」

「だから、一人残される俺を慮おもんぱかって、自分の友達を紹介しようとしたのだ……！　エミリ亡き後も俺が悲しみ続けないで済むように……！　わたしのことは忘れて幸せになってくれるのがわたしの幸せだよ、という意思表示っ！　……できるかっ！　そんなことっ！」

「なにそれ？　恋愛小説の主人公気取りか！」

「フミ、お前が言ったように、エミリは俺とずっと一緒にはいられないと悟った……だからこそ！　だからこそなんだ！　俺は思う。俺を傷つけないようにと、優しさからそうしたのでは!?と」

　フミは両手で頭を抱えだした。

「どんだけ自分に都合よく考えてるの!?　絶対違うから、それ！」

　だが、俺にはわかっている。なんといっても、フミは家族も同然なのだ。フミの真意……優しさも俺にはよくわかる。なんだ、今の俺、なんでもわかるな！

「みなまで言うな。わかっている」

「……絶対わかってないだろうけど、何がわかったって言うの？」

「先程から、俺にやる気を出させるために、俺を前に向かわせるために、わざと厳しいことを言っているのだろう？　……フミは優しいな」

「な……ちょっ……！　何言ってんの!?」

「お前のそのさりげない優しさに応えるためにも……俺はエミリに向き合わなければな」

「ぜ、全然、わたし優しさなんて……そういうつもりで言ったんじゃないし！」

「フミ、好きだぞ」

「あふぁっ!?」

「フミのそういうところ、俺は大好きだ。うざい時もあるが……本当は俺のことを思って言ってくれている。わかるさ。家族みたいなものなんだから」

「……く……っ！」

　フミは赤くなるやら青くなるやら忙しそう。

「俺もフミの期待に応えて、必ずやエミリと闇の契約を交わしてみせる……！　応援ありがとう！　ありがとうみんな！」

　フミは照れ隠しか頭を掻かいてみせた。あーもー、とか言いながら両手でわしわし。

「そうじゃないよ！　やめて、キーくん、やる気出さないで！」

「つまり、やる気出せとハッパかけてくれてるんだな？」

「もう、どうしてそうなるの!?　もっと不幸な顔して！　それで諦めて！」

「くくく……いつも笑って前を向け、と……フミはいつも難しいことを言うな。だが、やってみせよう。大好きなフミの言うことなんだからな」

「もー、わたしどんな顔すればいいのよ……！」

　フミはおたおたと挙動不審。

「何度も言うけど、キーくんはボッチのままなら傷つけられずに済むんだよ？　もう諦めなよ」

「それは傷ついてでも前に進め、と俺にハッパをかけてくれているわけか……ありがとうフミ！」

「ちーがーうー！　もう、話聞いてよー！」

　と、そこで俺のスマホが軽やかに鳴った。

　何だか悶もん絶ぜつしているフミを横目に、スマホを確認する。

　エミリから続けてラインが入っていた。

『アサミちゃん達から今日のこと聞いたよ！　色々大変だった？』

『迷惑かけちゃったみたいだね……』

『キミタカくんには色々なこと、全部打ち明けておこうと思うの』

『今からでも会えないかな？』

　今から？

　俺は時間を確認する。

　もう夕食に間近いが……。

　だが、チャンスだ！　俺のこの高まる闇の波動……今なら全ての封印を解いてエミリに開放できるかもしれない。フミに力添えしてもらったお陰だ。

　エミリに言おう。

　俺はエミリがたとえ不治の病に冒されていようとも、絶対に離れはしない、と……！

　お前のこと、絶対に忘れるものかっ！

　そうだ、俺と闇の契約を交わし……そして、共に永えい劫ごうの地獄を生きよう……！

　うおおおおっ！　盛り上がってきたぁあああ！

「ちょっとでかけてくる。フミは家でご飯食べていけばいい」

「……え、ちょっとどこ行くの!?　なんかすごく、すっごく嫌な予感がするんだけど!?」

「大丈夫だ！　フミのお陰で……今の俺は無敵だからな！」

「絶対勘違いだから、それ！　あ、ちょっと待って！　わたしこんな格好じゃ出られないから、ちょっと着替えるから！」

　ついてくる気か。

　だが……今はまだその時ではない。

　まずは俺の思いを誰にも邪魔されず伝えなければ！

　俺はフミの声援を背中に受け、エミリの待つ廃工場へと向かう。





　　　　◆






　俺の家から自転車で数分の距離に、何年も放置されている廃工場がある。

　元々その一帯は全部町工場だったのが、次第に住宅地に取って代わられ、今ではほとんど痕跡が残っていない。その廃工場と二、三軒のネジ工場や板金工場が残るのみだ。

　そんな廃工場をエミリは待ち合わせ場所に指定してきた。

　夜にはお化けが出るとかいう噂うわさで有名なスポットだ。テレビだかユーチューバーだかがよく乗り込んできてはキャーキャーやってるらしい。エミリもそれで知ったのか、そこはよくわからないが。

　いずれにせよ、俺の家から近いから助かる。

　この時間だともちろん人ひと気けは無い。

　本来、こういう場所は関係者以外立ち入り禁止のはずだが、ここは敷地内に自由に立ち入れてしまう。それをいいことに、よくバカップルが入り込んで肝試しとかいちゃいちゃしていた。

　つまり、だ。

　ここは隠れたデートスポットなのだ。

　今にもホッケーマスクの殺人鬼が出てきそうな、いかにもマフィアが裏切り者を処分するのに使いそうな、そんな雰囲気が吊つり橋効果的な素敵などきどきをもたらす場所。

　そんな場所を待ち合わせ場所に指定するとは……エミリ、まさか勝負をかけてきたのか……？　決心がついたと俺に告白するために……？

　そして、この人気の無い場所で、その、契約のなんていうか儀式的なことを……!?　具体的に言うと、チューくらいいくんじゃないか!?

　想像の翼を広げるとわくわくして胸が高鳴る。

　ていうか、緊張する。

　どくん、と俺の中でうねり出す、抑えがたい衝動。

　この場所は闇の領域に近い……！　そのせいか、闇の波動も大興奮だ……！

　いや、参ったな……！　これが覚醒の時か……！

「……キミタカくん？」

　どこからか囁ささやき声がする。

「……来てくれたの？」

　エミリの声だ。どこかかすれるように小さいが、たぶんエミリの声。

「ああ、俺が来た。どこにいるんだ？」

「……一人で来たの？　側そばに誰かいない？」

「うん？　もちろん俺一人だが？」

「そう……誰かにここへ来ることは伝えてある？」

「いや、ラインを見て即ここまで来たからな。誰にも言ってない」

「……じゃあ、キミタカくんがここに来ていることは他に誰も知らないのね……？　いいわ、こっち！　中に入ってきて……」

　ぽっ、と廃工場の中に明かりが灯ともった。工場内の一区画が照らされているようだ。こんなところに電力が来ているのだろうか？

　廃工場の真っ暗な影の中に浮かび上がる明かりを目指して、俺は中に入り込む。

　金属の軋きしむ音があちこちから聞こえてきた。

　ほこり臭い。そして、鉄臭い。まるで古い血の跡でもあるかのようだ。

　身震いする。薄寒さを感じたからだ。風だろうか？

「……よく来てくれたわね」

　廃工場内の一室。裸電球に照らされるがらくたの積まれた広い空間にエミリはいた。

　銀色の髪を垂らして佇たたずむその姿は一枚の絵のように素晴らしい。背景が薄汚れた廃工場でなければもっとよかった。

「……えっと……なぜこんな場所に俺を呼び出した？」

　わざわざ人ひと気けの無い暗い場所に、男女二人きり。

　邪魔者はいない。

　もう予想はついているが、俺は確認のために問いかける。

「キミタカくん、今日アサミちゃん達と会って、色々知っちゃったでしょう？」

「色々知った？」

「ハッピーハートのこととかゴールデンチェリーのこととか」

「ああ……レンタルフレンズのキャスト達が集めているものだとか、俺がそのハッピーハートをいっぱい出すとかか」

「それに、わたし達の正体とか」

　ゆらり。とエミリが俺に近付いてきた。

「……わたし達のこと、あんまり知られたくないのよね……」

「……うん？」

　銀の瞳が俺を見上げてくる。

　美しい輝きだ。その美しさは人間離れしている。

　……いや、この子は本当に人間なのか？

「……その瞳、カラーコンタクトか？」

「ううん？　素だけど？　どうして？」

「いや、あまりに綺き麗れいだから」

「……ありがとう」

　エミリは微笑ほほえんだ。冴さえ冴ざえとした笑み。

　俺はその微笑みに震えを覚える。

　唾を飲み込み、喘あえいだ。

「……俺に何をする気だ？」

「……口封じってことになるかしら」

　エミリは真顔になり、じっと俺を見つめてくる。

　その眼まな差ざしに射い貫ぬかれたような気分だ。動けない。

　互いの動きが止まり、間ができた。首の後ろがちりちりするような感覚。

　……これはあれか？　先に動いた方が……死ぬ……!?

　と、電光石火！

「本当にごめんなさい！　どうか今回のことでレンタルフレンズのこと嫌いにならないで、またわたし達をレンタルして欲しいの！」

　エミリが雷のような速さで頭を下げてきたではないか。その速度、俺の横を一陣の突風が吹き抜けるがごとく。もしも俺の後ろにゴールネットがあったら、たぶん一歩も動けぬまま、ネットを揺らされていたであろう。あまりの素早さに俺は身動みじろぎもできず、呟つぶやくのみだ。

「……今回のこと？」

「アサミちゃん達がキミタカくんのことを知って無む理り矢や理りレンタルされに行ったでしょう？　それでキミタカくんがレンタルフレンズそのものに不信感を抱いて、もう二度と利用しないと思ってるんじゃないかな、って心配で。だからまず謝らせて欲しいの！　本当に迷惑かけてごめんなさい！」

「迷惑……」

「突然、キャストに押しかけられて迷惑じゃなかった？　こんなのに関わるんじゃなかった、とか嫌な思いさせちゃってたら、わたし……」

　なるほど、普通はああいうことがあったら怪しんだり懲りたりして、距離を置こうとするものなのか。でも、俺は……。

「……あ、ああ、いや？　全然気にしてなかったけど？　むしろモテすぎてしまって困ったな、くらいの感覚だった」

　間抜けすぎる。これからもレンタルフレンズ利用する気満々だったしな。

　だが、俺は気を取り直す。

「……く、くくく……だが、そこまで俺を手放したくないとは……俺が必要なわけだ。エミリにとって俺は大事な相手という」「だって、これでキミタカくんがレンタルしてくれなくなったら、わたしのノルマ楽々達成計画が台無しになっちゃうし！」

　もの凄すごい食い気味にエミリが言う。

「うん？　ノルマ？」

「わたし、キミタカくんがいないと……ダメなの！　だから、レンタルするの止やめないで！」

　エミリは平身低頭、頭を下げて身を屈かがめる。それから頭を上げ、両手を可愛かわいく合わせて、お願い♡のポーズ。……くっ！　これが上目遣いの破壊力……！

「それとー、どうかわたし達のことは黙っててくれる？」

「ほう？　秘密の共有か……？　ハッピーハートのこと？」

「わたし達が天使だってバレたら天界から怒られちゃうの。始末書書かなくちゃだし、面倒なことになるから……」

「え？　天使？　天界？　何言ってるんだ？」

　話が見えない。俺はまごついてしまった。

「何か変だとは思わなかった？　ハッピーハートがキミタカくんの体からどうやって出てくるのかとか、どうしてわたし達レンタルフレンズのキャストがそんなことを知っているのかとか……」

「それはまあ……」

「もう言っちゃうとね？　わたし達は天界から派遣されてきた天使で、天界のために人間の喜びの感情……すなわちハッピーハートを集めていたの」

「え？　え？　ちょっと待ってちょっと待って。ほんとに天使って……」

　俺は間の抜けた声を出しそうになって、エミリの眼まな差ざしを意識した。

　俺のことを、わかってくれる人だと信頼している目。天使だと打ち明けても受け入れてくれると信じている目。

　それを失望させたくない。だから、俺は知ったかぶって見み栄えを張る。

「ク、ククク……！　天界？　やはり……エミリは光の陣営だったのだな！」

　薄々、まあ、外見的なところで光属性っぽいとは思っていたが……。光側の天使と闇の契約を結ぶとか、なんか俺、すごく主人公っぽいな！

　俺は内心を押し隠し、クールに話を進める。

「……で、天界とやらはハッピーハートを集めてどうしたいのだ？　いっぱい集めると強大な神でも召喚できるのか？」

「うん？　いや、ただ好きなだけだと思う」

「好き？　人間の喜びの感情が、ということか？」

「そうね。人間の幸せや喜びが、天界の、まあ、わたし達天使を遣わした高次元の存在、神とか古き者共とか営業部長とかそういう感じの人達？の好物なんだよ」

「好物って……食べるのか？　このハッピーハートを？」

「実際に食べてるわけじゃないと思うけど、わたし達は言われたとおりにハッピーハートを集めて天界へ納品するのがお仕事なわけ」

「それで、俺にハッピーハートをいっぱい出せとか言っていたのか……。天使は人間を喜ばせてハッピーハートを手に入れたい、と」

「そうね。で、人の感情の中で最もハッピーハートを出しやすいのが、恋とか愛によって生じる喜びの感情なの。彼氏彼女ができた時なんかが最もハッピーな気持ちになるのね。そこで、わたし達は昔から人間達に干渉して、うまく恋人同士になれるように裏でお膳立てしたり誘導してたの」

「恋のキューピッドという奴やつか……。恋人同士をくっつけてハッピーハートを手に入れるための」

「でもねえー。それってすごく手間がかかって大変なのよ。人間同士をうまく結びつけるのに時間も労力もいっぱいかかっちゃう。一組の恋人を成立させてハッピーハートを入手するのに一大プロジェクトを立ち上げなくちゃいけないくらいなんだから」

　エミリは肩を竦すくめた。

「まあ、昔の天使達はそうやって頑張って貴重なハッピーハートを集めてたわけ。でも、最近はノルマが厳しくなって……ハッピーハートをもっと集めろって無理難題！　そこでわたしは考えたの。なにも本当に恋人同士にならなくても、一時的な恋人が相手でもハッピーハートは発生するんじゃないかって」

「一時的な恋人……レンタル彼女か！」

「そうそう！　で、試してみたら、大当たり。一時的な恋人と仲良くしても人は幸せを感じるし、ハッピーハートは手に入った」

　エミリは、ふふん、と胸を反らしてみせた。

「これならハッピーハート集めにかかる時間や労力を大幅に削減できる。ノルマ分のハッピーハートさえ集めちゃえば、あとはこっちの世界で好きに遊んで暮らせちゃうんだよ？　ラッキー！って思ったね！」

　俺はその口ぶりにふと尋ねた。

「こっちの世界の方が好きなのか？」

「もっちろん！　色々面白いものが見られるもの！　ご飯も美お味いしいし！」

「天界と言われると幸せなところというイメージなのだが、それでもこちらがいいのか」

「そりゃあね、天界は綺き麗れいで秩序だっているけど、退屈で……ゲームも何年も前の古いのしかないし、ネットにも繋つなげられない！　アニメはキテレ○の再放送ばっかりだったし！」

「どこかで聞いたような土地の話だな」

「最近は改善されたけど。ワンピー○とちびまる○ちゃんの再放送ばっかりになったからね。……そんなことはいいの！　ともかく！　今までより簡単にハッピーハートを手に入れる手段を見つけたわたしは、レンタルフレンズっていう仕組みを考えたわけ」

　俺は額に指を添え深く考え込んだ。

「……先程の話だとレンタルフレンズのキャストは天使だということだったな……？　なぜだ？　人間のキャストはいないのか？」

「人間をキャストにすると、色々ハッピーハートのこととか教えないといけなくなるでしょ？　集める目的とかも。そうなると必然的にわたし達の正体も問題になってくるわけで……わたし達天使がこの世界で活動してるのってなるべく表沙汰にしたくないの。だから、よっぽど信頼できる人間じゃないとキャストにはできないのよね……」

「……なるべく秘密を知る者は少なくしたいわけか……情報隠蔽の基本だな。でも、どうしてそこまでして天使の存在を隠したいのだ？　……実はこの世界を侵略しようといったやましい目的があるのか？」

「まさか！　そんなことしたらせっかく見つけたこの世界がめちゃくちゃになっちゃうじゃない！　天界は人間から喜びの感情を強奪して荒廃させたいわけじゃないの。全ての人を檻おりに入れて幸せになっちゃうおクスリをその口に突っ込み続ければそれでいい、っていうわけじゃないのよ。それと似たようなことをして、昔、失敗したそうだからね」

「……なんだか怖いことしてるのか、天界って……」

「今はそんなことしてないよ？　ただ、やっぱりわたし達みたいなこの世界の外から来た存在がいるってことが表沙汰になったら、活動しにくくなるだろうし……だから、キミタカくんにもお願いしたいの。わたし達のこと言い触らしたりしないで、秘密にしておいてねって」

「くくく……まあ、いいだろう。天使のことを口にしたとて、俺に何の益があるわけでもないだろうからな」

　どうせ俺の言うことなど、誰もまともに取り合ってはくれまい。フミなら話くらいは聞いてくれるだろうが、まーた始まった、的対応を取られるだろうし。

「まあ、そういうわけで人間をレンタルフレンズのキャストにするよりも、わたし達天使が自らレンタル彼女役をやればずっと安全でお手軽にハッピーハートが集められると思ったのね。それで、知り合いの天使の子達に声をかけてキャストになってもらったってわけ」

「……アサミとカオルも天使なわけか。わざわざ他の天使に声をかけないで、一人でやればハッピーハートを独占できるんじゃないか」

「それだとお客さんの多様なニーズに応えられないから……大勢でやった方が結局は手に入るハッピーハートの総量が増えるはず。それでも、わたしが声をかけた天使の中には昔ながらのやり方でハッピーハートを手に入れたいって子もいたから、そこまでレンタルフレンズに参加してくれてる天使は多くないんだけどね」

「……で、アサミ達は俺のことを知って自分達も俺からハッピーハートを手に入れたくてやってきた、と……」

「ごめんね？　もしかしたら伝説のゴールデンチェリーを見つけたかもしれないと思ったら、嬉うれしくてついアサミちゃん達に言っちゃったの」

「……ククク……いや、ならば良かった」

「よかった？」

「君が、自分亡き後俺に悲しい思いをさせないために敢あえて身を引こうとしていた、などという悲しいお話ではなくて本当に良かった……という意味だ。良かった、不治の病に冒されたエミリはいなかったんだ」

　エミリはそう聞いてもピンときていないようで、

「うん？　うん、そうだね、よかったね……？」

　小首を傾かしげながら応えた。一瞬、間が空いて、

「……で、ここまで明かした上で相談があるんだけど……」

　エミリは秘密を打ち明けるような小声で続ける。

「……キミタカくん、わたし達の賞品になってくれない？」

「商品？　え、俺を売るのか？　誰に!?」

「賞品っていう言い方は悪いけど……キミタカくんはわたし達天使にとって特別な存在なの。誰もがキミタカくんからハッピーハートを手に入れたい……そう願うほどの重要人物なのよ」

「くくく……褒めるな褒めるな！」

　俺は額に指を添えつつ、天を仰ぎ見るように頭を上げた。

　単に俺がハッピーハート大量製造器だから重要視されているとか全然思わない。

　俺の闇の波動が天使達を引きつけてしまうというだけの話だ。つまり俺には特殊な力があるという証あかしなのだから、気分が悪いわけがない。

「……で、その特別な存在であるこの俺を賞品にする、とは？　どういう意味だ？」

「今みたいに、天使達の誰もがキミタカくんにレンタルされようとしてやってきたらどうなると思う？」

「いや、そんな、まさかと思うが……もしや俺がモテモテに？」

「そうね。引っ張りだこになって四六時中ハッピーハート出しまくりになると思う」

「そうかー、薄々俺のモテ期と感じてはいたが……俺はそこまで女子に拘泥しない冷たい男なのに参ったな……体が保もたないぞ」

「本当にそうなのよ。キミタカくんの体が保たなくなる」

「……うん？」

　なにか不穏な雲行きになってきた……？

「ゴールデンチェリーは異性と恋人になったりすると常人とは比較にならないほど舞い上がってハッピーハートを大量に発生させる。でも、いくらゴールデンチェリーでも何十人何百人と何千何万回も恋人になったり別れたりを繰り返していたら、摩耗する……。恋人ができても喜びの感情が湧かなくなってきてしまうの」

「……慣れてしまう、ということか？」

「そうね……無感動で感情の欠落した存在になってしまうかもしれない。人を人とも思わない、他者の喜びや痛みに共感することもない怪物になってしまうかも」

「まさか！　女子にモテすぎたくらいで怪物になぞ……」

　モテる奴やつはみんな心を失った怪物だとでも言うのか？　そんなわけない。ないよな？

　だが、エミリは伏し目がちに首を横に振る。

「……大昔、この世界にゴールデンチェリーがまだ豊富だった頃、そういうことがあったのよ。その頃、わたし達天使の作った永久無限ハーレムで、ゴールデンチェリー達は常に異性とのドキドキやラッキースケベと遭遇していたの。それで得られたハッピーハートは膨大な量に上ったわ。天界にとっては一種のゴールドラッシュね。ゴールデンチェリー達はそうやって大量のハッピーハートを放出し続けていたけれど、ある日終わりが訪れた。彼らは異性との出会いや結びつきに喜びを感じなくなってしまったの。もう飽きた、と。そして、ふう、やれやれ、とばかりに無感動で機械的になっていった……。この所せ為いでそれまで大量にいたゴールデンチェリーはその数を激減させ絶滅、多くの者が最強を目指したり異世界に転生したりしてしまったわ……」

「……なんだかよくわからないが、俺もそうなる、と？」

「このまま皆がキミタカくんからハッピーハートを手に入れようとしてきたらね」

「……せっかく天使達を引き寄せる特殊能力を手にしているというのに、それを失ってしまうというのか……！　具体的に言うと、モテなくなってしまうのか……！」

　そう思うと、流れよ血の涙。

「わたしも、そんなキミタカくん見たくないの。……せっかくのゴールデンチェリーを摩耗させちゃうのももったいないし……。キミタカくんにはこれからも長く幸せや喜びを感じてもらいたいな。……それで、出てくるハッピーハートはわたしに、ね？」

　エミリはにこっと俺に微笑ほほえみかけてくる。なんて透き通るような笑顔だ。まるで邪気を感じない。さすが天使といったところか……。言ってることはかなりちゃっかりしてるけれど、それも全部許してしまえる。

「……しかし、俺を狙ってやってくる天使達がいる限り、俺もふうやれやれになってしまうのは時間の問題なのだろう？」

　嫌だなあ。

「そ・こ・で！　キミタカくんには賞品になってもらいたいってわけ」

「……くくく、なるほどな。読めてきたぞ」

　エミリが何言ってんのかまったく意味はわからないが、とりあえず言っておいた。

「さすがキミタカくん、察しがいいね！」

　エミリははしゃぐように応える。

　俺は鷹おう揚ように頷うなずきつつ、ふと眉を顰ひそめた。

「……だが、まだ少しわからないところがある。俺が賞品になるというその理ことわりについて、詳しく説明してくれ」

　エミリは、いいよー、と素直に応えて、

「……キミタカくんが天使達から狙われるのは、キミタカくんが誰のものでもない自由な存在だから。誰のものでもないんだったら早い者勝ちでハッピーハートをたくさん出させればいい、って皆考えるよ。でも、キミタカくんが誰かのものだったら……？　この場合だと誰か特定の一人としかレンタル契約を結ばないと決められていたら？」

　俺に問いかけるように首を傾かしげる。

「……人のものに手を出したら喧けん嘩かになるだろうな」

「そうね。争いが生じる、手を出すとリスクがある。そうなるとキミタカくんに手を出そうとする天使達も躊ちゆう躇ちよする。牽けん制せいになるわ。少なくとも、やりたい放題、キミタカくんからハッピーハートを手に入れようとする天使は減るはずよ」

「……くくく、そこまではわかっている。俺が知りたいのはその先だ」

「だから、キミタカくんとレンタル彼女になる権利を賭けて、レンタルフレンズのキャスト達でバトルをしようと思うの！　そのバトルに勝った者だけがキミタカくんのレンタル彼女になれることにしてね」

「……それだと、俺は賞品として、自分の意志とは無関係にレンタル彼女を決められてしまうということか？」

　好きなキャストをレンタル彼女に選ぶことができなくなってしまうのか？

　これでは俺は何のためにレンタルするのか意味がわからない。ハッピーハートを献上するためだけにレンタルしろと言われているようなものだ。エミリをレンタル彼女に選ぼうとしても許されないのでは、意味が無い。

　と、エミリは微笑ほほえんだ。

「そこはキミタカくんの意向も尊重するよ。なんといっても、誰がそのバトルで優勝するのかを決めるのはキミタカくんなんだから」

「なに？」

「キミタカくんは賞品かつ審査員、ってこと！」

　まーたわからんことを。

「……くくく、なるほどな……！　そう来たか！」

　どう来たのだ。さっぱりわからんが言っておいた。

　エミリはどこか得意げに言葉を続ける。

「バトルのやり方はこう。バトルに参加するキャストはそれぞれキミタカくんにレンタルしてもらってデートをするの。それでキミタカくんが一番ドキドキしたデート、嬉うれしかったデートをした者が優勝！　これなら、キミタカくんの意志も反映されると思わない？」

「……つまり、俺からハッピーハートを一番引き出したデートをしたキャストが、これからも俺がレンタルし続けるキャストになるのか。……だが、その審査のために一々デートをしなくてはならないとなると大変そうだな……」

「そこの点は心配しないで！　今、キミタカくんがゴールデンチェリーだと知っているのは三人だけ。アサミちゃんとカオルちゃん、そしてわたし。たぶん、このバトルに参加するのはこの三人だけだから。そんなにキミタカくんに何度もデートさせて負担を増やすことはないと思うよ」

「……そうなのか？」

「他の子達はキミタカくんを巡ってバトルしまーすって告知しても無反応だからしょうがないね！」

　……ククク……まあ、俺がゴールデンチェリーだと知らなければ、あえて俺のレンタル彼女になりたいという天使もいないか。

「というわけで。誰が一番キミタカくんのレンタル彼女を演じきれるかというこの勝負、ベストデートバウトに、キミタカくん、協力してくれる？　……それともデートするのイヤ？」

「ふむ……」

　俺は考え込む。

「……ベストデートバウト……エミリはどうしてこれをやりたいと思うのだ？　俺から発生するハッピーハートを独占したいのなら、こんなことをしなくてももっと他にやり方があるだろう？」

「うーん、それだとフェアじゃないっていうか……その……」

　エミリは、つ、と目線を逸そらした。

「……キミタカくん、今日、アサミちゃん達にいっぱいハッピーハート出してあげたんだよね？」

　出してあげたというか出てしまったというか。俺自身は全っ然少しも女の子が側そばにいるくらいで舞い上がっていないつもりなのだが、奇妙なことにハッピーハートとやらは勝手に出てしまうらしい。

「……それで……ハッピーハートがいっぱい出たっていうことは、キミタカくんにとってもそれがすごく楽しかったってことなわけで……キミタカくんも一緒にいてよりハッピーな気持ちになるレンタル彼女の方がいいよね？」

「それは……」

「……一回のデートでより多くのハッピーハートを出せる子がレンタル彼女になった方が、天界としても望ましいから……でも、わたしだってアサミちゃん達に譲るつもりはないんだよ」

　エミリはにこっとしながら力強く言った。

「わたしがキミタカくんにとって一番のレンタル彼女だって証明して、キミタカくんに堂々とレンタルしてもらうの。アサミちゃん達には悪いかもしれないけれどね」

「……俺を譲る気は無い、と……そこまでエミリを本気にさせてしまったか……」

　俺という存在は、エミリの独占欲を刺激してしまったようだ。まったく、罪な男だな。

　そこで俺はエミリの思いに気付いた。

「それはつまり、俺と闇の契約を結ばんとする強い決意の表れだな」

　この前の俺の告白……闇の契約者となれという呼びかけにイエスで応える、という明確な意志がそこにはあるのだ。きっとそう。

　そう言われて、エミリは慌てたように頭かぶりを振った。

「あ、あの、別にそういうのじゃないからね？　大体、天使はいつか天界に戻らなければならないんだから、キミタカくんと、その、闇の契約？を結んでもいつかは……」

　視線を落として、声も途切れる。そして、ぽつりと、

「……ずっと一緒にはいられないから」

「なんだと。俺と闇の契約を交わしたとしても、永えい劫ごう続く戦いの螺ら旋せんに共に身を投じることはできないというのか……！」

　俺は、ずっと一緒にはいられない、というエミリの言葉に激しく動揺してしまった。だって……本当の彼女にはなれないってことじゃないか！

「天め！　天界め！　いつもいつも俺の覚醒を妨げんと介入してくる……！」

　と、エミリが努めて明るい笑顔で言い出した。

「あー、それに、ね？　ハッピーハートをたくさん集めて天界に納品してればボーナスとかもらえるかもしれないし？　だから、わたしがこのバトルに参加する主な目的はそっちかなー。キミタカくんにこれからもレンタル彼女にしてもらって、ハッピーハートを納品し続ければ、ご褒美もらえると思うんだよね」

　そして、俺の表情を窺うかがうように上目遣い。

「……キミタカくんのことを他の人に渡したくないとかそういうあれとは、その、ちょっと違うからね？」

「ボーナス……？　給料の半年分とか？」

「ううん、天界からのボーナスというかご褒美っていうのは、もっと魔法的なサムシングで……まあ、何か願いを一つ叶かなえてくれる、みたいなものかな」

「願い……エミリには何か叶えたい夢があるのか。それは一体……？」

「それはまだ考えて……ええと、秘密！」

　言い淀よどんだエミリは、最後悪戯いたずらっぽく片目を瞑つぶってみせた。

　……エミリにはそのボーナスとやらで叶えてもらいたい譲れぬ思いがあるのだろう。ベストデートバウトで勝ち抜く決意を固めるほど、強くて秘めた願いが。

　……エミリがそんなにしてまで叶かなえたい願いとは何だろう……。

　そこで、俺は息を呑のんだ。

　わかってしまったからだ。

　エミリがハッピーハートを費やして叶えたい願い。なんていじらしい……！

　エミリは俺と闇の契約を結ぶことを決意したものの、いずれ天界へ帰らねばならないから、結局俺と添い遂げることはできない。

　だが……天界へ帰らなくても良くなればどうだ？

　ベストデートバウトでエミリが優勝し、今後俺からハッピーハートを天界へ納め続ければ、いつかエミリにはボーナスが与えられる。

　そのボーナスで叶えてもらう願いとは……おそらく人間界に留とどまれるようにしてもらうこと……！　それも半永久的に……！　言ってみれば堕天だ。天使を止やめてまでこの世界に留まり……この俺と闇の契約をまっとうできるようになろうということか……！

　エミリの真意に気付いた俺は、額に指先を添え、天を仰ぐ。

　何という覚悟……！

　立場を捨てて俺を覚醒させ、共に闇と光の戦いに身を投じるつもりなのだ。

　しかし、そんなことを当の俺に打ち明けるのは恥ずかしくて言えないから、先程のように口を濁したのだろう……。

[image: ]

　これで全て見えた。

　ここは俺が察して協力し、エミリを助けなければ……！　エミリの夢を叶かなえてやるのだ……！

「……俺がベストデートバウトの賞品となって協力する件、全て了解した」

　俺は厳かにエミリに告げた。

「任せておけ」

「わー、いいの？　ありがとう！」

　エミリは嬉うれしそうに笑う。この微笑ほほえみの下に、あんな決意を秘めているとは……俺以外誰も想像できまい。

「正直、キミタカくんがわたし達のベストデートバウトに協力してくれても、そこまでメリットないと思われて断られちゃうかと心配してたんだ」

「……くくく……みなまで言うな。いくらでも協力してやるとも」

　そして、晴れて俺と闇の契約を交わすのだ……！

「うん？　そう？　本当にありがとう？」

　エミリは微笑みながらも小首を傾かしげている。

　こうして誰が最も優れたレンタル彼女かを決めるデート勝負、ベストデートバウトが始まった。
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第４章　天下一デート会









　翌日。

　俺の下にエミリからのラインが入っていた。

『ベストデートバウト、今度の週末にやります！』

『アサミちゃんとカオルちゃんにも連絡しといたから』

『正々堂々恨みっこ無し！』

『あ、それからわたし達のレンタル料は４５０円に負けておくね♡』

　金取るのか。

　俺もラインを返す。

『こちらは協力する立場なのだが……』

　エミリからの返事は光るコインの山。

『現金でお願いしまーす♡』

　世知辛い世の中だ。

「おう、どうした鷹たか司つかさ。エロ動画でも凝視してるみたいな真剣さでスマホとにらめっこして」

「誰がだ！　……あ、高たか橋はし……すまない」

「うん？　どうした？」

「いや、なんか、ほんと、俺だけ先にモテてしまって……申し訳なくてな」

「お？　なんだ？　なんだなんだ？　喧けん嘩かか？　喧嘩するか？」

　などというくだらない日常を営むのももう少しだ。俺は間もなく闇の眷けん属ぞくとして覚醒してしまうのだから。そう思うと、高橋が無礼なことを言ってくるのも愛いとおしいくらいだ。

　さらば！　俺のつまらない、そして愛すべき平凡な日々よ……！

　そうしてじりじりしながら待ち焦がれた週末。

『ベストデートバウトの会場はこちらで決めちゃっていい？』

『お任せでいいんだよね？』

　そんなエミリからのラインに、俺は鷹おう揚ように返す。

『ああ、場所は好きにしてくれ』

『じゃあ、アキハバラ！』

　ラインで食い気味に即、返しが来た。

『本当に好きだな』

『アキハバラならわたし達の個性も全部生かされるからね』

　というのは建前で、おそらくまた自分の行きたいところにしただけなのだろう。そういう点はちゃっかりしている。

　こうして俺は、指定された地、再びのアキハバラに立っている。

　エミリ達とは電気街口改札で待ち合わせのはずなのだが、まだいないようだ。

　と、

「せーんぱい！」

　背後から抱きついてきた者がいる。ぴったりと肌で感じるこの体温。

「ちょ、アサミか」

「えへへ、わたしで今日はうーんと楽しんでくださいね！」

　うおわっ！　背中がもぞもぞする！

　アサミが指で文字を書いているようだ。

　やめて、弱いの。が、ここで弱みを見せるわけにはいかない。かっこいい俺を維持しなければ。俺はきりっとした顔を作った。

「……ククク、無駄だ。無駄だから止やめろ。止めてください。というか何の真ま似ねだ？」

「先輩、背中になんて書いてるか当ててください」

「……ほう？　俺に挑むか？　闇の眷けん属ぞくとして肌の敏感さは常人の数倍以上、感じやすさで右に出る者がいないこの俺に……！」

　俺は背中に意識を集中する。

「ノー……パ……ソ……」

「ん、です」

「ん？」

　ノーパン？

「今日のわたし、です」

「んん!?」

　アサミがぐっと背伸びして、俺に耳打ちしてきた。ひそひそと小声で。

「……この前見られちゃいましたから……今日は絶対に見られないように、はいてきませんでした」

「それは間違った対処法じゃないかな!?」

「……わたしにこんな格好させてるのは先輩なんですよ？　先輩の所せ為いなのに……今日は責任を取って、わたしが無事に過ごせるよう守ってくださいね」

　俺は改めてアサミの格好を見て、

「……そんな危険な装いをしている時に限って、なぜそんなにミニなんだ」

「それは先輩にいっぱいドキドキしてもらおうと思ってですよ。どうです？　可愛かわいいでしょう？」

　そう言ってミニの裾を僅かに持ち上げ、にっこりする。

　おおお！　あぶないあぶないあぶないっ！　ふとした風で舞い上がりでもしたらアウトじゃないか！　超アウト！　俺はアサミのミニの裾を押さえようと手を伸ばす。あ、これ、ラッキースケベの神様がいたら、こけてスカートの中に手突っ込んじゃうやつだ。

　神はいなかった。

　俺の慌てぶりを見て、アサミがその笑みを悪戯いたずらなものへと変えたのだ。

「……なーんて、ウソですよ」

「……ウソ、だと？」

「はいてないとか、そんなわけないじゃないですか、変態じゃあるまいし……。あれあれぇ？　先輩？　え？　もしかして……本気にしてたんですか？」

「……ククク……何をバカな……」

　俺は伸ばしかけていた手を、わけもなくグーパーして血の巡りをよくしてみた。

　アサミは片手で自らの口を覆う。笑みを隠すかのようだが、その下がったまなじりは隠せていない。

「……期待しちゃったんですかぁ？　女の子がはかないで自分に抱きついてると思って……ドキドキしちゃいました？」

「年下相手にそんなこと感じない、ですよ？」

「またまた無理しちゃってぇ……えへへ、ほんとに先輩ってチョロいんですから」

　俺の反応に、満足げに頷うなずくアサミ。

「これなら、今日もハッピーハートいっぱい出してもらえそうですね。……今日はよろしくお願いします！」

　アサミは俺から離れ、改めて頭を下げてきた。

　俺はさも心配げな顔と口調を作る。

「……大丈夫か？」

「はい？　何がですか？」

「ウソ、とか言っておいて実は本当にはき忘れているとか。で、はいてるつもりでミニの中を見せつけたら丸出しだったとか……アサミはそういうことしそうだからな」

「……この前のこと言ってるんですか」

　アサミの声が低くなる。

「悪いことは言わん。クマのパンツははいておけ」

　頬ほおが膨れた。

「……先輩って意地悪ですよね！　しかも目線がなんかむっつりしてて気持ち悪いです！　そういうところ嫌いなんですよ！」

「せ、せっかく気を遣ってやったのに酷ひどいな！」

　アサミはむくれたままだ。

「嫌なところは嫌なんです！　嫌い嫌い大嫌い！」

　ぐっ……！　俺は思わず下唇を噛かんでしまう。その上、俯うつむいてしまった……。

　連呼されると結構傷つく。と、アサミは俺の様子を窺うかがうように小首を傾かしげた。

「……あれ？　先輩、凹へこんでます？」

「ク、ククク……！　何をバカな……俺が年下の女の子に嫌い嫌い言われたくらいで精神的ダメージを受けるわけが……！」

「そうですか？　すごい気にしてるんじゃないですか？　……つまり、わたしに嫌われたらショックなんですよね？」

　首を傾げたまま、俺の目を覗のぞき込むように上目遣い。そして、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「……ていうか、ウソですよ」

「ウソ？」

「先輩のこと嫌いだなんてウソです♪　びっくりしたでしょ？　ドキドキしちゃいました？」

　ウィンクしてみせてくる。

　もう、俺はわけのわからないウソに振り回されてばかりだ。やれやれ、と首を振る。額に指先を添えて苦悩するように。

「……ところで、他のみんなは？　エミリとカオルは？」

「ごまかしましたね。まあ、いいです。……他の皆さんはまだみえてませんね。わたしもわかりませんけど……すぐ来るんじゃないですか？」

　アサミは俺に寄りかかって体重を預けながら言った。早くも恋人のように腕を絡めてくる。背の高さの違いがあるので、背伸び感がすごい。

　俺は、ふと浮かんだ思いを口にした。

「……ところで、アサミは何が目的なんだ？」

「はい？　突然なんです？」

「エミリから色々聞いている。アサミ達が天使だということ、ハッピーハートのこと、レンタルフレンズという仕組みのこと……それで、天使はハッピーハートを多く集めるとご褒美としてなんでも一つ願いを叶かなえてもらえるらしいな？」

「ああ、はい。成績が優秀だとそういうボーナスがあったりしますね」

「アサミは、もしこのベストデートバウトに勝ってハッピーハートを大量に手に入れられたら……何か叶えて欲しい願いとかあるのか？」

「それはもちろん……」

　と、言いかけてアサミは目線を上に向ける。

「……恵まれない人達を助けてあげたいんです。そのボーナスを使って」

　へえ。ちょっと予想外に高尚な願いだ。

「……くくく、さすが天使だな」

「この世界から恵まれない人を無くしたい。そう、それがわたしの願いですよ」

「そんな真面目まじめな理由だとは思いもしなかった」

「……ですからぁ、今日はわたしでいっぱいハッピーハート出してくれていいんですよ？」

　小首を傾かしげて俺を見上げてきた。

　……道義的には、アサミが勝った方が良いのかもしれない。きっと多くの人が救われるのだから。

　だが、俺は闇の眷けん属ぞくである。そんな恵まれない人の救済など、光の側にでもやらせておけ、という立場だ。

　だから、別にアサミを贔ひい屓きする必要は無い。というか、してはいけない。

　うん、そうだ。だから、このことは気にしなくていいのだ。終わり！

　などと俺が自分の中で自問自答していると、よく通る声が辺りに響いた。

「君はまた！　また小さい子相手に見境のない……！」

　改札の中ではなく、通りの方からカオルが姿を現した。

　どうやら先について、アキハバラの様子を見て回っていたらしい。

　カオルは俺に白い目を向けてきた。

「本当に、そういうの止やめておけ。捕まってからじゃ遅いぞ」

「ククク……俺のことを性犯罪者か何かのように言うのは止めろ……！　あと、おはようございます」

「ああ、今日はよろしく頼む！　というか、大体キミタカに耐えられる精神を持つのは私だけなんだから、他の子に手を出して被害を出すのは良くないことだぞ」

「カオル先輩、おはようございまーす」

　アサミが手を振って挨拶する。

「大丈夫だったか、アサミくん。めまいや吐き気などの症状は出ていないか？」

「はい？　全然大丈夫ですよー？　どこも悪くないです」

「動どう悸きや発熱などはどうだ？　この前はキミタカの前で真っ赤になるくらい、かなり発熱していたようだが……」

「な……！」

　アサミは言葉に詰まったように立ち尽くす。

「闇の波動の影響が身体の異常として現れたのだろう。いつでも無理せず、何か異常を感じたら休んだ方がいい」

「わ、わたしが先輩の所せ為いで真っ赤になったりドキドキしたって言うんですか!?　いつ!?　何時何分!?　地球が何回回った時!?」

　俺の闇の波動の影響か、早速子供並みの支離滅裂さを発揮するアサミ。いや、子供なのだが。

　アサミの反応に、カオルは戸惑ったよう。目を瞬しばたたいて、首を傾かしげる。

「うん？　私はただアサミくんの体を心配してだな。何しろ、キミタカは体に良くない波動を出しているということだから」

　逆マイナスイオン発生器みたいな扱いを受けて、俺は震える。

　アサミが口を尖とがらせた。

「そんなの、わたし大丈夫ですから。むしろ、今日はわたしが先輩を真っ赤にしたりドキドキさせて状態異常にしてやる日なんです。今日のバウトに問題ありません。ていうか、今日は負けませんからね、カオル先輩！」

「よし、その意気だ！　私も正々堂々、キミタカからいっぱいハッピーハート出させてみせるぞ！」

　力ちから拳こぶしみなぎらせて熱意を示すカオル。

　ふむ。この熱意の源は……？　やはりカオルにもボーナスとやらで叶かなえたい、何か強く欲するものがあるからか……？

　そこで俺はカオルにも尋ねてみる。

「ところで、一つ貴様に問おう」

「む、なんだ？」

「カオルはハッピーハートを集めてご褒美がもらえるとしたら、何を望むんだ？」

「うん？　ああ、願い事を叶えてもらえるというやつか。そうだな……」

　カオルは腕を組み、右手で顎の先を触る。

「……名誉の回復、かな」

「名誉？　勲章でももらうのか？」

　カオルは遠い目をした。

「そういうことではない。……失われたものを取り戻したい、それだけだ」

「……なるほど。そういう事情か」

　何がなるほどなんだかわからないが、俺は深く頷うなずいてみせた。そして、

「構わん、続けろ」

　超上から目線で促す。

　カオルは淡々とした声だ。

「……私の家は昔から有能な天使を輩出してきた、いわゆる名家というものでな。代々、人間達を結びつけてはハッピーハートを生じさせる手腕に長たけていた」

「カップル成立率１００パーセントのキューピッドといったところか？」

「ああ、特に姉上は名人なんだ。どの人間とどの人間が恋に陥りやすいか、正確に見抜く。そして、彼らをいつどのタイミングで引き合わせるかの判断力も。その介入は最小限で、でも手に入れるハッピーハートは最大だった」

　そして、ふっ、と笑う。

「でも、私はそういう人の機微を読むことが全然ダメでな。全くハッピーハートを手に入れられていないのは前に話したとおりだ」

「そうか……成績が悪くて姉に怒られたりしたのか？」

「いいや。姉上は優しいからな。むしろ、いつも庇かばってくれたよ。両親や親族から、私が不出来な妹と失望されたり落胆されたりしていると、必ず言ってくれた。今はまだできないだけで、カオルはきっとその内優秀な天使になる、と。多くの人を喜ばせ、ハッピーハートを手に入れるようになる、と」

　カオルは首を横に振った。

「……未いまだになれていないけれどな。姉上にそう庇われている間、私はいつも俯うつむいていたよ。自分が不ふ甲が斐いなくて。前を見れなかった。姉上に顔向けできない……」

　そして、きっ、と顔を上げた。

「……だから、私は前を向けるようになりたいんだ。ハッピーハートを多く手に入れられるようになって、姉上に恥じない天使になりたい。対等の……姉上と共にいられるような天使になりたい……！」

「……そのために俺が必要か」

「そういうことになるな。今日のベストデートバウトで勝って君のハッピーハートを手に入れ、姉上や家の者達と胸を張って向き合えるようになりたい。もう顔を俯けたまま生きたくはないんだ」

「……そうか」

　俺は言葉少なに応えた。

　カオルの事情はわかった。誰もが事情を抱えている。

　何とかしてやりたい。そんな気持ちが芽生えていた。前を向いて生きたいというカオルの切実な願いが伝わってきたからだ。

　だが、それではエミリの願いはどうなる？

　この俺と闇の契約を交わすために、天使の羽根を捨てて堕天してまでもこの世界に留とどまり続けたいという一いち途ずな想おもいは？

　アサミの願いはどうだ？

　この世界から恵まれない人々を無くしたいという、幼いくらい純心な理想は？

「くくく……誰かを助けるためにとか前を向くためにとか愚かしいことよ……」

　俺は闇の眷けん属ぞくとして乾いた笑いを漏らす。

「……だが、その愚かしさこそ人間か……天使だけど。俺もまだ人を辞める前なのだからせめて人間らしく振る舞ってやろうではないか……！」

　ただ、誰を選択するべきか……おっぱいでいえばカオルだが一々エロいことしかけてくるのはアサミだし、俺に一いち途ずなエミリなら頼めばおっぱい触らせてくれそうなところもポイント高い……くく、我が闇の波動、止められぬ……！

　俺が選ばれし者の苦悩を感じていると、

「あ、キミタカくん、みんな、おはようー！」

　エミリが姿を現した。カオルと同じように改札の中からではなく、通りの方からだ。

　豪ごう奢しやな銀の髪は人目を引く。思わず見み惚とれた人々が、道行く足を止めていた。

「皆もう来てたんだね。待たせちゃったかな？」

　俺は最大限かっこつけて言う。

「くくく……この俺を待たすとはな……俺も」「エミリ先輩、おはようございまーす！」「エミリ、おはよう！　今日は良い勝負を期待している」

　俺がイケボで語ろうとするのをアサミ達が食い気味にカットした。ク、ククク……ッ！

　アサミ達も挨拶を返し、いよいよ今日のデート試合の参加者が揃そろったわけだ。

「今日は、みんなキミタカくんにレンタルされていっぱいハッピーハートを手に入れようね！」

　エミリがにこやかに言った。

「で、どうするのだ？　もう始めていいのか？」

　カオルはうずうずしているようだ。

「もうキミタカを喜ばせられるデートの目星はつけているんだ。今から開始しても私は一向に構わんのだが……」

「そうね……でも、まずはわたし達のアピールタイムを取りましょう」

「アピール？」

　エミリの提案に、カオルは首を捻ひねる。

「そう、わたし達が今回のキミタカくん争奪戦にどれだけ本気か……それをわかってもらうのよ。ここでその思いをキミタカくんに打ち明けるの」

　ここで。

　アキハバラのど真ん中で。

　衆人環視の中で。

　……ククク、面白い！　どうせ先程から美少女三人に囲まれてる分不相応な男として注目の的なのだ！　付き合ってやろうではないか！　もう知るかいバカヤロー！

　ということで、俺の前に美少女三人が揃い踏み。俺といかに相性がいいか、レンタル彼女として相応ふさわしいかをアピールすることとなった。

「……わたし達は誰にも言っちゃいけない秘密を共有してる仲……ですもんね？　……わたしのこと、選んでくれますよね？」

「私達は体の相性がとてもいいじゃないか……今度はきっともっとうまくできると思うぞ。なにしろ、キミタカに耐えられるのは私しかいないんだからな！」

「前に言ってくれたよね？　貴様こそが選ばれし者、闇の契約を交わして覚醒した自分と共に永えい劫ごうに続く闇と光の戦いの螺ら旋せんに身を投じよう、って……あ、あの時は突然だったからビックリしちゃったけれど……う、嬉うれしかった……よ？」

　このようにアピールタイム中は三者三様、それぞれ恐ろしい攻撃力だった。これならどの女の子を選んでも俺は覚醒し人類は滅亡する。そう確信したところだが、そうやって時間を取られている内に、レンタルの期限は瞬く間に過ぎ、

「あ、ここでレンタル終了でーす！　ご利用ありがとうございました♡」

「でも、延長してくれるよね？」

「私達のベストデートバウトに協力してくれるのだろう？」

　と詰められた。それを受けて俺は「ですよね」と快くレンタル延長せざるを得なくなったというわけだ。

　これから、どれだけ延長料金取られることになるのか……そんな不安で今押しつぶされそうです。

「……さーて、とりあえず口頭でのアピールはこのくらいにしておきましょうか？」

　エミリが柔らかな笑顔で俺に語りかけてきた。

「延長ありがとうございます」

「敬語……事務的だな」

「一応お仕事でもあるから。でもここから本番だよ。これからは個別に実際のデートをしてキミタカくんをドキドキ喜ばせてあげるターンだからね」

「わー、緊張しますねー」

　アサミはにこにこしながら、一瞬タカのような鋭い眼光を放つ。やる気十分。

「では、誰からキミタカを喜ばせるのだ？　私はほんとに今すぐで一向に構わないんだ！　ていうか、早く！」

　何でそんなに焦っているのか、カオルはじりじりしているようだ。そんなカオルを前にして、エミリは俺に顔を向けてきた。

「そうね、順番は……さっきのわたし達のアピールを見て、キミタカくんが決めてくれる？」

「な、なあキミタカ、私を最初に……」

「あ！　はいはい！　わたし！　わたし一番でよろしくお願いします、せーんぱい！」

　アサミが手を上げて猛アピール。

　その勢いに押されたのか、カオルはたじろいで言葉を飲み込んでしまったようだ。

「エミリ先輩には負けませんよぉ！」

　アサミの鼻息は荒い。

「で、どうする？　キミタカくん？」

　エミリは進行役に徹しているかのようで、俺に振ってくる。

　俺は頷うなずいて、告げた。

「まずはカオルから試合おう。次はアサミ。最後にエミリだ」

「えー!?　何でですかぁ？　何でわたし一番じゃないんですかぁ？」

　アサミが口を尖とがらせたが、俺は肩を竦すくめただけだ。

　カオルは目を瞬しばたたいて、

「……いいのか？　私が最初で？」

「急いでいるようだったからな。早い方がいいのではないか？」

「そうだが……ありがとう！　感謝する」

　カオルは頭を下げ、

「で、では始めよう！　ついてきてくれ！　先程、よさそうな店を探しておいたんだ」

　俺を導いて、先へと進んでいく。早足で行く俺達の背後から、

「終わったらまたここに戻ってきてねー」

「もうー、先輩、早く済ませてくださいよ！」

　エミリとアサミの声がかけられた。
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　カオルが案内してくれたのは『デリカテッセン』という名の肉料理レストランだった。

「ちゃんと勉強してきたんだ。ここのデリカ・ハンバーグは超ボリュームにソースが絶品だそうだ。しかも安い！」

　カオルは弾んだ声で俺に言う。

「肉料理がメインだが、その他の品目もかなりカオスだぞ！　ナポリタンとか中華とかなんでもある」

「ククク……デートに来て、いきなりメシか……」

　しかも料理の品目、なんか重くないか？

「さあ、早く入ろう！　安いから、他のお客さんがいっぱい来る。席がなくなる前に早く！」

「それは構わないが……どうしてここをデート場所に選んだんだ？」

「ふふふ、私を甘く見てもらっては困るな。私は常にこちらの世界を学んでいる。こちらの世界の男の子を喜ばすには胃袋を制すればいいのだろう？」

「……まあ、そう言われる場合もある」

「だからだ。それにこの店なら私の手持ちでも何とか賄える……！」

　自らの手料理ではなく格安ランチで男子の腹を制するだと……！　今までなかった発想だ……！

「ほう？　キャストであるカオルが、俺に奢おごるつもりなのか？　普通、レンタルする方がキャストの飲食代も支払うのかと思っていたが」

「胃袋を掴つかむために必要な経費だ。一に餌付け、二にお風呂シーン。男の子のハートを掴む要素はこれだと恋愛学の教科書に書いてあったぞ」

「……ククク……確かにそうかもしれないが……」

「どうだ？　ハッピーハートが出てきそうか？」

「……こういうのは、金を出して食わせるのではなく、自らが料理を作って振る舞うことを想定していると思うぞ」

　カオルは大きく目を見開いて何度か瞬まばたきした。

「私に、調理をしろと言っているのか？　どんなことになっても知らんぞ。それでもいいならいいが……」

「ちなみに得意な料理は何だ？」

「緑と紫だ」

「……それ料理の名前？」

「正確には緑と紫が入り交じった料理が得意だな。目を瞑つぶっていてもできている」

「目を瞑って作るな！　何を作ろうとしたらそんな色になるんだよ！」

「わからん！　私は何を生みだしてしまったんだろうな？」

　力強く断言するカオルを見て、俺はこれ以上の深入りは避けた。今はまだ、何も知らない方がいいのだ。

「いらっしゃいませー」と店内へ案内され窓際の席に着く。

　カオルはメニューを俺に広げて差し出してきた。

「さあ、好きな物を頼むといい」

　前置き無しで、食事という目的だけを果たしに来た感。

「……なんか昼休みに定食食べに来たおっさんと後輩って感じだな……」

「うん？　なにか問題でもあるのか？」

　カオルは小首を傾かしげてみせる。そんな小さな仕草でも乳が零こぼれるように揺れた。

　俺は意志の力で自分の視線を引き剥はがす。

　……もう少し中身が女の子女の子してれば、きっとすごい人気のキャストとなるだろうにな。

「……まあいい。カオルのデート方法を尊重させてもらうとしよう。……では、俺はこのランチを頼む」

「よし！」

　とばかりにカオルは店員を呼ぶ。

「これを頼む。あと、私は水だけでいい」

「……なに？」

　聞きとがめた俺が片眉を上げると、カオルはにっこりと微笑ほほえんだ。

「大丈夫だ！　キミタカの分はちゃんと払えるから安心して食べてくれ」

「いや、カオルの分は？　食べないのか？　ダイエット？」

「いや、ここで食べるなんてもったいない。寮の近くのスーパーなら、夜６時以降で大幅値引き弁当を１５０円で買えるんだぞ」

「……ちょっと待て。では、俺はカオルが何も食べずに見てる中、一人でランチを食べるというのか？」

「どうだ？　お腹なかが満たされて喜びの感情に満たされそうか？　ハッピーハートいっぱい出そうか？」

　カオルはわくわくと期待した目で俺を見る。

「ククク……すっごく食べ辛づらい……。何だ？　新手の嫌がらせか？　カオルも一緒に食べるべきだ。それで、これ美お味いしいとかこっち半分あげるとか……そういう食事をするという体験を共有した方が良いと思うのだが」

「そう言われてもな……。私の分の食事を頼む金銭的な余裕はないんだ」

「……そんな余裕の無い状態でなぜ食事デートを選択した？」

「恋愛学の教科書に書いてあったからな。とにかく！　私は気にせず、思いっきり食事を楽しんでくれ！」

　ククク……難易度の高いことを言う……！

「大丈夫だ！　私は水を飲んでお腹がいっぱいだから、本当に気にしないでいっぱい食べて欲しいんだ！」

　そうまで言われては仕方が無い。

　俺は運ばれてきたハンバーグ・ランチを口に運ぶ。

　熱っ！　口の中に旨うま味みが広がった。タマネギベースのソースが肉の旨味を引き立たせて……とかメシを食うのに一々ご託を並べて遊んでいると、闇の眷けん属ぞく特有の察知能力が唐突に発動する。

　……何か……すごいプレッシャーを感じる……っ！　ていうか食べにくいったらないんだが……！

　カオルが身を乗り出して、俺のランチを凝視している。

　握りしめたコップの水は水面がぐらぐらと揺れていた。

　顔を赤らめ、息は荒い様子だ。

　口元はだらしなく半開き、その端から透明な液体が糸を引いていた。たたっ、とテーブル上に湿った跡を残すほどの量。

　そして、目だ。

　大きく見開かれ、爛らん々らんと輝かせながら、己おのが欲望を刺激する肉の塊の動きを一心不乱に追っている。

「ククク……ッ!?　めちゃくちゃそそられてるじゃないか！」

「あ、あ、いや、本当に全然気にしないで……食べててくれ？」

「……ククク……すっかりメシの顔しやがって……」

「……くっ……見るな……！」

　こんな顔した女の子の隣でバクバクご飯が食べられるほど、俺はメンタル強くないのだ。

「……もういい、わかった。俺が出すから……カオルも何か頼むがいい」

「そんな……！　くっ……そんな辱めを受けるくらいなら舌を噛かみます。殺せ！」

「なんでだ!?」

　キュルルル……。

　と、カオルから女子力ゼロの腹の虫の音が響く。

「……くくく、下の袋は正直だな、ええ？」

「ち、違う……これは……！」
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「で、何が欲しいんだ？　ほら、ちゃんと言ってみろ」

「くっ……！　私は本当に何も……」

「くくく……言わなきゃいつまで経たっても終わらないぞ」

「……」

「……いらないのか？　そんなにいらないのならそれでもいい。もう二度と言わない。貴様は自由だ」

「え、そんな……。ま……待て……！」

「くくく……どうした？　何が言いたい？　……本当は欲しくて欲しくてたまらないのではないか？」

「わ、私は……私は……」

「さあ……何が欲しいんだ？　その口で言え。言うんだ」

「……くやしいっ！　でも……あんみつぅ！」

　カオルはついに崩れ落ちるように項垂うなだれた。俺が広げたメニュー上のあんみつのところを人差し指で差している。

「……くくく……最初から素直にしておけば良いものを……。ご褒美だ！　好きなだけ頼むがいい！」

　一度折れたら脆もろいもの……。その後運ばれてきたあんみつを目にした途端、それまで項垂れていたカオルはがばっと身を起こし、目は爛らん々らん。

「くっ……いいんだな？　本当にもらっちゃうぞ」

「いいから食べなよ！」

「い、いただきます！」

　と、あんこを口に運んでは、

「……美お味いしい！」

　を連呼。目がとろけ、体から力が抜けたように一口ごとに身み悶もだえしている。

「はあああ……幸せえ……！」

　……なんかエロい。カオルは一口食べる度に身をくねらせているのだが、その、ね？　くねると胸がぐにゅんぐにゅんするの。山が地殻変動で蠢うごめくみたいで、大自然の神秘に目が離せない感覚。

　カオルは夢中でスプーンを口に運んでいたが、その端から、

「……あ」

　ぽとり。

　俺は奇跡を目の当たりにしているのか……！　白玉が、白玉がカオルの胸の谷間にすっぽり。普通そうはならないだろ！　パチンコならフィーバー！　チンジャラ玉ドバーッ！　って感じだ！

「う、キミタカ……取ってくれ」

　間断なくひょいぱくひょいぱくとあんみつを口に運ぶ合間に、カオルが胸元を俺に差し向けてきた。

「なんで!?　自分で取ればいいだろ！」

「見てわからないか!?　……今、手が離せないんだ」

　右手にスプーン、左手にあんみつをしっかり掴つかんで放さないカオルの横着な願いに、俺は目を白黒させてしまう。

　カオルの目はとろけきっていて、完全に黒蜜の甘さにやられている。糖分ジャンキーみたい。糖に夢中で、羞恥心も何もかも飛んでしまっている。……今なら何されても気付かないかも……。

「いいから、頼む……ほら」

　うわ！　む、胸突き出してくるな！　……でも、俺は優しいので願いは聞き入れねばな……。

　俺は手の震えを気取られぬよう、さりげなく谷間に忍ばせた。……あったかーい、ふわふわー……。

　やばい、変になる。

　俺は気力を振り絞り、白玉を掴んだ。むにゅり。

「あ……！　……んん……」

　カオルがなんか変な声上げるんだけど！　え、これ白玉違う!?　混乱して、そのまま引き抜いた。

　……合ってるじゃないか！　変な声出しやがって！　なんか別のものかと……！

「ふう……取れたか？」

「ク、ククク……俺の手にかかれば造作も無い」

「ありがとう！」

　で、カオルは身を乗り出し、俺の手にしている白玉を指ごとぱくり。

　俺の指先がぬめぬめして温かい感触で包まれた。ぬるっとした舌が俺から白玉を奪い取り、更に指先をねろねろと舐なめ取っていく。その感触に、俺は背筋に電流が走る思いだ。あへえ！

「……うん。ごちそうさま」

　カオルは名残惜しそうに俺の指から口を離すとそう言った。何か光るものが糸を引く。空になった皿を見る目は残念そう。

「……美お味いしかったが……幸せな時間はすぐ過ぎてしまうものだな」

　……こんな顔されて黙ってられるか！

「く……！　お替わりはどうだ？」

「いいのか!?」

　心底嬉うれしそう。

　こうして俺がカオルにあんみつを五人前奢おごったところで一時間が過ぎ、レンタル時間終了。

　五皿目のあんみつにまだ齧かじり付いているカオルを引きずるようにして、エミリ達のところに戻った。

「選手交代ですね！」

　意気込んでアサミが言ってくる。

「カオルちゃん、ハッピーハートはいっぱい取れてそう？」

「手応えはあった。たぶん、よい数字が出せると思う」

　エミリの問いに、カオルが謎の自信を覗のぞかせる。

　……確かに、一、二度カオルの仕草・外見（主におっぱい）にドキッとしたことはあったかもしれないが……しかし、あの内容ではさすがの俺もドキドキして舞い上がったりはしていない。していないと思う。たぶん。

「ハッピーハートの数は皆がデート終了した後、一斉に数えましょう。それまで瓶から出さずに持っていてね」

　エミリ達のやり取りを聞きながら、俺はアサミに袖を引っ張られる。

「……わたしがデートに選んだのは最新スポットですよ。さあ、行きましょう！」
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　そこはゲームセンターだった。

　ビルのフロア数階分を丸ごとゲームセンターにしている。

「ＵＦＯキャッチャーでもするのか？」

「それもいいですけど、今日はもっといいことしましょう。ＶＲゾーンっていうのがあるんですよ」

　アサミは先に立って俺を誘導する。ゲームセンターの一番上の階までやってきた。そこにＶＲ関連のアトラクションがまとめて設置されているようだ。

「先輩、ホラー系大丈夫ですよね？　ていうか、好きですよね？」

「……ああ、当然だ。よく知っているな？」

「それはまあ、先輩のことなら……好きな物とか家族・交友関係とか色々知ってますよぉ？」

「……いつの間に……？　調べたのか？」

「もちろん、そうですよ。だって……好きな人のことはなんでも知りたいって思うでしょう……？」

　そう言って、俺の袖に手を添えてくる。眉を八の字にして困り顔。その眼まな差ざしで俺を見上げてきた。

「……こんな知りたがりの女の子、幻滅しました？」

　俺は余裕を見せつけるために強がる。

「くくく……いいや。その程度で動じる俺ではない」

　と、俺はＶＲゾーンの前で、そこで今行われているアトラクションを確認する。

「……ゴースト・オブ・ザ・スペースシップ……？」

「宇宙船の中という閉鎖された逃げ場のない空間でゴーストに襲われるっていうホラーアドベンチャーだそうですよ。きっと先輩、喜んでくれるんじゃないかなぁ」

　そして、アサミはその身をぎゅっと俺に押しつけてきた。

「……ゴーストに襲われたら……い、いいところ見せてくださいね？」

　僅かに震えているのは、このアトラクションに対する期待か……それとも？

「もしかして怖いのか？」

「は？　何言ってるんですか？」

　少し口を尖とがらせてアサミは俺を見上げてくる。

「こんな作り物、怖いわけないでしょう？　こんなものを喜ぶ先輩って本当に子供っぽいですね。くだらないです」

「なんだ、このアトラクションやるの本当は乗り気じゃないのか？　なのに、なぜこれをデートに選んだ？」

「だって……先輩が喜んでくれそうだから……」

　そう言って、俺から視線を逸そらす。

「……それに、怖がる女の子って男の子にとっては可愛かわいいんでしょう？　先輩にわたしのこと一番可愛いって思ってもらうためだったら……あざとく怖がってみせてあげますから、そんなわたしを見てますますドキドキしちゃっていいですよ」

「あざといのかよ」

　それはドキドキできんな。

　などと話している内に自分達の順番が来た。30分待ち程度で済んだのは運が良かったのだろう。

　ヘッドセットにグローブ型センサーを身につけて、俺達は早速ＶＲ空間の中で貨物宇宙船マッドシップの乗組員となっていた。

　海賊みたいなアバターのアサミが、スペースカービン銃を構えて言う。

「スペース貨物船マッドシップ号がスペース航路を外れスペースサルガッソーに迷い込み、スペースゴーストに取とり憑つかれてしまったという設定のようですね」

　なんでもスペースつければいいと思ってるでスペース（特殊語尾）。

「……で、俺達はどうすればいいんだ？」

「コンテナに収められた謎の積み荷を守るために、貨物エリアへと移動しないといけないみたいです。もちろん、その途中にはスペースゴーストが……ってなになに!?」

　アサミが言い終わらない内から、不気味な呻うめき声が空間に満ち始めた。

「……くくく……来るぞ！」

　俺もスペースカービン銃を構え通路の先を見据える。

「せ、せんぱ……ああああああ!?」

　宇宙船の隔壁をすり抜けて、半透明の死人が視界内に飛び込んできた。その体は骨が見えるくらいに腐れ落ちている（宇宙空間なのに）。

「いやああっ!?　気持ち悪いいいっ！」

　アサミは俺の背後で縮こまっていた。

　俺はそいつに向けてスペースカービン銃を撃つ。命中。ばっ、と四散した。べっちゃりと肉片がまき散らされる。結構グロい。

「……変なゴーストだな。物理が効く」

「あはあああんびっくりしたびっくりした……」

　言語能力が退化したみたいになったアサミが俺にしがみついている。

「おい、大丈夫か？」

「え？　な、何がですか？　大丈夫ですよ？　あ、また騙だまされちゃいました？　わたしが怖がってると思ってるんですね？　どうです？　怖がってみせているわたしにドキッとしちゃいました？　まったく、先輩はほんと簡単に引っかかってくれるんですね！　チョロくて助かります。わたしがその気になったら、先輩の気持ちも感情も思いのままですよ」

　俺にべったりしがみついたまま、アサミは一気にまくし立ててくる。

「どうした、口数多いな」

「そ、そうですか？　そうだとしてもなんだっていうんですか？　それで何か問題でもおおおおおおっ!?　やあああああっ！」

　再び言語能力が退化したアサミが、一点を見上げて叫んだ。

　と、上から体を逆さづりのようにしてこちらに飛びかかってくるゴースト。何か呪じゆ詛そのような呻きを上げ続けている。俺はそれも撃ち落とした。

「えええええ何今の！　やばいやばい待って待って待ってああああんはあああ！」

　宇宙船の壁という壁から無数のゴーストがのっそりと姿を現し始める。

「いっぱいいいいいぃぃぃ！」

　すごい数だ。銃撃音で呼び寄せてしまったのか？

「先輩はやくはやく逃げないと！　あはあああんそっちはだめええええええ」

　行く手を遮るゴースト達の群れ。

「……くくく……ふぁーはっはっは！　我が道を阻むとは愚かな！　闇の眷けん属ぞくの力思い知るがいい！」

　俺は乱射した。次々に肉片となって飛び散るゴースト達。その口々から漏れる呪じゆ詛そは次第に大きくなっていく。

『……ク……ヒ……ヒシャ……ヒシャク……』

『……ヒシャクヲヨコセエエエ……！』

　船幽霊か！　スペース船幽霊。

「アサミ、先を急ぐぞ。……こちらのようだ」

　進路指示の→マークが宙に浮かび、俺達はその指示に沿って進む。アサミは完全に戦力外だ。俺にしがみついて離れない。ぶるぶるしている。……ア……こんな時に何ですが、柔らかい……その体温と相まって、なんか絶妙に刺激されるのだが……。

　小動物のようで……抱きしめてなだめてやりたくなる。ただ、それだけでは済まなくなりそうだ。……くっ……鎮まれ……！　闇の波動よ……！

　俺はむくむくしてきそうな闇の波動の気を逸そらすため、努めて理性的な声を出す。

「本当は怖いんだろう？」

「こ、こわ、こわ？　怖い？　わたしが？　そ、そんなわけないじゃないですか！　まーた先輩ったらわたしの演技に騙だまされてくれたんですね。まったくほんとにもう……」

「怖くないのか。なら、自分の身は自分で守れるだろう。しがみつかれていると動きづらいし、なんかちょっとやばいから離れて……」

「イヤですっ！」

　青あお醒ざめた顔でぶるぶる首を横に振る。

「わ、わたしを殺す気ですかっ!?　酷ひどい人です、先輩はっ！」

「なんでそこまでイヤがるんだ」

「え、だってそれは……その……」

　もごもごと口ごもり、それからぼそりと呟つぶやいた。

「……そうですよ？　悪いですか？」

　拗すねたように口を尖とがらせ、アサミは俺を見上げてくる。

「わたし、怖いの苦手ですから」

「なのに、わざわざ怖いアトラクションでデートとかなんかの修行か？」

「う……」

　アサミは言葉に詰まる。そして、表情を隠すかのように俺の腹部辺りに頭を埋うずめた。そしてくぐもった声でぼそぼそ言う。

「……せ、先輩に喜んでもらいたかったからですよ。それでハッピーハートをいっぱい出してもらえるなら……こ、怖いのだって我慢します」

「……しかし、このような怖い思いをしてまで勝ちたいのか……。アサミの願いに懸ける気持ちは本物のようだな」

　アサミの願い。それはこの世界から恵まれない人を無くすという壮大な理想……！

「そ、そうですよ。わたしは一番になるんです。エミリ先輩よりもずっといい結果を出して……誰よりも良い天使だって皆に認めてもらうんです……！」

「……うん？」

　俺はその言葉に首を傾かしげた。

「アサミはこのバトルに勝って……最終的には天界からのご褒美として、この世界から恵まれない人を無くすという願いを叶かなえてもらうというのが目的ではなかったか？」

「あ……」

　俺の腹部辺りに顔を埋うずめていたアサミ。その顔を上げて、俺を見上げてきた。その表情が困ったような泣き笑いみたいになる。

「そ、そ、そうですよ？　わたしは皆の幸せを願って……」

　言葉が途切れた。俺が見つめていると、その表情から笑顔の部分が失われる。

「……すみません、ウソです」

「そうなのか？」

　打ちひしがれたように肩を落としている。あの純心で闇など知らぬ気の笑顔を浮かべられるアサミがこんな表情を見せるとは。そのギャップに俺の闇の波動がざわめいた。

「……わたし、本当は……ただ、勝ちたいんです」

「エミリにか？」

「エミリ先輩にも他の誰にも……勝って一番になりたいんです！　そうじゃないとわたし……誰からも一番好きでいてもらわないと……一人になっちゃうから」

「どういうことだ？」

「……わたしはもともと一人でした。家族だってどうなったのか知らないし……誰からも顧みられることがなかった。世界にいなくていい存在だったんです。でも、そんなわたしも天使になって……それで、それでわたし褒められたんです！　ハッピーハートを手に入れたら、よくやったって……！　皆もわたしを認めてくれて……喜んでくれるんです……！」

「そうか……なら良かったな」

「でも……わたし、わかってるんです。天使としてハッピーハートを手に入れられなかったら、また誰からも必要とされなくなるって……また一人になっちゃう」

　ぎゅうっと俺にしがみつく手に力が入るのがわかる。

「一人じゃない喜びを知ったその後に、また一人ぼっちになったら……わたし、それを考えるだけで怖くて怖くて……そんなの絶対嫌だから……だから、一番になって、誰もわたしを必要ないなんて言えないようにしないといけないんです……！」

　アサミが俺に固執する本当の理由はこういうことだったのか。俺から溢あふれんばかりのハッピーハートを手に入れ続ければ、ずっと一番でいられる、と。誰かに、周囲の皆に認め続けてもらうことがアサミの願い……。

「……くくく……愚かな……」

「く……っ！　わかってますよ……本当の意味でわたしのことを認めてくれる人なんていないって……所詮ハッピーハート収集の道具でしかない。なのに、それにしがみつこうとしてバカみたいだって……」

「違う。なぜ皆に認めてもらう必要がある？」

「だって、一人は寂しいし辛つらいんですよ！　先輩はそんなことも知らないんですか!?」

「皆にとって一番ではなく、誰か一人にとっての一番ではダメなのか？」

「……え？」

「他の誰が認めてくれなくても……誰か一人でもアサミのことを認めてくれたなら、それはもう一人ぼっちではないだろう？」

「……でも、そんな人いない……」

「なんでだ!?　少なくとも、俺はアサミのことを必要ないなんて思わないし、エミリやカオルも仲間として認めているだろう」

　アサミがはっとして俺を見つめてきた。

「……先輩……先輩はその……わたしのことを？　こんな本音を隠してたわたしなんかをまだ……？」

「うん？　そんな些さ末まつなことが何か問題になるのか？　俺はただ、俺との闇の契約を交わすに相応ふさわしい適格者なら誰でも受け入れるだけだ」

　正直、俺的には別に誰か一人にも認めてもらえなくても構わないと思っているが。他人に認めてもらうとかどうこうではない。俺のことは俺自身が認めていればいい。なぜなら、所詮俺は闇の眷けん属ぞく……孤独と共に影を生きる者だからだ……。くくく、かっこいい！

　俺が闇の愉悦に浸っていると、そのあまりのかっこよさが外に漏れていたようだ。

「……先輩……」

　アサミは顔を赤らめ、再び俺の腹部辺りに顔を埋うずめた。その吐息の熱さが感じられる。

　ククク……闇の波動がまた暴れ出しそうなんだが……！

「……じゃあ、わたし……先輩の一番にならなきゃですね……」

　もごもごとくぐもった声でアサミが呟つぶやくのが聞こえる。

「その意気だ」

　そう言いながら、俺はアサミのしおらしい様子にちょっとドキドキ。

　いかんな、密着されてるし動揺してるのがアサミにバレそう。

　俺は緊張を和らげるべく含み笑いしてみせる。

「……くくく……しかしあれだな」

「……はい？　なんです？」

「そうやって本音を正直に口にするアサミは可愛かわいいものだな」

「……なっ！」

　アサミは弾はじかれたように顔を上げた。

「俺からの忠告だ。ありがたく聞け……。そうやって素直にしているがいい。そうすればアサミが望むように、もっと多くの皆から認めてもらえるだろう」

　アサミが頬ほおを膨らませた。

「なんですか、その上から目線！　先輩なんかチョロ先輩のくせに！」

「チョロい言うな！」

「チョロいですよ！　……だって、今も簡単に騙だまされてたじゃないですか」

「なに？」

　アサミは俺にしがみついたまま、つんとそっぽを向いてみせた。

「わたしがちょっとしおらしい様子を演じてみせたら、ころっと騙されましたよね？　わたしが素直なフリしたら、もうそれでドキドキしちゃったんでしょう？　ほーんと、先輩ってチョロい人です！」

「な、なにおうっ!?　素直じゃない奴やつだな！」

「そうですよ？　わたしが素直に先輩に本心明かすとでも思ってました？　残念でした！　アレは全部ウソですから」

「またウソか！」

「はい！　誰からも一番になりたいとかウソですし？　この世界から恵まれない人を無くしたいっていうのが本当の本当のわたしの願いなんですけど？　全然気付いてなかったでしょう？　先輩はそういうチョロい人なんです！」

　むむむ！

　俺は言い返してやろうと口を開きかける。

　そして、事態はそれどころではなくなった。

　耳障りな金切り声が響き渡ったのだ。

「いひゃああぁぁっなにっなにっ!?」

　アサミが恥も外聞もかなぐり捨てて、俺に再びしがみつく。

「このパターン……!?　ラスボス戦かっ!?」

　その通りだった。

　いつの間にか謎の積み荷がある貨物エリアに辿たどり着いていた俺達は、そこで開封されたコンテナと無数の手を持つ巨大なゴーストの姿を見た。

「……こいつ……！　ヤバいぞ！」

　謎の積み荷の正体はスペース宇宙軍が極秘に開発した大量のスペースヒシャクだったようだ。

　そのスペースヒシャクを手にしたスペース船幽霊は、それを使って宇宙船外から真空をくみ上げては船内に流し込んでいる。このままでは船内が真空でいっぱいになってその重みで船が沈んでしまうだろう。

『ミッション：スペース船幽霊の持つスペースヒシャクを全て撃ち落とし船が沈没するのを防げ！』

「くくく……やってやろうではないか！　うおおおおおお！」

「あはああああん！　やはあああああ！」

　俺は腰にしがみついたままのアサミを庇かばいながら、スペースカービン銃を撃ちまくった。

　その結果、見事に貨物宇宙船マッドシップ号は沈没。スペースヒシャクは全て宇宙の藻も屑くずと消えた。

『成績発表！　キミタカ、ランクＣ！　ごく平凡な腕前！』

「ククク……闇の眷けん属ぞくの実力、思い知ったか！」

『アサミ、ランクＥ（－マイナス）！　他のプレイヤーに接触してはいけないぞ！』

「お、終わりました……？　ふうううう……」

　俺は腰が抜けたように脱力しているアサミを支え、激戦の場を後にしたのだった。





　　　　◆






「さあ、いよいよ最後。わたしの番ね」

　エミリは張り切っている。そうか、そこまで俺とのデートを楽しみにしていたというのか……もうこれ実質、俺との間で闇の契約関係にあるだろ。

「キミタカくん、今、アキハバラで『戦国ユーチューバー学園中等部！』コラボキャンペーンやってるの、知ってる？」

　そもそも戦国ユーチューバーって何だよ？　しかも、その学園？

「くくく……愚問だな……。だが、構わん。話を続けたまえ」

「書店やアニメグッズ販売店、ゲームソフトやＰＣのショップで１０００円以上買い物すると戦国ユーチューバーのオリジナルカードがもらえるの」

「ほう……」

「それで、このコラボキャンペーン限定で、戦国ユーチューバー学園の各キャラクターオリジナルグッズも販売されてるのね。わたし、その中でどうしても欲しいのがあって……！　一緒に探してくれる？」

　ククク……これ、完全に買い物に付き合わされてるだけじゃないか？　え、デートになるのこれ？　エミリの真意が読めないんだけど……。

「……単にそのオリジナルグッズを買いに来たかったから、デートバウトの場所をアキハバラにしたのでは……？」

「違うよ？　キミタカくんに喜んでもらおうと思ってだよ？」

　エミリは銀の瞳をきらきらさせながら小首を傾かしげてみせた。畜生、可愛かわいいな。

「じゃあ、早速……ゲーマー御用達のお店に行こうか！」

　弾む足取りでエミリが先に行く。

　俺はその背後で、スマホ片手にそっとググった。

『戦国ユーチューバー学園中等部！』。戦国武将の名をもじったユーチューバー達が通う学園で、彼女らが視聴の覇権を争ったり大喜利したりキャッキャウフフするアニメらしい。

　……ククク、よくわからん。こんなのやってたのか……。

　アニメのキャラが実際に、声優を中の人として動画配信して一部で大人気だとか……。特に織お田だ信のぶ長なが子こと真さな田だ幸ゆき村むら子こというキャラが人気高いようだ。中の人のアドリブと対応力の高さが図抜けているとか何とか。

「くくく……その、エミリの目当てのグッズというのはなんなのだ？　やはり、織田信長子とか真田幸村子推しなのか？」

「わたしは山やま中なか鹿しか之の助すけ子こちゃん！　通称、山中の鹿ちゃんだね！」

「ほう……そのキャラを選ぶとはなかなかやるな……誰？」

「対戦ゲーム全般を配信してる設定のキャラなんだけど、もうやるゲームやるゲーム負けっぱなし。全然勝てないの。すごい上う手まいはずなんだけど、なぜか絶対に連戦連敗するんだよね」

「……それ、観みてて面白いのか？」

「なんか今回こそ勝っちゃうんじゃないかって、いつもドキドキしながら観てる」

　……ククク……エミリの面白さを感じるツボがよくわからない。

　だが、エミリは目を輝かせて語るのだ。

「で、山中の鹿ちゃんはとにかく負け続けるんだけど絶対に死なないの。次こそは次こそはって、負けても必ず起たち上あがるんだ。メンタルがパンチドランカーみたいになってる」

「それ悪口？」

「でも、隠れた人気あるんだよ？　人から煽あおられようがどう言われようが信念があって不屈で」

「……人気があるようには思えないが……」

　だが、俺はすぐにその考えを改めることになった。

「……ああっ！　無い……っ！」

　エミリの悲痛な叫びが響く。

　一軒目のゲーマー御用達店で、他の戦国ユーチューバーキャラオリジナルグッズ（Ｔシャツやらキーホルダーやら）が特設コーナーに陳列されている中、山やま中なか鹿しか之の助すけ子このグッズ（アクリルスタンド）だけが見つからなかったのだ。大人気？

　エミリは親指の爪を齧かじりながらぶつぶつと呟つぶやく。

「山中の鹿ちゃん、誰かが買い占めた……？」

　いや、マイナーすぎてそもそも入荷数が少ないか入荷してなかったんじゃ……？　とは言わないでおいた。

「……他のコラボ店でなら売れ残っているのではないか？」

「売れ残りって言い方……」

　エミリは口を尖とがらせたが、それをなんかエロく感じてしまう俺は穢けがれているのかもしれない。闇の眷けん属ぞくだからな！

「でも、キミタカくんの言うとおりね……ここになければ別を探すしかない！」

　エミリは意気込んで言った。その勢いで、俺も連れ回されることになる。

　だが、その後もレディオ会館内を探しても、

「……ここも!?」

　ソフトマップを探しても、

「……この不自然に棚に空いた空間……ちょっと前までここにあった!?」

　ドンキーを探しても、

「そんな……なんで無いの……」

　どうしても見つからず。

　エミリは目に見えて落ち込んでいる。

「ククク……どうしてそこまでそのキャラに拘こだわる？　そんな負け続きのキャラのどこに共感するのだ？」

　エミリとはまったく重なるところのないキャラであるし、どういう思い入れがあるのだろう。負けてばかりの弱キャラで魅力も無いように思えるが……。と、俺は首を捻ひねった。

　そう言われて、エミリはちらっと俺を見た。

「……羨ましいから」

「ふむ？　……どこが？」

「人の目とか気にしないで、自分の信じた道を進み続ける。それが、わたしにはとてもかっこいいの」

「負けても負けても負けても諦め悪く対戦し続けるのが、か？」

　エミリは一瞬、口を閉ざした。そうして、再び開かれた口から出る声は低い。

「……ええ。そこがすごく好きなの。自由に自分のやりたいことをやっている、ただそれだけのところが」

「……なるほどな。よくわかった」

　わかってないが。

「……エミリにはそう思うに至った大きな理由があるのだろうな」

　と、俺はわかったような口を利いてみた。

　エミリの眼まな差ざしが遠くを見るようなものになった。

「そうね、わたしは……天界では優等生で完璧だと思われてた。自分でもそうあろうとしていたし。でも、これは人からそう期待されているからやっていただけ」

　肩を竦すくめるエミリ。

「優秀な天使、というわたししか見てもらえない。そうじゃないわたしは出せなかったわ。そして、完璧な優等生だという見方のせいで、誰もがわたしに一定の距離を置いた……」

「距離を置く？」

「……あんな優秀な天使に声なんかかけられない、自分達とは違うから、って……一種の無視だよね？」

　エミリの表情は困ったような微笑ほほえみ。

「でも、わたし、こちらの世界に来て何だか目が開けたような気がしたの。皆、自由に見えた。山やま中なかの鹿しかちゃんが周りからどんな目で見られようと対戦を止やめないところとか……」

「……ただの変わった奴やつにも思えるが……」

「それを言ったら、キミタカくんもそうなっちゃうよ？」

「うん？」

「キミタカくんにも言えることでしょ？　自分のことを闇の眷けん属ぞくとか言い続けてる。随分自由な人だなって思ったよ」

　言われて、俺は眉を顰ひそめた。

「俺が……？　まったくそんなつもりはないが……」

「闇の眷属だって自分を貫いてるところ、自覚無い？　それがいいか悪いかは別として……人の目を気にしないで自信満々、闇の眷属してるキミタカくんが何だかすごくいいなって思っちゃった……」

　そして、顔を赤らめるエミリ。

「……わたしにはできなかったこと……わたしに、わたしの知らなかったものを見せてくれるんだもの」

　おいおい！　褒めるな褒めるな！　俺の中の闇の波動が踊り上がって喜び始めるのを感じる……！

　俺はわき起こる破壊の衝動を抑えるために、額に手を添えて天を仰いだ。なんかこれで抑えられる気がしたのだ。

　と、そんな無駄に大きな動きをしたことで、俺の目はとあるビルの壁面を捉える。先日、エミリと共に行ったクレーンゲームタワーだ。プライズゲームを上から下まで詰め込んだ理外の塔……。そこの壁面一面が広告になっていて、そこには可愛かわいい女の子キャラがいっぱい並んでいる。その彼女達は下を行く俺達に訴えかけていた。……コラボキャンペーン開催中……。

「……くくく……まだ諦めるのは早いようだぞ、エミリ」

「え？」

「まだここは探していなかっただろう？」

「クレーンゲームタワー？　でも、アニメ関連ショップでもないのに、オリジナルグッズとかあるの？」

「くくく……俺の中の闇が囁ささやいている。安心しろ、間違いない……っ！」

　俺は適当なことを言った。

　そして、実際にクレーンゲームタワー内13ＦのＵＦＯキャッチャーゾーン（難易度：中）に、オリジナルグッズコーナーが設営されていた。すごいな、俺の中の闇。

　と、エミリがＵＦＯキャッチャーのガラス面に張り付いた。

「ああ！　山やま中なかの鹿しかちゃんのオリジナルアクリルスタンドがプライズの中に！」

「くくく！　任せろ！」

「え？　キミタカくん？」

　俺は光り輝く５００円玉を宙に弾はじき、落下してくるところをパシリと受け止めた。

　こうして俺は３０００円ほどを費やすだけで目的の品を手に入れることに成功したのだった。その様子を横で見ていたエミリが一言。

「そんなにお金使ってまで、どうして……？」

「ククク……なんかノリで」

　つい熱くなって散財してしまったが……俺は可愛い女の子（鹿の被かぶり物ものをしている）の描かれたアクリルスタンドをエミリに渡した。

「え？　いいの？」

「……こ、このために払った犠牲だ……！　悔いは無い……っ！」

　俺は力強く言い切った。そうしないと自分を納得させられない気がして。

　エミリの表情が目に見えて明るくなる。まるで、夜が明けたよう。俺は一瞬見とれて、すぐ目線を逸そらした。女の子に見とれてたなんてかっこ悪い……！

「ありがとう！　大切にするね！　やっぱりキミタカくんはかっこいいよ」

　無邪気に喜ぶエミリを前にして、俺は不思議な感覚だ。エミリが喜ぶと俺も嬉うれしい。人の幸福が俺を幸福にする、だと……？　俺にこんな感情があったなんて……！　これが人間……というものなのか。相手天使だけど。

　と、エミリが自らのバッグの中に手を差し入れる。そうして取り出したのは、

「……うん？　あれ？」

　鹿しかの被かぶり物ものをした女の子キャラのアクリルスタンド。

　俺が今ＵＦＯキャッチャーから手に入れたものと寸分違たがわない。

　エミリはそれを俺に差し出してきた。

「……受け取ってくれる？」

「え？　なんだ？　エミリ、これ最初から持ってたの……？　じゃ、じゃあ、どうしてもう一つ欲しがったりしたんだ……？」

「キミタカくんにプレゼントしたかったから。わたしとお揃そろいで、ね？」

「えーっと……つまり、俺は自分へのプレゼントのためにあんなＵＦＯキャッチャーしまくってたということ……？」

　エミリのためでなく……？

　と、エミリが大きく頭かぶりを振った。

「違うよ。わたしはこれを、わたしが自分で見つけて手に入れたこれを、キミタカくんにあげたいの。大事なものだから。そして、キミタカくんに取ってもらったこれは、わたしの新しい宝物」

「……なぜこのグッズを俺に？」

「キミタカくんに喜んで欲しかったから……」

　と、エミリは顔を赤らめる。

「……でも、わたし、男の子が喜んでくれるものなんてよくわからなくて……これしか思いつかなかったの。これをわたし達二人、同じものをお揃いで持てたら思い出にもなるかなって……」

　……なんというか、エミリって実は不器用なのかもしれない。完璧で優秀な天使とか言われていても、世慣れていない普通の女の子なのだ。

「……なんか可愛かわいいとこあるんだな」

「え、そ、そう？　……えへへ、そうでしょうー？　喜んでくれた？」

　それを見て、俺の中で抑えていた鼓動がもう堪こらえきれない。

　これは……いける！

　俺はアクリルスタンドを手にでれでれになっているエミリに声をかけた。

「……こ、ここで改めて問おう……！　俺と闇の契約を交わし、永えい劫ごう続く闇と光の戦いに身を投じる覚悟はもう持ったか？」

　勝負だ……！

　胸がドキドキして痛いくらいだ。

「えっと……それは……」

　エミリはもじもじする。

「……ずっと一緒に……ってことだよね？」

「永えい劫ごうだからな」

「……こんなわたしに許されるなら……喜んで……」

　そうしてエミリは真っ赤な顔を俯うつむかせた。

　うおおおおおっ！　今なら闇の波動を連続エネルギー波にして全放出！　地球だって壊してみせるぜ！

「……ってところで時間切れでーす♪」

　エミリは綺き麗れいな笑顔を浮かべて言った。……おや……？　さっきまでの余韻とか……あれ？

「それじゃあ皆のところに戻って、結果発表に移ろうか！」

「……ククク、よかろ……う？」

　俺はちょっと釈然としないまま納得してみせた。

　それから、エミリからもらった山やま中なかの鹿しかちゃんのアクリルスタンドを大切に仕し舞まった。





　　　　◆






「それでは今回のベストデートバウト……それぞれの結果を発表していきましょうか！」

「うぇーい！」

　エコーのかかったマイクを手にエミリが高らかに宣言する。

　アサミが手にしたタンバリンをシャンシャン鳴らした。うぇいの者であったか。

「……ええと、とりあえず唐揚げとフライドポテトを頼む」

　カオルはドア脇のインターホンでフロントに注文している。さっきデートバウトで食べたばかりなのに貪欲だ。

　俺達は手近なカラオケボックスに入っていた。ここなら他人の目に触れないで済む。天使だとか俺がゴールデンチェリーだとか聞かれない。大事なことだ。

「……えーと、じゃあ順番に……まずはカオルちゃん！」

　エミリが仕切り役になってマイクを握っている。

「ハッピーハートが瓶の中にどれだけ貯たまったか……自信の程は？」

「かなり手応えはあったな……やはり、キミタカとわたしはゴールデンチェリーだからどうこうではなく、普通に相性がいいのだと思う」

　カオルは深く頷うなずきながらマイクに向けて応えた。

「ずばり、何個くらい手に入ったと思います？」

「５個は確実だ！」

　自信満々。

「……え？　ゴールデンチェリー相手にそんなもの……？」

　アサミがぽつりと漏らした言葉は、俺にしか届かなかったようだ。カオルは俺に向けて、ぐっ、と親指を立ててみせている始末だから。

「では、カオルちゃん、ハッピーハートの数を数えて発表をどうぞ！」

　エミリに促され、カオルはどこからか例のきらきらしたボトルを取り出した。が、今回はバウトを盛り上げるためか、中がよく見えない。ふたを開け、中に手を突っ込むカオル。

「……やった！　ほら！　見てくれ！」

　そう言って引き出されたその手にはきらきらと輝く小さなハート型の物体。色はピンクのようにも見えるが……。

「この色なら真ピンクじゃないし、品質に問題は無いだろう？」

「そうだね、いいハッピーハートだと思うよ」

　問われたエミリもにこにこしながら応える。

「そうだろ!?　ついに私もハッピーハートを手に入れたんだ！　ついに……初めて……！」

　感激しているカオルに、エミリは頷うなずきかける。

「よかったね、カオルちゃん」

「ああ！　……と、そうだ、数は……11、12、13！　初めてで二桁いったぞ！」

　飛び上がるようなガッツポーズ。

「おめでとう、カオルちゃん！」

　エミリも拍手。ただ、アサミは肩を竦すくめている。

「……そりゃ、普通にハッピーハートを手に入れようとしたら13個なんてすごい数だろうけど……先輩ならもっともーっとたくさんハッピーハートを出してくれるんじゃないですか。……もしかして、先輩……？」

　アサミの目線が俺に向く。

「うん？　なんだ？」

「わざとハッピーハート出さないように意地悪してないでしょうね？」

「……お、俺は何もしてないぞ」

「……どうでしょうね？　まあ、わたしとしてはカオル先輩の獲得ハッピーハートが少ない分、一番に近づけたわけですからいいですけど」

　カオルの興奮冷めやらぬ中、エミリは次にアサミを指名する。

「じゃあ、次はアサミちゃん！　どうぞ！」

「はーい」

　アサミもどこからかきらきらのボトルを取り出した。そして、ふたを開け、手を差し入れて……その表情が曇る。

「……あれ？」

　そして、引き出した手の中を見て、

「ええ！　なんで！」

　悲鳴めいた叫びを上げた。

　そこにはハート型の物体が５個並んでいる。

「……どうしてこれだけしか……!?　この前はもっといっぱい出してくれてたのに……！」

「……これは……どういうことなのかしら……」

　アサミは絶句し、その様を見ていたエミリも難しい顔になっている。

　と、我を取り戻したアサミが俺に食ってかかってきた。

「先輩！　これ、どういうことなんですか!?」

「……ククク……いや、俺に言われても何がどういうことなのかわからないが」

「先輩、わたしとデートして楽しくなかったってことですか!?　あ……つまり……わたしじゃドキドキしなかった……んですか？　……それとも、胸……？」

　途中から、アサミの声の調子が弱まっていった。打ちひしがれたように萎しおれていく。

「……わたし……先輩の一番になれなかった……？」

「い、いや、俺はこの前と同じように楽し……俺の心は前回と何も変わってはいないはずだが？」

「じゃあ、どうしてハッピーハートの数が前回と比べてこんなに減ってるんです？」

　アサミの問いに俺は答えられない。

　するとエミリが、

「……キミタカくんのゴールデンチェリー力が失われたのかもしれない……」

　そう言いながら、自分のきらきらボトルを逆さにして振ってみせた。何も出てこない。つまり……。

「わたしはゼロ」

「なに……！」

　俺はエミリと一緒にいてまるで嬉うれしくなかったとでも言うのか!?　いや、そんなはずはない……！

　エミリは腕を組み、思案気に首を傾けた。

「……ここまで急にハッピーハートの数が減るなんてあり得るかしら……？　……デートを続けて行ったことで、キミタカくんのゴールデンチェリー力が摩耗してしまった……？」

「そんな……じゃあ、先輩はふうやれやれな人になってしまって、もうこれからはハッピーハートを出せない、喜びを感じない人になっちゃったんですか？」

　アサミがショックを受けたように口元を押さえる。

「キミタカがそんな奴やつになってしまったのは私達の所せ為いってことか……！」

　そう言って、カオルも下唇を噛かんだ。

　だが、俺は頭かぶりを振る。

「……俺にはそんな喜びを感じなくなったというような自覚は一切無いのだが。俺は、俺の魂は、何も変わってはいないぞ」

　エミリの銀の瞳に光が差したように見えた。

「……確かに、キミタカくんに以前と変わった様子はなかった。デート中に無感動だったり無反応だったりといった状態にはならなかったと思う。……キミタカくんが変わっていないのだとしたら……」

　エミリの目が見開かれる。

「……変わったのは、わたし達の方……？」

「ふむ？　どういう意味だ？」

　俺の問いには答えず、エミリはアサミに向き直る。

「アサミちゃん、ちょっと教えて欲しいんだけど……今日のデートバウト、どうだった？」

「どうって……絶対いっぱいハッピーハートもらえるって思ってました……。先輩、わたしに抱きつかれて嬉うれしそうにしてましたし……」

「し、してないぞ!?」

　俺の短い抗議は流される。

「……手応えはあったはずなんです。先輩がハッピーな分、わたしも楽しかったですし……」

　そう呟つぶやくアサミに、エミリは頷うなずいてみせた。

「……そう……やっぱりね」

　と、エミリは俺達皆に視線を巡らす。

「わたしも……今日のデートバウトは勝負以前にただ楽しんでいたわ。キミタカくんとの絆きずなが深まった気がしていた……。キミタカくんも……そうだよね？」

　だからこその、あの再びの告白だったわけで、

「ま、まあそうだな……」

「なのに、ボトルに貯たまっているはずのハッピーハートはゼロだった……。もしかすると、ハッピーハートは相殺されてしまったのかもしれない……」

　エミリの言葉に俺は首を捻ひねるほか無い。

「相殺？　とはどういう意味だ？」

　だが、アサミは何か思い当たったのか真顔になっていた。

「……それって……天使が嬉しかったりすると手に入れたハッピーハートがその分減る、とか……？　そんな、どうして？」

「この考えが正しいのかどうかもわからないわ。何しろ、今まで人に対して天使が、その……ハッピーハートが出るような感情を抱くことなんてなかったでしょうから。レンタルフレンズで、天使が人に直接介入・働きかける仕組みを作ったからこそ現れてきた問題点なのかもしれない……」

　俺にはよくわからないが、

「……そうか、怖おそれていたことが現実となったようだな……！」

　眉間に皺しわを寄せ、渋い声で呟つぶやくことにした。

「……ん……？　ちょっと待ってください？」

　真顔になっていたアサミが不意に片眉を上げる。

「……先輩から生じたハッピーハートを全部帳消しにしちゃうくらいドキドキした……？　え？　そんな嬉うれしくなる何かが……？」

　その目はエミリに向いている。

　エミリは小さくコホンと咳せきをした。

「……ともかく……このベストデートバウトは『レンタル』彼女として恋人を演じきる勝負。その点で言っても、手に入れたハッピーハートの数の点から言っても、わたしは完敗ね」

　なんということだ。つまり、俺はエミリを勝たせることができなかった。この世界に留とどまり続けて俺と闇の契約を結びたいというエミリの願い……それを叶かなえる手助けができなかったということ……！

　エミリの言葉を受けて、アサミが唇を噛かんだ。

「……わたしも……レンタル彼女を演じきることができなかったってことですか？　……演技じゃなくて……。……しかもハッピーハートが５個残るくらいでしかない、それがわたしの本気だった、と……？　数ではカオル先輩に負け、本気度ではエミリ先輩に……そんな中途半端な思いでわたしは先輩に向き合っていた……！」

　アサミは頭かぶりを振り、俺をキッと睨にらみつけてきた。

「……今度は絶対わたしを一番好きだって言わせてみせますから！」

「ククク……？　なるほど、そうか」

　俺は額に指先を添え、俯うつむいて考え込んでみせた。

「……で、結局どういうことなのだ？」

「……わたしも負けを認めるっていうことです」

　不機嫌そうな声でアサミが呟く。

「……え？　じゃあ、私が一番でいいのか？」

　カオルが自分を人差し指で差しながら、辺りを見回した。エミリは微笑ほほえみながら頷うなずき、アサミは口先を尖とがらせながら、そっぽを向きつつ頷いた。

「……やったー！」

　カオルは大声を上げた。ここがカラオケボックス内で良かった。

「私が一番なのか!?　どうだ！　私が君の一番のレンタル彼女だ！」

　俺に向き直って破顔するカオルは喜びに満ち溢あふれている。それにつられてこちらまで笑みを浮かべてしまいそうな表情だ。

「やったぞ！　私は君にとって最高のレンタル彼女になれたんだな！」

「……くくく……レンタルレンタルって……まあ、カオルがそれでいいならいいが……」

「うん？　私が一番になれたんだぞ？　いいに決まってるじゃないか！」

「唐揚げ盛り合わせでーす」

　そこに丁度カラオケボックス店員が注文した品を山のように運んできた。

「……それじゃあ、これからカオルちゃんの優勝おめでとうパーティということで」

　エミリがそう宣言する。その内心は、優勝を逃し俺と闇の契約を交わす未来が遠のいたと落ち込んでいるだろうに……なんと健けな気げな……！

　ならば、俺もそのエミリの心意気に免じてカオルを心の底から祝福してやろう……。

　くくく……これもエミリと闇の契約を交わす前祝いだと思えば容易たやすいこと……！

　ちなみにこの時間もレンタル料は発生していて、しかも三人分＋カラオケ代＋飲食代で、５００００円くらい追加請求された。
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「おう、どうした鷹たか司つかさ？　まるでこの世の全てのエロいことを捨て去ったみたいな顔して。賢者タイムか？」

「……高たか橋はし、意味のわからないことを抜かすのは止やめろ」

　学校にて、俺の席にやってきた高橋は神妙な顔をしてみせる。

「いや、鷹司がここ数日、エロを忘れたような真剣面してるから、何かエロ関係でショックなことでもあったのかと……」

「高橋……まさか心配してくれたとでも言うのか？」

「いや、笑いものにしようと思って」

「……お前はそういう奴やつだと理解していたよ」

　あのベストデートバウトの後、俺はまだ闇の眷けん属ぞくとして覚醒することもなく、いずれ近い内に終しゆう焉えんを迎えるはずの日常を続けていた。

　相変わらず、俺はクラスの女子達とは接点を作らぬよう注意を怠ってはいないし、高橋はアホのままだ。

　そして相変わらず……俺はエミリとの仲をレンタルでの関係以上に進められていない。エミリを優勝させることができなかったのだから当然か。

　そんな俺の憂いを察したのか、高橋は続けて問いかけてきた。

「本当に大丈夫か？　まさかずっと腹一杯観みたかったエロ動画をエロソムリエからご馳ち走そうすると言われて喜んだものの、あまりの容量に一本観ただけで『いやもう満腹でござる』と尻込みしてしまったとか、そういう悩みか？」

「お前は何を言っているんだ？」

「その悩み、わかるぞ。なにしろ、俺がそうだったから」

「お前は何をやっているんだ？」

「だが聞いてくれ、鷹司よ。俺にも言い分はある。もし俺がそこで本当にエロ動画を腹一杯観てしまったら、その後の俺は何を楽しみに生きればいい？」

「エロ以外に喜びを見つけろ。芋がゆとか。話はそれからだ」

「だから敢あえて俺は一本だけで満足した。満足したはずだった……でも、ああああもったいないことしたああ！」

　高橋が楽しそうで何よりだ。

　だが、妙なことだが、俺はそんな高橋の話で少し考えてしまうところがある。

　俺から生じるハッピーハートそのものが減ってしまったのではないか、という疑問についてだ。これまでレンタル彼女などに慣れていなかったから最初はメチャクチャハッピーハートが出ていたが……ここ最近のエミリ達との接触で、俺の中のハッピーハートが『いやもう満腹でござる』してしまったのではないか……？

　だとしたら……エミリ達が俺にレンタルして欲しいのは、ハッピーハートを求めてのことであって、そのハッピーハートが手に入らないとなれば……。

「……だとしたら嵐は去り、俺には平穏な日々が戻ってきそうだな……」

　一抹の影を面に差させながら、俺はアンニュイな口調で呟つぶやくのだった。

　そして、その日の帰り道、早速嵐に遭う。

「……キミタカ！」

　道の先にものすごい胸をした人がいるな、と思ったらカオルだった。

「待ってたぞ！」

「どうしたんだ？　……ここで伏兵か？」

「うん？　よくわからないけど……お礼を言っておこうと思ってな！」

「……礼だと？」

　カオルは満面の笑みというやつだ。

「キミタカが私にドキドキしてくれたお陰で優勝できたからな。初めてこんなにハッピーハートも手に入れられたし、これで姉上にも少しは喜んでもらえる！」

　そして、少し照れたように俺から目線を外す。

「や、やはり、私とキミタカは相性がいいんだ。キミタカの闇の波動に耐えられるのも私だけだろうしな」

「……カオルはまだ俺にレンタルして欲しいと思うのか？　もしかすると、俺はもうゴールデンチェリーではないのかもしれないのに」

「そうなのか？　まあ、そうだとしてもキミタカはキミタカだ。レンタルとは関係なしに付き合えばいいんじゃないか？」

「く……っ！　付き合う、だと……!?」

「ああ！　大切な友人としてな。そうだ、それで今度は私がキミタカの役に立ちたいんだ」

　ははは……ですよねー。友情って素晴らしいなあー。

「……正直、どんな役に立ってくれる気なのか見当もつかんが」

「こう見えても、私は天使だぞ。人を恋仲にしてくっつけるのが仕事だ。キミタカはエミリのことが好きなのだろう？」

「な……っ！　いきなり直球、だと……！　なぜ、それを……！」

「どうやら当たってたみたいだな！　なら、任せろ！　これからエミリとの仲を取り持ってカップルにしてやるぞ！　なあに、大したことじゃない。キミタカへのお礼の気持ちだと思ってくれ！」

「……でも、カオルはこれまで天使としてハッピーハートを手に入れたことがない……つまり、一度もカップル成立させたことないのだろう？」

「大丈夫だ！　ちゃんと勉強しているし！」

　この自信は何なんだ。

　カップルを作るのがおそらく世界一下手な天使に応援してもらうとか……。俺はこの罰ゲームじみた事態に悪い予感をひしひしと覚えるのだった。





　　　　◆






　キーくんが幸せになっちゃう……。

　このままじゃボッチじゃなくなっちゃう……。

　近衛このえフミは狼狽うろたえていた。ここしばらく、常に狼狽えていた。

　今は道端の壁際に背を貼り付けて、身を隠すようにして狼狽えている。

　フミの動揺のすべては、鷹たか司つかさキミタカに彼女ができたらしい、という話によって引き起こされている。近衛フミにとって、それはあってはならないことだったからだ。

　ずっと幼い頃から共に育った従兄弟いとこ。

　それが今、自分の手の届かないところへ行ってしまうような気がしている。

　どうしよう……。

　フミは今見た光景、キミタカがまた見知らぬ女の子と仲良くいちゃいちゃしていたのを思い返し、胸をざわつかせる。スマホで見せてもらった子とはまた違う、綺き麗れいですごくスタイルのいい子だった。

　これまでは、キミタカと言えばその性格ゆえにほとんど女子と話せもしなかった不幸なボッチであったはずなのに……この急激な変化にフミは目眩めまいすら感じている。

　人から生じる喜びの感情、恋や愛を好む高次元の存在。それを神と呼び、その者に仕える存在を天使と呼ぶのならば。

　その逆に、人から生じる負の感情、憎しみや苦悩を好む高次元の存在やそれに仕える者達は何と呼称すべきだろう。

　近衛フミは決意する。

　……こうなったら、わたし自らがキーくんを不幸にするしかない……！　キーくんが他の女の子達と仲良くして幸せな気持ちにならないように……わたしが直接介入して邪魔してやるしか……！

　そうやってぐっと拳を握るフミの背には黒い羽根、尻からは先端の尖とがった尻尾が生えていた。

　そうして再び壁際からキミタカの様子を窺うかがおうと、そうっと首を伸ばしかけるフミ。その耳に忍び笑いが伝わってきた。

「……くくく……」

「その笑い声は……！」

　フミは動揺ではみ出させてしまっていた羽根と尻尾を急いで引っ込め、振り返る。

　そこには不敵に笑うキミタカはいなくて、小さな可愛かわいらしい少女がいた。

「……誰？」

「近衛このえフミ……先輩ですよね？　キミタカ先輩の幼おさな馴な染じみの」

　フミの問いに答えず、その少女、小学生くらいにも見える背の低い女の子は告げてきた。

　フミは名前を言い当てられ、鼻白む。

「……どうしてわたしの名を……」

「キミタカ先輩のことは色々調べましたから。好きな食べ物から、家族交友関係まで」

　と、少女は表情を一変させた。にっこり笑ったのだ。純じゆん真しん無む垢くな笑顔。そして、言う。

「近衛先輩、レンタルフレンズのキャストになってみませんか？」

[image: ]





あとがき




　このたびは拙著をお手にとっていただきありがとうございます、相あい原はらあきらです。

　先日、縁あってとある中学校の道徳の時間に話をする機会をいただきました。

　中学生の皆さんに自分の来歴やラノベに対する考え方などを口にするのは、面映ゆいものがありつつも、自分にとって大変勉強になりました。

　その後、自分の話を聞いてくださった皆さんから感想文をいただいたのですが、小説とかイラストとか、何かそういう物語を作ってみたいという方が結構いるように感じました。そういう方の中には、

「自分は本が好きで、ラノベは読んだことなかったですけど、今度相原さんの本が出たら絶対読みます！」

　とか書いてくださっている方もいて、大変ありがたく感じたものです。

　で、この作品です。

　そんな方の初めて読むラノベが、ゴールデンチェリーとかオッパイガン見スタイルとかそんなのだと思うと、あああああああああっ！ってなります。

　なんでしょう。キャベツ畑とかコウノトリとか信じてる子に無修正のやつを突きつけるのを想像するような下卑た感覚って奴やつでしょうか。

　変態だ。

　最後に謝辞を。手で触れた質感まで感じさせてくれるような素敵なイラストを担当してくださったあめとゆき様、作品だけでなく講演の事等でも相談に乗ってくださった担当編集のＭ様、そして、この作品を手にとってくださった読者様。本当にありがとうございました。





２０１９年　相原あきら
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　とある住宅街に猫がいた。塀の上を悠々と歩いている。

　一瞬体をしならせ、ふっ、と飛び上がった。そこは民家のベランダだ。窓が僅かに開いていた。猫はそこから室内に入り込む。

　室内には少女が一人、腰に手を当て立っていた。ショートカットの前髪をピンで留め、額を少し出している。大きめの目で、室内をくまなく見回している。

「……まさかだけど……いや、キーくんに限って、そんなことあり得ないけど……」

　少女、近衛フミは何事かぶつぶつ呟きながら、視線をあちこちに彷徨わせた。

「……やっぱり、なにか変……」

　フミは室内に畳まれてあった男物のシャツなどを手に取り、首を傾げる。

「……変わりは無い……はずなのに……」

　くんくんした。

「……女の子の気配がする……気がする」

　そう言うと、手にした男物のシャツをぎゅうっと握りしめた。

「でも、そんなはず……きっと勘違い……」

　思い詰めたような表情。言葉と裏腹に揺れ動く瞳は定まらない。

「キーくんはあんなだから……ボッチなんだから……女の子と仲良くなんかなれるわけない……」

　薄い胸に男物のシャツを押しつける。

「いつも見てきたんだから……わたしが一番、キーくんのこと見てきたんだから……」

　そう呟くフミを、部屋の片隅から見上げる猫。と、猫が顔を横に向けた。ベランダの方を見る。ベランダの手すりに小鳥がとまり、室内を覗き込んでいた。小鳥は猫には気付かず、フミにだけ興味を示しているようだ。

　フミを観察する小鳥を観察する猫。

「きっと気のせい……そうよ、キーくんに彼女なんか……」

　そこで何を思ったのか、フミは頬を染める。

「……ま、まあ、キーくんにどうしても彼女ができなかったら、その、仕方ないけど……まったくほんとにキーくんはダメなんだから……」

　フミはどこか夢見るように宙を見上げる。

　そんなフミの恥ずかしい様子をつぶさに観察していた小鳥は、興味を失ったのかもう十分見たと判断したのか。ぱっ、と手すりから飛び立って行ってしまった。

　その場に残ったのはフミと猫。その光景を見ている。

「大体、キーくんのくせに最近充実してるっぽいのがおかしいんだよ。そういうキャラじゃないんだから。なのに、いつもと違う感じがするから、わたしが不安になるんじゃない」

　フミは頬を膨らませて、ぶつぶつ文句を垂れる。

「わたしを不安がらせるなんて、ほんと悪いキーくんなんだから……」

　そう言いながら、フミは握りしめていたシャツを綺麗に畳み直し、落ちていた紙くずなどをゴミ箱に捨て、乱雑に床に置かれていたマンガや雑誌を本棚に並べ直していった。

「……まだかな……」

　フミはそう呟いて、ベッドに腰掛けた。近くにあった携帯ゲームを手に取り、遊び始める。

　そんなフミの様子をじっと見守っていた猫だったが、不意に振り返りこちらを睨みつけてきた。注がれる視線。猫は喉を鳴らす。そこから思いがけずはっきりした声が漏れた。

「ぞ」

　猫はそれだけ吐き出すと、ふい、と身を翻す。そのままベランダの隙間からどこかへと姿を消した。
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